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序

一般国道8号見附バイパスは見附市坂井から長岡市灰島新田（旧中之島町）間、延

長約6.3kmのバイパスです。見附市周辺では自動車交通量の伸びが著しく、市街地

においては慢性的な交通渋滞を引き起こし、特に冬期間は通行のさまたげとなってい

ました。

こうした状況に対処するため、今町の中心部を避けてバイパスが計画され、昭和

47年度に工事着手し、平成4年度に完成しました。

見附バイパス建設に伴い、新潟県教育委員会では平成3・4年度に坂井遺跡の発掘

調査を行いました。本書はその発掘調査報告書です。

坂井遺跡は、沖積地の自然堤防上に位置する中世から近世・近代にかけての集落遺

跡です。いくつかの時期に分かれる掘立柱建物と溝、これに伴う100基以上の井戸

が発見されました。

土師器・瀬戸美濃・珠洲焼・越前焼などの国産陶磁器や青磁・白磁などの中国産陶

磁器、硯・石鉢・石臼・砥石などの石製品、漆器椀皿・曲物・折敷・箸・下駄などの

木製品が出土し、当時の人々の生活ぶりを伝えています。

今回の報告が地元の歴史研究に資するとともに、県民の皆様の埋蔵文化財の理解と

認識を深める契機となれば幸いです。

最後に、発掘調査に際して、多大なご協力とご援助をいただきました見附市教育委

員会ならびに地元の方々、また、発掘調査から発掘調査報告書刊行に至るまで格別の

配慮をいただいた国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所に対し、深甚なる敬意を

表します。

平成18年10月

新潟県教育委員会

教　育　長 武藤　克己



例　　　言

1 本報告書は、新潟県見附市坂井町字下屋敷3744、字三十刈2833、字中江1033ほかに所在する坂井遺跡の発

掘調査記録である。

2 本調査は一般国道8号見附バイパスの建設に伴い、建設省（現国土交通省、以下略）から新潟県が受託したもの

である。発掘調査は新潟県教育委員会（以下、県教委）が調査主体となり、平成3・4年に実施した。

3 整理作業及び報告書作成に係る作業は、平成17年度に財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業

団）が県教委から受託しこれに当った。

4 出土遺物及び調査・整理作業に係る各種資料（含観察データ）は、一括して県教委が保管・管理している。デー

タの有無や閲覧希望は、県教委に問い合わせ願いたい。

5 遺物の注記記号は、平成3年度は「坂井」、平成4年度は「坂井Ⅱ」とし、出土地点・層位を併記した。

6 本書の図中で示す北方位は日本平面直角座標第Ⅷ系（旧座標）のX軸方向を指す。

7 遺物番号は種別にかかわりなく通し番号とし、本文及び観察表・図面図版・写真図版の番号はすべて一致してい

る。

8 市町村名は、平成18年3月31日現在の名称を使用した。

9 本文中の注は脚注とし、頁ごとに番号を付した。また、引用文献は著者及び発行年（西暦）を文中に［ ］で示

し、自然科学分析部分を除いて巻末に一括して掲載した。

10 自然科学分野に係る分析は以下の組織に委託した。なお、本書には再編集したものを掲載した。

樹 種 同 定　株式会社　古環境研究所

12 坂井遺跡については、『新潟県埋蔵文化財調査事業団年報』平成4年度［小田1993］、『埋文にいがた』No.54

［小田2006］に記載されているが、本書の記述をもって正式な報告とする。本書との間に齟齬が生じる場合は本

書の記述をとるものとする。

13 本文の編集・執筆は、小田由美子（埋文事業団調査課班長）が担当した。

14 本書作成作業の一部は株式会社セビアスに委託した。詳細は第Ⅰ章に記す。

15 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多くのご教示・ご協力をいただいた。ここに記して厚くお

礼申し上げる。（敬称略　五十音順）

相羽重徳　　安藤正美　　石田明夫　　岩瀬由美　　岩田　隆　　大安尚寿　　垣内光次郎　　久保智康

坂井秀弥　　高桑弘美　　鶴巻康志　　藤田邦雄　　水澤幸一　　山口博之　　山本信夫　　四柳嘉章

渡邊ますみ
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第Ⅰ章　序　　　説

1 調査に至る経緯

一般国道8号は新潟市－長岡市－柏崎市を通過し、新潟県はもとより日本海側の重要路線として、文

化・産業・経済の広域的展開に大きな役割を果たすとともに、沿線地域の生活道路として地域住民の日常

を支えている。見附市周辺では自動車交通量の伸びが著しく、市街地においては慢性的な交通渋滞を引き

起こし、特に冬期間は通行のさまたげとなっていた。こうした状況に対処するため、今町の中心部を避け

た一般国道8号見附バイパス（以下見附バイパス）が計画された。見附バイパスは見附市坂井から長岡市灰

島新田（旧中之島町）間、延長約6.3kmの事業である。見附バイパスは昭和46年度に事業化、昭和47年

度に工事着手し、平成4年度に4車線が供用されている。

見附バイパス法線周辺には、坂井町字丸太に坂井砦跡が存在したため、埋蔵文化財への対応が必要とな

った。見附バイパスに係る埋蔵文化財の調査は昭和62年度に分布調査、昭和63年度・平成2年度に一

次調査を実施し、坂井砦跡とは異なる坂井遺跡を発見した。平成3・4年度に二次調査を実施し、見附バ

イパスに関係する埋蔵文化財の調査を完了した。

1

第1図　見附バイパスと坂井遺跡の位置
〔原図　建設省長岡国道工事事務所〕



2 調査の経過

A 分布調査・一次調査

昭和62年11月26日に見附バイパス法線内及び周辺の遺跡分布調査を行った。坂井集落の南側では、

工事が進行中で、盛土が完成している部分も存在した。法線内では、遺物の散布は確認されなかったが、

坂井集落の南側の縁辺部で須恵器の小破片1点が採集された。しかし、この付近は、地元での聞き取りに

よると、周辺の畑地を崩した土を客土した場所との事で、須恵器が本来どの地点に包含されていたかは不

明であるとされた。坂井集落は旧刈谷田川の自然堤防上にのり、同一堤防上には平安時代から中世にかけ

ての八方遺跡が存在するため、一次調査が必要と判断した。

一次調査は昭和63年10月に実施したが、現集落の移転が完了していなかったため、集落の北側と南側

の水田部分の調査を行った。集落の北側では、4トレンチから土師器が1点出土したのみで、遺構は検出

されなかったため、二次調査の必要はないと判断した。集落の南側では16トレンチから須恵器1点、土

師器6点、中世陶磁器4点、17トレンチからは珠洲焼2点、土師器1点、木製品1点が出土した。遺構も

16・17トレンチからそれぞれ、溝が1条検出された。周辺の地形から現集落と同位置に遺跡の存在する

可能性が高く、センター杭No.50からNo.60までについて二次調査が必要とした。また、センター杭

No.60以南は遺物・遺構が発見されず、部分的に湿地帯を形成するため、二次調査の必要なしと判断した。

集落の移転後、再一次調査を平成2年11月に実施した。現集落部分には平均0.7mの盛土が認められ

た。盛土下からは一部旧表土が確認されたほか、集落の南北両端では盛土下に旧水田面が認められた。旧

表土からは珠洲焼2点が出土し、中世の遺物包含層と考えられ、任意に設定した8トレンチすべてからピ

ット・溝・井戸などの遺構が検出された。上記の調査結果から、中世の遺跡が存在し、現集落による破壊

の度合いも少ないと認められたことから、14,500m2について二次調査を実施することとした。

B 立会い調査

二次調査実施前に集落の移転に伴う水路付け替え工事が行われるため、平成3年2月に立会い調査を実

施した。バックホーで地山面まで掘り下げ、土層の堆積状況及び遺構の有無について確認し、遺構等が検

出された場合は実測・写真撮影を行うこととして実施した。調査対象地は集落の南端に位置し、南側に向

2 調査の経過

2

第2図　一次調査トレンチ等位置図
〔原図　建設省長岡国道工事事務所作成　1：1,000〕
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かって緩く傾斜し、自然堤防の斜面に当たることが確認された。盛土が、1.7mほどの厚さで堆積し、盛

土下は地山の淡青灰白色粘土層となる。盛土中には近世後半から現代に至るまでの陶磁器や木の根、ゴミ

などが多量に含まれていた。古代・中世の遺物・遺構は全く発見されず、水路付け替え工事部分について

は工事の支障はないと判断した。

C 二 次 調 査

地下道ボックス工事が工程上最優先され、該当部分は平成3年度に調査、県道部分は切り回しの関係か

ら平成4年度に調査を行う必要があり、二次調査は平成3・4年の二か年にわたって行うことになった。

表土・盛土の除去等の準備工は建設省が行った。調査対象地は自然堤防上であったが、沖積地に存在する

こと、一次調査時に湧水があったことなどから、調査区周囲に暗渠を設置した。

平成3・4年度の調査とも、遺跡の上に現集落が存在した状況からコンクリート基礎や近現代のゴミ穴

などの撹乱が多く存在し、遺跡の保存状態は良好ではなかった。

平成3年度の調査は4月8日から8月9日まで実施した。調査予定面積は8,850m2であったが、北側

に向かって、遺構密度が稀薄であったため、再一次調査を行い、調査区北端の3,200m2を調査対象から

除外した。したがって、平成3年度の二次調査面積は5,650m2となった。二次調査中、県道付け替え工

事に伴い、7月15～17日に立会い調査を行った。遺構密度が高く、中世の集落が自然堤防に沿って西側

に延びていることを確認した。遺構は平面図を作成し、位置を記録した。本報告書で合わせて報告する。

調査の最後の8月8日に地元を対象にした現地説明会を実施した。

平成4年度の調査は4月8日から6月6日まで実施した。二次調査予定面積は5,650m2であったが、

平成3年2月に行われた水路付け替え工事に伴う立会い調査の結果、古代・中世の遺構・遺物が検出でき

なかったため、調査区南端の3,650m2については調査対象から除外した。平成4年度の二次調査面積は

2,000m2となった。坂井遺跡全体の二次調査面積は7,650m2となった。

第1章　序　　　説
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第3図　年度別調査区
〔原図　建設省長岡国道工事事務所作成1：1,000〕
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3 整　　　理

整理作業は、県教委が埋文事業団に委託して平成17年度に行った。

遺構図のトレース及び各種図版作成・編集に関しては、株式会社セビアスに委託してデジタルトレース

とDTPソフトによる編集を実施し、完成データを印刷業者に入稿して印刷した。遺物写真撮影はデジタ

ルカメラ（ニコンD100）で撮影し、デジタル化した遺構写真と合わせて編集を行った。なお、図版作成・

編集作業に係り、業者に支給した資料は以下のとおりである。

本 文・挿 図：テキスト形式・エクセル形式のデータ・トレース原図・貼り込み版下

遺構図面図版：原図（修正済）・レイアウト図・文字データ

遺物図面図版：トレース図（個別）・拓影・レイアウト図

写 真 図 版：デジタルデータ（CD）・レイアウト図

4 調査・整理の体制

A 調　　　査

昭和63年度

一次調査

調査期間 昭和63年10月4日～10月6日

調査主体 新潟県教育委員会（教育長　田中　邦正）

管　　理 総　　括 大塚　克夫（文化行政課長）

管　　理 矢部　　亮（文化行政課長補佐）

庶　　務 境原　信夫（文化行政課主事）

調　　査 調査指導 中島　栄一（文化行政課埋蔵文化財係長）

調査担当 鈴木　俊成（文化行政課文化財専門員）

担当職員 高橋　昌也（文化行政課文化財専門員）

平成2年度

調査主体 新潟県教育委員会（教育長　堀川　徹夫）

管　　理 総　　括 大嶋　圭己（文化行政課長）

管　　理 吉倉　長幸（文化行政課長補佐）

庶　　務 境原　信夫（文化行政課埋蔵文化財第一係主事）

調　　査 調査指導 本間　信昭（文化行政課埋蔵文化財第二係長）

一次調査

調査期間 平成2年11月26日～11月28日

調　　査 調査担当 藤巻　正信（文化行政課埋蔵文化財第二係主任）

担当職員 高橋　知之（文化行政課22条職員）

立会い調査

調査期間 平成3年2月13日

4 調査・整理の体制
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調　　査 調査担当　戸根与八郎（文化行政課埋蔵文化財第二係主任）

担当職員　川村三千男（文化行政課埋蔵文化財第二係文化財主事）

平成3年度

二次調査

調査期間 平成3年4月8日～8月9日

調査主体 新潟県教育委員会（教育長　堀川　徹夫）

管　　理 総　　括 大嶋　圭己（文化行政課長）

管　　理 吉倉　長幸（文化行政課長補佐）

庶　　務 白石　雄蔵（文化行政課主任）

調　　査 調査指導 本間　信昭（文化行政課埋蔵文化財係長）

調査担当 藤巻　正信（文化行政課主任）

職　　員 三浦　泰介（文化行政課文化財専門員）

伊藤　秀和（文化行政課嘱託員）

平成4年度

二次調査

調査期間 平成4年4月8日～6月6日

調査主体 新潟県教育委員会（教育長　堀川　徹夫）

調　　査 財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団（理事長　本間栄三郎）

管　理 総　　括 藍原　直木（事務局長）

管　　理 渡辺　耕吉（総務課長）

庶　　務 藤田　守彦（総務課主任）

調　査 調査総括 茂田井信彦（調査課長）

調査指導 藤巻　正信（調査第二係長）

調査担当 小田由美子（文化財専門員）

職　　員　三浦　泰介（文化財専門員）

佐藤　執二（文化財調査員）

B 整　　　理

整理期間 平成17年9月1日～平成18年3月31日

整理主体 新潟県教育委員会（教育長　武藤　克己）

整　　理 財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団（理事長　武藤　克己）

管　理 総　　括 波多　俊二（事務局長）

管　　理 長谷川二三夫（総務課長）

庶　　務 長谷川　靖（総務課班長）

整　理 整理総括 藤巻　正信（調査課長）

整理指導 高橋　　保（調査課整理担当課長代理）

整理担当 小田由美子（調査課班長）

作　　業 小熊洋子　加藤祐子　笹崎文子　矢部千栄子　渡辺容子（嘱託員）

第1章　序　　　説
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と地理的環境

坂井遺跡の位置する見附市は、新潟県の中央部にあり、刈谷田川の中下流域に展開している。人口は

44,065人（平成16年4月現在）、面積は77.96平方kmである。地目別面積では宅地などが13％、池沼や

山林などが38％、農地が49％である。このことから市域が田園地帯を形成していることがわかる（平成

15年現在）［増田2005］。その中心である見附市街地は、刈谷田川が東山丘陵を切って新潟平野に出る谷

口にひろがっている。平野との接点に位置する谷口集落である。かつて、刈谷田川は河川交通路として、

この地域の交通に重要な役割を果たしていた。見附市の中心部はこの刈谷田川の河岸場で、河川交通の要

地でもあった。近世は村松藩の代官町として栄え、現在は機業の町として、また、中越地方の一中心地と

して発展しているが、その地理的位置の果たす役割は大きい。

見附市の位置する中越地方は、信濃川とその支流の五十嵐川・刈谷田川などが形成した沖積平野と東部

の東山丘陵、西部の西山丘陵よりなっている。見附平野（見附市に属する信濃川右岸、刈谷田川低地）の沖積

地域は、新第三紀中期以降、地殻運動によって沈降したが、最終氷期以降の海水準の変動の中で、この沈

降部分を信濃川及びその支流の河川堆積物が埋め、沖積平野を形成した。新潟平野は、最終氷期における

最大海退期以後、海水面の上昇によって砂丘・砂堆の

形成が進み、その中に多くの潟湖群ができた。見附平

野にも、古い時代には多くの低湿地が広く分布してい

た。

見附平野は、標高20mの市街地から北西の方向に

緩傾斜し、北部は標高10mの低平な平野である。刈

谷田川の上・中流域では大きな勾配をもつが、平野部

は3,000分の1から15,000分の1と極めて緩やかな

勾配をなしている。刈谷田川が大きく蛇行し、「九十

九折川」と称される由縁である。信濃川・刈谷田川に

よって形成されたこの平野には、低地面より比高1m

から2mの多くの自然堤防・微高地が存在する。これ

らは、見附・今町の市街地をはじめ、平野地域の多く

の農業集落をのせている（第4図）。これらの微高地は

南東から北西の方向をもつものが多く、刈谷田川の乱

流によって形成されたもので［土田1981］、現況か

らも旧流路が把握できる。しかし、この旧流路が刈谷

田川によるものではないとする説もある［金子

1991］。

6

第4図 新潟町一田之尻町の旧流路跡、自然堤防と揚
水ポンプ 〔土田1981〕から転載

注）昭和42年航空写真及び現地調査により作成。
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2 歴史的環境

見附市域の古墳時代から中近世にかけての主な遺跡の分布は第5図のとおりである。谷間の刈谷田川中

流域については一部割愛した。縄文時代から弥生時代の遺跡については図示しなかったが、概略を述べる。

縄文時代～弥生時代の遺跡は、東山丘陵縁辺部に集中し、沖積面から発見された遺跡はごく少ない。縄文

時代中期の遺跡が多く、耳取・羽黒遺跡などの大規模遺跡もみられる。弥生時代の遺跡は数が少なく、面

的な調査が行われている遺跡はまだない。

古墳時代の遺跡も数は少ないが、近年沖積面での圃場整備事業による調査によって発見される遺跡が増

加しつつある。旧栄村に近い指出町で、平成9年に貴舟休場遺跡（13）と前田遺跡（14）の発掘調査が行

われ、古墳時代後期の土器が多数出土している［安藤2004］。

古　　　代

古代の遺跡は沖積地の刈谷田川によって形成された自然堤防上に多く分布している。新潟町から片桐町

をとおり田之尻町まで続く旧河道の両岸に形成された自然堤防上、並びにその周辺部の自然堤防上に所在

する。特に旧河道沿いの自然堤防の右岸には古代の遺跡が多く確認されている［増田2005］。水田を営

む人々の居住の場として、自然堤防上の微高地が選択されたと考えられる。中世においても同様な状況で

あったと考えられ、古代と中世の遺跡の立地は類似し、また、重複していることが多い。

坂井遺跡の所在する地域は、古代においては、蒲原郡と古志郡の境界付近に位置している。刈谷田川が

境界であったと考えられるが、刈谷田川が流路を頻繁に変えていることから、現在の坂井集落付近が古代

においてどちらの郡に存在したかは明確ではない。

古代の遺跡は数多く発見されているが、窯跡・製鉄遺跡などの生産遺跡は今のところ確認されていない。

東山丘陵沿いには長岡市に位置する間野窯跡・岩村窯跡がある。多くの遺跡は集落と考えられる遺物包含

地で、先述したように、遺跡は沖積地の自然堤防などの微高地上に営まれているものが多い。古代の遺跡

の発掘調査は多くはないが、近年の県営圃場整備事業に伴って発掘調査件数が増加し、沖積地での古代の

遺跡の様相が明らかになりつつある。

長岡市に近い鳥屋脇町上田遺跡（63）では、9世紀後半頃の大規模な集落の調査が行われた。注目すべ

きは、300点近い墨書土器が出土し、このうち、100点に「山」の文字が確認できたことである。「山」

は古志郡夜麻郷に比定され、遺跡は夜麻郷内に属する荘園内に立地していた可能性があり、遺跡の所在す

る田井町が、東大寺領初期荘園土井荘の可能性が高まった［安藤2005a］。このほか、旧刈谷田川河道の

右岸で川添南遺跡（32）、天が池遺跡（23）、八幡遺跡（22）埋田遺跡（24）などが発見されている。天が

池遺跡は発掘調査が行われ、9世紀代の遺物が出土した［増田2005］。

中　　　世

第6図に刈谷田川の旧流路跡を示した。この旧流路に沿って中世遺跡が集中して存在することが明らか

になっている。旧流路は耕地整理前には細長い区割りの水田として地形に残されていた。旧流路は現在の

流路より、丘陵側に位置している。旧流路に沿って、中世の城館が多く認められ、中世段階においてここ

に刈谷田川が流れ、この河川交通をおさえた館や集落が存在した可能性が考えられる。城館では、新潟館

第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
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跡（35）・片桐館跡（29）・坂井砦跡（3）などがある。寺院跡と推定される新潟廃寺跡（36）・片桐寺院跡

（26）や片桐塚群（25）などもある。また、旧流路からは少しはずれるが、三条市（旧栄村）帯織館（9）・

苗代垣館（8）などがある［伊藤1981］。このほかに県営圃場整備事業に伴う遺跡調査によって梅田遺跡

（30）・中才遺跡（28）・辛子田A遺跡（34）・辛子田B遺跡（31）などが発見されている。まさに集中して

中世の遺跡が存在している。坂井遺跡もこの旧流路に沿った遺跡の一つに数えられるものである。低平な

平野面で洪水・冠水を避けるため、少しでも高い所に館や寺院・集落が形成されたものである。坂井遺跡

2 歴史的環境
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第5図　坂井遺跡の位置と周辺の遺跡
（国土地理院「見附」平成15年　1：25,000 原図）
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でも宅地以外の自然堤防は畑、自然堤防の周囲に広がる沖積面は水田として利用されていたものであろう。

刈谷田川の現在の流路と旧流路の位置から考慮すると、刈谷田川は東山丘陵沿いから信濃川方向に向か

って①→②→③と流路の変遷を行ったようすがうかがえる（第6図）。近世の今町は、信濃川から刈谷田川

にかけての舟運の要地に位置し、出羽庄内からの舟乗りたちの移住もあったと伝えられており、近世段階

には現流路に変わっていたことが確認できる［赤澤1981］。城館・集落が集中することから、中世後半

では新潟町から片桐町をとおり、田之尻町までつながる旧流路に刈谷田川の本流が流れていた可能性が高

いといえよう。1）

文献からうかがえる中世の見附市は、荘園や公領（国衙領）が入り組んだ複雑な様相を示していたと考

えられ、大面荘と高波保・出雲田荘がおおよそを占めていたとされる。坂井集落は出雲田荘に属すると考

えられる。出雲田荘は現在の今町の多くの部分を占め、大面荘と境を接し、坂井が大面荘と出雲田荘の境

界に位置していたと考えられている。出雲田荘の文献上の初見は、16世紀前半、大永七（1527）年で、

「大熊政秀段銭請取状」に「蒲原郡出雲田庄三林」とある（「大見安田氏文書」）［新潟県1983］。くだって、

天正五年（1577）の「三条同名同心家風給分御帳」には出雲田荘として四か村ほか二集落の名をあげて

いる。この中で見附市域に属するのは境（坂井）村、三林村である。このほか慶長十五年（1610）にも出

雲田荘として坂井村があげられている［赤澤1981］。しかし、越後の荘園を考える場合の資料としてよ

くあげられる『吾妻鏡』文治二年（1186）三月十二日条の「関東知行国未済荘々注文」に出雲田荘があ

がっていないことから、出雲田荘の実在は明確ではないとする考え方もあるが、実在を否定する根拠もな

いとする意見が多い。［金子・大谷内1976、赤澤1981］。

坂井遺跡に近接する帯織館・苗代垣館は三条市（旧栄村）に所在し、中世では大面庄にあたる。大面庄
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No. 所在地
1 坂井町下屋敷・中江ほか

2 田之尻町八方
3 坂井町丸田
4 釈迦塚町細田
5 釈迦塚町細田
6 釈迦塚町大坪
7 釈迦塚町大坪
8 三条市帯織字甲1303
9 三条市帯織字丙6803
10 指出町天池
11 指出町堂ノ前甲
12 指出町天池
13 指出町桜森
14 指出町前田甲
15 小栗山町林割
16 小栗山町七所山
17 小栗山町城山
18 小栗山町松原
19 小栗山町弥堀田
20 新潟町野川田
21 新潟町天ケ橋
22 新潟町八幡
23 下鳥町山伏木

No. 遺跡名
24 埋田
25 片桐塚群
26 片桐廃寺
27 片桐
28 中才
29 片桐館跡
30 梅田
31 辛子田B
32 川添南
33 辛子田石塔
34 辛子田A
35 新潟館跡
36 新潟廃寺
37 見附城跡
38 元町館
39 見附支城跡
40 大坪城跡
41 内町
42 浦田の古銭出土地
43 前表古銭出土地
44 曲り木古銭出土地
45 出雲
46 七正寺

No. 遺跡名
47 加坪川遺跡
48 屋敷添
49 山吉
50 福島
51 新町2丁目古銭出土地
52 本町古銭出土地
53 島切窪
54 庄川
55 二軒島
56 大坪
57 梨ノ木城跡
58 芝道
59 瑞祥橋の古銭出土地
60 熱田畑
61 耳取塚
62 元屋敷
63 上田
64 原東
65 長者屋敷跡
66 明晶の四ツ塚
67 明覚寺跡

遺跡名
坂井
八方
坂井砦跡
細田
釈迦塚
大坪Ⅱ
大坪Ⅰ
苗代垣館跡
帯織館跡
十二ノ木北
堂ノ前
十二ノ木南
貴舟休場
前田
林割の塚
小栗山経塚
小栗山城跡
松原の塚群
弥堀田
野川
天ケ橋
八幡
天が池

所在地
新潟町埋田
片桐町
片桐町
片桐三ツ塚
新潟町中才
片桐町館
下島町梅田
新潟町中才
下島町川添甲
新潟町
新潟町辛子田
新潟町館
新潟町
内町城山
内町館谷
山崎興野
島切窪町大平
内町
本所1丁目
学校町2丁目
学校町1丁目
市野坪町出雲
市野坪町七正寺

所在地
加坪川町東
加坪川町屋敷添
山吉
福島町
新町2丁目
本町
島切窪町
庄川新田三十刈原
島切窪町下屋敷
石地町大坪
島切窪町梨ノ木
名木野町芝道
熱田町
熱田町三十苅
耳取町耳取山
鳥屋脇町親田
鳥屋脇町
名木野町原東
明晶町観音坂
明晶町
明晶町

1） 辛子田B遺跡の発掘調査時に旧流路の一部も調査され、堆積物による自然科学分析が行われた。腐植物の堆積から、10
～12世紀頃には、流れのほとんどない淀みのような湿地的状態であったと推測されている［安藤2006］。しかし、旧流路
に沿った中世遺跡の集中から、当時流路であったと考える方が自然ではないだろうか。まだ、分析地点も少なく、今後、分
析地点の増加や発掘調査の進展によって状況が変化する可能性もあるが、現時点では本文のように考えたい。
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帯織条は大永7年から坂井遺跡の所在する出雲田荘と同じく大見安田氏の支配するところとなり、帯織館

は安田氏の家臣の居館であったと目されている。

近　　　世

発掘調査が行われた遺跡には元屋敷遺跡（62）がある。16世紀末から19世紀初頭まで存続し、文政四

年に移転した鳥屋脇・耳取集落の跡とされ、多くの遺構・遺物が出土した。19世紀初頭まで、掘立柱建

物が存続したことが明らかになっている［安藤1995・2005b］。近世の集落は発掘調査が行われること

が少ないので、貴重な例である。元屋敷遺跡は江戸末期の移転によって現集落とは異なる地点に確認され

たが、こうした特殊な事情を除き、近世の集落は現集落に継続することから、遺跡として確認されること

は少ないものと考えられる。
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第6図　坂井遺跡周辺の地形と中世遺跡の分布（［増田2005］原図に加筆）
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第Ⅲ章　調査の概要

1 グリッドの設定

調査対象地は、見附バイパス法線内で南北方向に延びていたため、グリッド設定は方位に合わせて行っ

た。調査時は旧座標によって基準杭の打設を行ったため、新座標の変換値を示した。

グリッドは大小の2種類があり、大グリッドは10m四方を単位とし、小グリッドは大グリッドを2m四

方に25分したものである（第7図）。大グリッドの名称は、センター杭の方向を算用数字、それと直交す

る方向をアルファベットとし、「17D」のように、両者の組み合わせにより表示した。小グリッドは1～

25の算用数字で表し、北西隅を1、南東隅を25とし、「17D5」のように大グリッド表示の後に付した。

2 基 本 層 序（第8図）

調査対象地には、坂井集落が存在し、ほぼ全面にわたって、約0.5～0.7mの盛土層が確認された。調

査地点は沖積地の微高地上にあるが、さらに盛土を行って、周囲との比高差を上げたと考えられる。盛土

下から近世（19世紀頃まで）の遺構・遺物も出土するため、盛土が行われたのは明治以降であろう。周囲

の水田の田面高は約12.3m、現況での坂井集落の平均標高は約13.5mで、周囲より約1.2m高い。

基本層序は以下のようになる。遺物包含層は盛土層直下に存在し、層厚10～35cmで、全体的には薄

い。中世の遺物が主に出土したが、古代・近世の遺物も混じる。遺物包含層は、現集落と重なる微高地上

に存在するが、微高地から外れたd地点には存在しない。遺跡起伏図（第8図）にみられるように、遺跡

の存在する微高地からはずれると低地が広がっている。d地点にみられる盛土下の黒灰色粘質土は水田等

に利用されていた可能性もある。

基本層序

Ⅰ　盛土（褐色砂質土）

Ⅱ　暗灰色粘質土（遺物包含層）

Ⅲ　暗青灰色粘質土（地山との漸移層）

Ⅳ　明青灰色粘質土または黄褐色粘質土（地山）

11

杭 日本平面直角座標系　8系（旧座標） 新座標　JGD2000系（変換値）

11D X＝173500.0000m Y＝35100.0000m X＝173849.8149m Y＝34818.4663m

11G X＝173500.0000m Y＝35070.0000m X＝173849.8146m Y＝34788.4673m

21D X＝173400.0000m Y＝35100.0000m X＝173749.8166m Y＝34818.4651m



2 基 本 層 序
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第8図　基本層序および坂井遺跡起伏図
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第7図　グリッド設定図
〔原図　建設省長岡国道工事事務所作成1：1,000〕



第Ⅳ章　遺　　　構

1 概　　　観

遺跡は沖積地の微高地上に存在し、微高地が東西方向に形成されているため、遺跡も東西方向に延びる

可能性がある。見附バイパスは、この東西に延びる微高地を南北に走っている。現集落と重複していたた

めに、撹乱部分が多いが、調査区全域にわたって、中世後半～近世の遺構が存在した。古代の遺物のみが

出土した遺構（10ESK24・92SK13・19）も若干存在したが、覆土への紛れ込みの可能性もあり、古代の

遺構と明確に判断することはできなかった。遺構は、中世の掘立柱建物と井戸・土坑・溝が主体である。

近世の井戸・溝も多く存在する。掘立柱建物は整理段階で図上検討の結果、建物としたものである。掘立

柱建物15棟、杭列4条、井戸117基、性格不明遺構3基、土坑・溝・柱穴多数を検出した。遺構は、調

査区全域に万遍なく広がるわけではなく、まとまりをもって存在し、遺構の希薄な部分もある。遺構が集

中するのは、10・11E～Gグリッド、14・15F・Gグリッド、19C～Eグリッド、17～19G・Hグ

リッドの4地点である。時期による移動ではなく、それぞれの遺構集中地点で中世から近世にわたっての

遺構・遺物が検出され、数世代の遺構の重複と考えられる。

調査区は大きく5つに分かれ、遺構の集中地点もこれとほぼ重なるため、便宜的にⅠ～Ⅴの5区に分け

て説明する（第9図）。二次調査は平成3・4年度の2回にわたって行われ、Ⅰ・Ⅱ区は平成3年度、Ⅲ・

Ⅳ区は平成4年度、Ⅴ区は平成3年度の立会い調査部分にあたる。

2 記述の方法

遺構説明には本文挿図・観察表・図面図版・写真図版を用いる。遺構の種類には掘立柱建物・井戸・土

坑・溝などがある。これらについては、観察表を作成し、位置・規模・形状・出土遺物・重複関係などを
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第9図　調査範囲の区割りと遺構・区画溝の分布
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記載したため、本文中では特別な場合以外は述べないこととした。また、ピットについては掘立柱建物な

どと関連するもの以外は観察表も含め基本的に触れない。

遺構番号

平成3年度調査のⅠ・Ⅱ区については、大グリッド単位にそれぞれの遺構番号をつけた。「15FSE2」

は15Fグリッドの2号井戸を指す。平成4年度のⅢ・Ⅳ

区は、調査範囲が狭かったため、遺構ごとの通し番号をつ

けた。調査年度を最初につけ、「92SK1」などとあらわし

た。ただし、掘立柱建物と杭列は調査時点で把握できたも

のはなく、整理の段階で認識したため、年度に関係なく別

途に通し番号を付した。

図面図版

1/300の全体図と1/200・1/150の

分割平面図、個別図 1/80（掘立柱建

物）・1/40（井戸・溝・柱穴）等から構成

される。

遺構の形態分類

遺構の平面形態・断面形態の分類は、

和泉A遺跡［荒川・加藤1999］を参考

に基準を作成し、分類した（第10図）。

3 遺 構 各 説

遺構図版は、分割図に沿って、地区ごとに遺構を配列したが、各説では、遺構別に記述を行う。観察表

もこれに準ずる。

溝（SD）

遺跡全体から長短様々な溝が検出されている。確認面からの深さは10～20cmの浅いものが多い。溝

すべてが残っているわけではないと考えられるが、掘立柱建物の軸方向と一致するものが多く、建物また

は敷地の区画溝と想定される。軸方向によって4群に分けられる（第9図、図版1・2・12・20）。

a ほぼ東西方向。数多く検出されている。東西に延びるⅠ区9・10E～Gグリッドと11C～Fグリッ

ドに平行する数条の溝が検出されている。Ⅱ・Ⅲ区には存在しないが、離れてⅣ区19Dグリッドに

92SD5がある。覆土から中世の遺物が出土する。溝dと重複し、溝aが古い。

9・10・11グリッドの溝a（－でつないだものは、同一の溝と考えられる）

9ESD1－9FSD1－9GSD1

10ESD9－10FSD5

11CSD2－11CSD1－11ESD1－11FSD1

11DSD1－11ESD2・3

10DSD1・11FSD4

3 遺 構 各 説
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略称 遺構種類 略称 遺構種類

SA 柵 SE 井戸

SB 掘立柱建物 SX 性格不明遺構

SD 溝 P 柱穴等

SK 土坑

第2表　主な遺構の略称

第10図　遺構の分類

平面形態の分類 

断面形態の分類 

円形 楕円形 方形 長方形 不整形 

逆台形状 
箱状 

弧状 

椀状 V字状 漏
斗
状
 

筒
状
 

U
字
状
 



11FSD1と11FSD3が交わっており、これらの溝がすべて同時期に存在していたわけではないこと

が確認できる。1時期に南北1本ずつの区画溝として存在していた可能性が高い。

9・10・11グリッドに存在する溝aに囲まれた区画内には、さらに細いL字型の溝等が多数存在す

る。敷地内のさらに細かい区画割りの可能性も考えられる。

b Ⅱ区13～15Dグリッドに位置する13DSD1と14DSD1である。2条の溝はつながり、一つのもの

と考えられる。13DSD1は底部にピットが列をなし、特徴的である。溝cと重複する。

c Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ区に位置する。Ⅱ区の14FSD1と90°向きを変えたⅢ区の92SD3、Ⅴ区のSD1・4～6

などが大きなコの字状に配列される。14FSD1は覆土が単層で、必要がなくなった時点で、埋められ

たと考えられる。14・15Dグリッドで、溝bと重複するが、新旧関係は不明である。

d ほぼ南北方向、Ⅰ・Ⅱ区に位置する。Ⅰ区の10DSD2・3・10ESD2・11DSD2・12DSD1・

12ESD1、Ⅱ区の13ESD1～3・14ESD1・2などである。この南北方向の溝dは、東西方向の溝a

と重複関係があり、溝dが新しい。溝dからは近世遺物が出土している。

溝からは遺物の出土が少なく、時期をはっきりさせることはできないが、溝aは中世に所属し、溝d

は近世遺物が出土するため、最も新しいということは確実である。

掘立柱建物（SB）

15棟の掘立柱建物が検出された。建物に伴う柱穴として確認できた以外に多くのピットが存在し、さ

らに多くの掘立柱建物が存在したと考えられる。建物跡は、Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ区の3か所に集中している。それ

ぞれ5棟の建物を検出した。建物は重複するものが多い。立会い調査部分のⅤ区にもピットが集中してい

るが、詳細な平・断面図などの記録がないため、

建物の検討を行うことができなかった。検出で

きた建物は、総柱建物は存在せず、長方形の側

柱建物のみ15棟である。側柱建物の規模は、

1× 2間 9棟、1× 1間 1棟、1× 3間 1棟、

1×4間1棟、2×2間2棟、2×3間1棟で、

面積は5.6m2から20.6m2まで幅があるが、全

体に小規模である。梁間1間の建物が主体で、

中でも梁間1間×桁行2間の面積10m2前後の

小規模なものが多数を占めている。梁間1間の

第Ⅳ章　遺　　　構
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第11図　梁間1間の掘立柱建物（想定図） 第12図　掘立柱建物と溝の構成
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想定される建物は、第11図のようになる。梁間2間の建物も3棟確認できるが、いずれも間柱の位置が

偏るという特徴がある。

主軸の方向によって5グループに分けられ、溝の方向と対応する（第12図）。いずれも時期の明確な出

土遺物はなく、また柱穴に重複を確認できないため新旧関係は不明である。しかし、対応する溝に重複が

あるため、ある程度の新旧関係は把握できたので、第Ⅶ章まとめで検討を加えた。

SB2・3・11・12・13・14（東偏9.2°～17.7°） －　溝a

SB4・5・8・15（東偏39°～51.2°） －　溝b

SB1・6・10（西偏14.6°～41.5°） －　溝c

SB7（西偏83.2°） －　溝d

SB9（西偏62°） －　溝不明

杭　　　列（SA）

溝と平行するため、区画内で何らかの役割をもつものと判断し、杭列とした。Ⅰ区に1条、Ⅱ区に3条、

合計4条の杭列を検出した。平行する溝と同時期と考えられる。確認できなかった掘立柱建物の一辺であ

る可能性があるものもある。

SA1（12E） 若干軸はずれるが、溝aとほぼ平行する。

SA2・3（13D） 13DSD1（溝b）に隣接し、平行である。

SA4（15・16F） 溝cとほぼ平行する。

井　　　戸（SE）

立会い調査部分の3基を含め、総数117基の井戸を検出した。中世の遺物が出土した井戸は52基、近

世の遺物が出土した井戸は6基である。基本的に出土遺物によって、井戸の時期を判断した。井戸は遺構

密度の高い部分に集中する傾向があり、建物に近接して設けられていたと考えられる。多くの井戸は井戸

側の痕跡の確認できない素掘り井戸である。井戸の大きさは第13図のように、径1m前後と深さ1m前

後のほぼ1：1に集中し、1：2または2：1の中におおよそおさまる。平面形は円形または楕円形がほ

とんどである。断面形は漏斗状のものが多いが、U字状・筒状のものもみられる。覆土の堆積状況は、水

平堆積が多く、3分の2まで水平堆積で、上3分の1がレンズ状堆積を示しているものも多い。深い穴を

そのままで放置することは現在でも考えられず、使用されなくなった井戸はすぐに全体が埋め戻されたか、

危険ではない部分までを埋め戻し、後は自然に埋まるのを待った結果と考えられる。

3 遺 構 各 説
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第13図　井戸の規格
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第14図　縦板組隅柱横桟どめ（［宇野1989］から転載）



県内の遺跡から検出される井戸は圧倒的に素掘りの井戸が多く、当遺跡でもほとんどの井戸が素掘りと

いう状況である。117基の井戸のうち、井戸側を検出できたものは1基のみ、可能性のあるものを含めても

2基という少なさである。希少さという点から井戸側をもつ立会いSE9は特殊な使われ方をしていた可

能性もあろう。

素掘りか井戸側をもつかは時期的推移よりもむしろ土質に関わるところが大きいことが隣接する富山県

の中世遺跡の状況から指摘されている［塩田2001］。

複数の建物や井戸が重複し、どの段階の建物にどの井戸が付属するのか判断が難しい。しかし、建物の

数に比して、井戸の数が非常に多いという状況は、建物1棟に1基以上の井戸が確実に存在したことを示

している。使用中の井戸に不具合が生じたら、井戸を補修するのではなく、新たに井戸を掘削した「使い

捨て」の状況がうかがえる。

井戸の構造が明確なものは少ないが、井戸底から径の大きな曲物側板片が井戸から出土しているものも

あり、径の大きな曲物は水溜に用いられたと考えられる。

立会い調査部分で、縦板組隅柱横桟どめ［宇野1989］の木組み井戸が1基検出されている（立会い

SE9）。板材を縦方向に組み、四隅に立てた柱を横桟で留めたものである（第14図）。立会い調査のため、

平・断面図等の詳細記録はないが、木組みは一辺0.6m、掘形は径1.4mの比較的小規模なものである。

縦板は厚い1枚ものと多数の薄い板を組み合わせたものがあり、転用材も用いられている。隅柱や横桟は

径5～10cm前後の角材や丸太材が用いられている。水溜と考えられる曲物側板も出土している。また、

木組みの痕跡はないが、9GSE2は長さ3.04m、幅2.5mの大きな規模を持ち、掘形を持った木組井戸で

あった可能性がある。井戸側は井戸廃棄時に撤去された可能性がある。

井戸出土遺物は最下層または上層から出土したものが多い。珠洲焼・土師器・青磁などの破片が多く、

井戸使用中または埋め戻し時のものと考えられる。井戸を埋める際には、現在でもお払いを行うなど何ら

かの祭祀が行われることが一般的である。中世にも祭祀が行われたと考えられ、その痕跡を遺構や遺物か

ら読み取る試みが行われている［北陸中世考古学研究会2001］。以下に特徴的な出土遺物についてまと

めた。廃棄に伴う祭祀と関連するものも存在する可能性がある。

・井戸底部から直径20cm前後の曲物が出土した井戸が4基ある（10ESE3・ 10FSE6・ 11FSE3・

15FSE5）。

・井戸底部から箸・漆器椀などの木製品がまとまって出土する井戸がある（11ESE10・92SE4）。92SE4

は最下層から多数の箸、黒色漆の漆器皿2点などの木製品が出土している。

・出土層位がはっきりしないが、渡来銭9枚がまとまって出土している（15FSE5）。渡来銭はすべて北宋

銭で、中世の井戸と考えられる。渡来銭1枚と釘が出土した例もある（92SE13）。

・9ESE3からは刀子が出土している。鉄製の利器は、経塚出土遺物にもみられ、呪術的な意味をもつも

のと解され、石川県などでも多くの例が報告されている［布尾2001］。利器ではないが、鍛冶に伴っ

た椀形鍛冶滓が出土した井戸が2例あった（11DSE4・12ESE1）。

・廃棄に伴う祭祀の可能性のあるものとしては、川原石の出土が14例ある（観察表参照）。川原石は遺跡

にもともと存在したものではなく、搬入されたものである。最下層から出土する例と上層から出土する

例がある。最下層から出土するものは、30cmを超える大きな川原石の割れたものが多い。明らかに被

熱し、真っ黒に吸炭したものも多くみられる。井戸から出土するほかの遺物にも吸炭したものがみられ

る場合がある。井戸内で、火が焚かれ、還元焼成されたために吸炭した可能性があるのではないか。近

第Ⅳ章　遺　　　構
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世の井戸にも存在するが、中世の井戸に多くみられる。また、上層から川原石が出土するものも5例み

られる。この場合は、比較的小さな川原石の場合が多く、また、被熱の痕跡もみられない。5例のうち

2例は近世の井戸である（9CSE2・9DSE2）。

・萱や葦と考えられる植物が下層から中層にかけて検出できた井戸が13例ある。梅または桃の種実が出

土した井戸もある。葦と種実が共に出土したのは92SE4の例である。これは「埋めて良し」に掛けた

現在まで残る井戸埋めの祭祀に伴うものの可能性がある［田辺2001］。

・近世の井戸11CSE2の底部には、結桶の側板を1枚ずつはずし、井戸底部に放射状に配置してあった

（図版55）。類例・用途は不明である。

土　　　坑（SK）

遺構密度の高い部分に集中する。重複するものが多い。平面形は円形・楕円形が多く、断面形は弧状・

箱状・台形状のものが多い。覆土に土器片などが含まれることもあり、多くは廃棄土坑と考えられる。近

世遺物が出土するものは少なく、多くは中世に所属すると考えられる。8CSK1は近世の土坑で、砥石・

連歯下駄などが出土した。

性格不明遺構（SX）

長さ2～3mの方形または長方形の平面形を呈し、深さ0.1m前後の性格不明遺構を検出した。Ⅰ区に

2基（10FSX1・2）、Ⅳ区に1基（92SX1）の合計3基である。92SX1は近世遺物が出土しているが、

10FSX1・2は所属時期不明である。

3 遺 構 各 説
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第Ⅴ章　遺　　　物

1 概　　　観

古代・中世・近世の遺物が出土した。木製品を除いて浅箱（54×34×10cm内法）に約49箱（整理終了

段階）の出土量である。出土遺物の種類は土器・陶磁器、土製品、石製品、金属製品、木製品があり、図

版はこの種類別に並べた。土器・陶磁器、木製品は時代別に分類し、それぞれ遺構出土を優先した。種別

ごとの説明を優先させたため、個々の詳しい説明は遺物観察表に譲る。

2 土　　　器

A 古　　　代（図面28、写真71）

破片数で34点の出土があった。杯類は少量で、甕の破片が多く、個体数は少ないと考えられる。古代

の土師器と判断できるものはなかった。古代は遺物量が少なく、集落等の縁辺部に当たっている可能性が

高い。遺構から古代の遺物が出土するものもあったが、後世の紛れ込みの可能性もあり、所属時期を明確

に判断できなかった。

1の須恵器の杯蓋はロクロの回転方向が右で、頂部のロクロケズリは広範囲に及ぶ。2は小泊産の小型

の須恵器有台杯である。3の須恵器無台杯は底部の切り離しが回転ヘラ切りで、口縁部が若干開き気味で

ある。須恵器の甕（4～6）は外面擬格子目叩きか平行叩き、内面は同心円の当て具の痕跡をもつ。4は小

泊産の可能性がある。

古代の須恵器についてはⅤ期（9世紀前半から中葉）［春日1999］と考えられる。

B 中　　　世（図面28～31、写真71～74）

国産土器・陶磁器の土師器皿・瀬戸美濃・珠洲焼・越前焼と中国産

陶磁器の青磁・白磁が出土した。浅箱に3箱である。全体的に出土量

は少ないが、珠洲焼が多数を占め、ついで、中国産陶磁器・土師器が

多く、瀬戸美濃焼と越前焼はごく少量である。

土 師 器 皿

土師器皿はすべて手づくね成形のものである。破片数では18点の

出土があり、個体数では13点である。このうち8点を実測した。器

形の復元できるものはすべて実測したが、量的に非常に少ない。14

～15世紀にかけてのものである。

土師器皿A類（29・57・58） 口径11～12cm、器高は2.5～

3cm前後である。体部が2段に横ナデされることによって、口縁が

開き、中位の体部内面が膨らむという特徴を持つ［水澤1995］。14
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第3表　中世土器・陶磁器の破片数

器　　種 破片点数

土師器皿 18

青磁碗 16

青磁皿 2

青磁盤または酒会壺蓋 1

白磁皿 1

瀬戸美濃天目 2

瀬戸美濃皿 2

珠洲片口鉢類 61

珠洲壺T種 28

珠洲壺R種 2

珠洲甕 26

越前擂鉢 5

越前壺または甕 5

合計数 169
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第15図　中世土器・陶磁器器種分類

29 44
22 10

63
54

51

62

59

60

52

49

64

65

14

23

38

30

73

13

12

41

56

48

77

79

土師器皿A類 土師器皿B類 土師器皿C類 土師器小皿 

青磁碗Ⅰ4

青磁碗Ⅱb

瀬戸美濃天目茶碗 

瀬戸美濃緑釉小皿 

青磁碗Ⅳ 

青磁碗DまたはE類 

青磁碗BⅢ類 

青磁皿Ⅲ 青磁盤？ 

白磁皿D類 

珠洲焼壺T種 

珠洲焼壺T種 

珠洲焼片口鉢類 
Ⅳ期 

Ⅴ期 

Ⅵ期 

越前焼擂鉢 

越前焼壺または甕 

珠洲焼甕 

0 20cm（土師器・陶磁器） 
（1:4） 

0 30cm（珠洲焼・越前焼） 
（1:6） 



世紀前半頃と考えられる。3点の出土があった。

土師器皿B類（35・44） 口径10.5cm、推定される器高は3.0cm前後である。底部は丸底で口縁部

は直に立ち上がる。14世紀前半頃と考えられる。2点の出土があった。

土師器皿C類（22） 口径18cm。口縁部を外反させ、端部を摘み上げる。15世紀後半、第2波の京

都系土師器である［水澤2005b］。1点のみの出土である。

土師器小皿（10・45） 口径9～10cm、器高は1～1.5cm前後である。体部の立ち上がり部分をつ

よくナデ調整する。14世紀前半頃と考えられる。2点出土した。

中国産陶磁器

青磁の碗・皿、白磁皿が出土した。破片数で20点の出土があった。ほぼ、個体数といってよい。内訳

は青磁碗16点、青磁皿2点、青磁の盤または酒会壺の蓋と考えられるもの1点、白磁皿1点である。分

類・編年は山本編年［山本2000・2005］を主に、上田編年［上田1982］等を参考にした。なお、中

国産陶磁器は、山本信夫氏に実見していただき、指導を受けた。ただし、見解を誤認した可能性もあり、

文責は担当者にある。

青磁碗（11・19・46・49・51・52・59～62） 中国産陶磁器の中で最も多い出土数があった。青磁

はすべて龍泉窯製品である。最も古いものは内面劃花文の59で、山本編年Ⅰ4類、12世紀中頃～13世

紀前葉頃に流通するものである。46・52・60は幅広の鎬蓮弁文で、山本編年Ⅱb類にあたり13世紀代

に流通する。11・19・51は口縁部端反碗で、山本編年Ⅳ類で14世紀後半から15世紀前半に流通する。

49は片切彫りの細い蓮弁文で、上田編年BⅢ類で15世紀後半に流通するものである。61・62は底部が

厚く内面見込みに印花文を施す。上田編年のDまたはE類で、14世紀後半から15世紀前半に流通する。

青磁皿（36・54・63） 54は山本編年のⅢ類で内面見込みに型押しの双魚文が貼付され、外面には鎬

蓮弁文が施される。36も山本編年Ⅲ類で、内面蓮弁文の皿である。Ⅲ類は13世紀後半から14世紀初頭

に流通する。63は器壁が厚く釉も非常に厚い優品である。大振りな盤か酒会壺の蓋の可能性も考えられ

る。14世紀後半から15世紀代の明代の青磁と考えられる。

白磁皿（64） 内湾する小型の高台付皿1点のみである。高温で焼成され釉は灰白色を呈し、胎土は磁

器質である。白磁皿D類とされ［森田1982］、14世紀後半から15世紀前半に流通したとされている。

新潟県内はもとより列島規模で流通し、遺跡から出土する場合は数量が多く、セットで購入されたと考え

られている。

瀬 戸 美 濃

4点の出土があり、天目茶碗と緑釉小皿を図化した。分類・編年は藤澤編年［藤澤1991・2005］に

よる。12の天目茶碗は浅めの碗で口縁部がわずかに外反する。釉薬の二度掛けである。古瀬戸後期様式

Ⅰの14世紀代後半のものである。41の天目茶碗は古瀬戸後期様式Ⅳ期新の15世紀後半のものである。

13は底部のみの破片であるが、緑釉小皿と考えられる。瀬戸美濃は合計4点の出土しかなく、土器・陶

磁器の食膳具の量比については、中国産陶磁器がはるかに多く、日本海側の状況を示しているといえよう。

珠　洲　焼

鉢・壺・甕が出土している。分類・編年は吉岡編年［吉岡1994］による。多くの珠洲焼は大安尚寿氏
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に実見していただき、指導を受けた。ただし、見解を誤

認した可能性もあり、文責は担当者にある。器種の確定

できた破片数は117点である。坂井遺跡で最も出土数

の多いものである。そのうち、片口鉢が61点（52％）、

壺T種が28点（24％）、壺R種が2点（2%）、甕が26

点（22％）で、片口鉢が半数以上を占めている。壺T種

と甕の体部破片については厳密に分類できていないもの

も若干あると思われる。

片口鉢類 卸し目をもつ口径35cm前後～25cm前

後のものと、口径20cmを割る小型のもの（32・33）がある。口縁部の形態等によって時期別に分類さ

れる。

Ⅳ期 口縁部が方頭で口端面がほぼ平坦になるもの（37・55・65等）と、やや外傾するもの

（66・67等）がある。

Ⅴ期 口縁部が三角頭で口端面が内傾するもの（16・28）。内傾する口端面に櫛描波状文が巡るも

のもある（14）。

Ⅵ期 口縁部が丸みをもった尖頭。胎土は砂気が多く、焼き締め不良のやや軟質な製品（23・71）。

片口鉢類の使用痕跡は内面が摩耗しているもの（72）が少なく、外底面周縁部が摩耗しているもの

（9・40・47・50）が多くみられた。擂鉢として使用されたというよりも、こね鉢として使われたものが

多かったと考えられる。24は破砕後、破面を砥石として使用している。55は内面に被熱の痕跡がみられ、

転用されたものと考えられる。松脂を燃やすヒデ鉢に転用された可能性もある。ほかにも被熱の痕跡をも

つものがあるが、廃棄後の被熱と考えられるものが多い。

壺T種 叩き成形の壺の口縁部は73・74がある。30の体部外面の叩きは装飾叩打文で珠洲大畠2号

窯のⅣ1期にみられるものである。Ⅳ・Ⅴ期のものが多い。48は割れ口断面に漆継ぎの痕跡がみられる。

壺R種 ロクロ成形の壺は2点出土しているが、小破片のため図示できなかった。

甕 口縁部は2点の出土があった（38・56）。38は円頭の直立口縁、56は短頸の「く」字口縁で両方

ともⅤ期に所属するものと考えられる。56は頸基部直下の体部に線刻「｜」がみられる。

越後の中世遺跡からは珠洲焼が数多く出土するが、年代的根拠として用いたいのは使用期間が比較的短

い片口鉢類である。甕・壺は使用期間が長く、伝世する場合があるため、遺構等の年代観を決定する時に

混乱しやすい。片口鉢類の時期別の個体数を未実測も含め算出した。時期のはっきりした片口鉢は32点

であった。Ⅳ期（1280～1370年代）23点、Ⅴ期（1380～1440年代）5点、Ⅵ期（1450～1470年代）4点

である。Ⅳ期が72％、Ⅴ期が16％、Ⅵ期が12％である。Ⅳ期は3小期に細分されているが、分類でき

るものが少なかったので細分しなかった。単純にみれば、Ⅳ期が最も多いということになるが、Ⅳ期は

100年間と時間幅が非常に長いため、直接的に判断はできない。しかし、Ⅴ期とⅥ期の時間幅に合わせ、

50年間として半分に割っても11.5点となり、割合は非常に高く、Ⅳ期に遺物量が最も多いと言える。

越　前　焼

破片数で擂鉢5点、壺または甕5点が出土した。壺または甕は個体数で3点ほどになる。擂鉢3点、壺

または甕1点を図化した。分類・編年は［田中・木村2005］を参考にした。77・78は擂鉢の口縁部で、
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第5表　珠洲焼片口鉢の時期別破片数

片口鉢類 
52％（61点） 

Ⅳ期 
72％（23点） 

Ⅴ期 
16％（5点） 

Ⅵ期 
12％ 

（4点） 

壺T種 
24％（28点） 

壺R種 
2％（2点） 

壺 
22％（26点） 

第4表　珠洲焼の器種割合



越前焼に特徴的な赤褐色を呈している。口縁上端が水平で内面口縁直下に沈線が巡り、擂目の施される間

隔が密であることから、16世紀後半頃に比定される。43は口縁部を欠いているが、擂目の間隔が広いこ

とから、15世紀代～16世紀前半頃に比定できるのではないか。79は壺または甕と考えられるものであ

る。体部外面はナデ、内面には特徴的な拳による圧痕が残っている。

C 近　　　世（図版31～33、写真74～76）

近世・近代の土器・陶磁器は浅箱に21箱と大量に出土している。92SX1にみられるような大規模なゴ

ミ穴から出土しているものが多くある。肥前系が圧倒的に多いが、瀬戸系陶磁器・越中瀬戸・会津本郷焼

なども確認できた。そのほか、産地不明の土器・陶磁器も多いが、地元で焼かれたものや、まだ、産地が

同定されていないものも存在すると考えられる。

時期的には、17世紀代の肥前系陶磁器が若干出土しているが、坂井遺跡の主体となる時期は18世紀、

特に後半から19世紀にかけての時期で、そのまま近現代まで継続している。なお、近世陶磁器について

は、渡邊ますみ氏に実見していただき、指導を受けた。ただし、見解を誤認した可能性もあり、文責は担

当者にある。編年観については、『九州陶磁の編年』［九州近世陶磁学会2000］によった。

肥前系磁器

碗（86・88～90・100） 碗は飯碗が主体である。86は外面に梅文様が描かれ、内面無文の18世紀

前半のものである。88は矢羽根文で18世紀末から19世紀初のものである。89・90は広東碗で、19世

紀前半のものである。89の外面には清朝風の素描き文様がみられる。

蓋付碗（87・104） 外面には花木文が全面に描かれる。碗・蓋とも口縁部内面には帯状の四方襷文が

巡る。18世紀後半のものである。

皿（83・91～93・95） 近世陶磁器の中で最も古いものは83の皿で、文様は不明だが、高台畳付の

幅を広く削り残す蛇の目高台で、17世紀半ば頃のものである。95は内面全面に牡丹文が描かれる18世

紀前半のものである。91～93は18世紀後半を主体とするものである。

鉢（96） 型押し成形による八角鉢である。18世紀後半以降外反する鉢が増加する。外面は八つに区

画した中を幾何学文によって埋め、内面見込みには巾着の意匠がある。漆継ぎの後、さらにガラス継ぎを

施した痕跡がある。

盃・猪口（97・98・99） 97・98は内面無文で、外面は染付けが描かれる。高台内に「渦 」銘が

ある。18世紀前半のものである。99は蛇の目凹形高台で、18世紀に現れるものである。

瓶（101～103） 101は細くて長い頸部をもつ鶴首瓶である。頸部から口縁部にかけてほとんど幅が

同じで、肩のラインが滑らかである。崩れた松竹梅の文様が描かれる。18世紀末から19世紀にかけての

ものである。103も鶴首瓶である。

肥前系陶器

碗・鉢（82・84・108） 白化粧土を用いた刷毛目文で、18世紀代のものである。

擂鉢（105） 口縁部は肥厚し、外反する。体部には内外面に格子目の叩きの痕跡が残っている。全面

鉄釉の18世紀前半頃のものである。

壺・甕（106・107） 106・107ともに叩き成形の17世紀前半頃のものである。106は内面に同心
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円、107は格子目の当て具の痕跡が残っている。106は外面に数条の沈線が施され、107は肩部に縄状

突帯が1条巡る。

瀬戸系陶器（94）

陶胎染付の皿である。18世紀後半から19世紀にかけてのものである。瀬戸系の出土数は少ない。

越 中 瀬 戸（109）

富山県立山町周辺で、瀬戸系の技術によって作られた施釉陶器である。16世紀末から現在まで、生産

が行われている。富山県を中心として日本海側に分布している。新潟県では近接する上越地方に多くの出

土例がある。越中瀬戸は数点の出土があったが、109を図示した。越中瀬戸の中でも多く出土する広口

の小壺である。18世紀から19世紀にかけてのものと考えられる。

会津本郷焼（85・269）

福島県の会津本郷焼は17世紀代から現在まで生産が行われており、18世紀頃から越後にも片口鉢など

が搬入されていることが新潟市正尺A遺跡などの例から明らかになりつつある［相羽2001・2006］。

85は92SX1から出土した片口鉢である1）。92SX1は近世のゴミ穴と考えられる。85は体部の丸い片口

鉢で、内面から体部上半に鉄釉がかかるが、口唇部は釉剥ぎされている。体部外面は細かなロクロケズリ

が施される。胎土には砂が多く含まれる。18世紀中葉頃のものと考えられる。外面の鉄釉の範囲が下が

るほど、時代が下る。第16図の269も会津本郷焼の製品で、砕石手と呼ばれる白磁の皿である。口径

96mm、底径46mm、器高22.5mmである。19世紀に会津本郷焼では、白磁の生産に着手したが、

1810年から1820年頃までは酸化炎焼成の不透明な灰白色

の半陶半磁器の製品しか作ることができなかった［石田・小

林2000］。これが269の皿で鉄絵が描かれ、硫化鉄が黒い

ブツブツとなって表面に出ている。もう1点の出土があり、

坂井遺跡からは2点出土している。製作時期が極めて短期間

なため、流通範囲は会津周辺に限られると考えられていたが、

近年、新発田城から確認され［田中1987］、今回、見附市

でも発見されたため阿賀野川を下り、かなり広範囲に流通し

ていた可能性が出てきた2）。

産地不明陶器

灯火具（80・113） 灯油を直接燃やすための容器で、受け皿が一体となったものを秉燭
ひょうそく

と呼ぶ。2点

とも秉燭である。江戸時代後半から明治初期にかけて陶製のものが多く作られた［小林2001］。

擂鉢（81・111） 81は全面鉄釉の擂鉢である。擂目は放射状に施される。111は内外面に薄い褐色

釉がかかる。
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1） 85の片口鉢が会津本郷焼であることは、相羽重徳氏からご教示いただいた。
2） 会津本郷焼の年代観・流通等については、会津若松市教育委員会の石田明夫氏からご教示いただいた。また、坂井遺跡に
明治・大正期の銅版転写による刷り絵の会津本郷焼の磁器が多く入っていることもご指摘いただいた。

第16図　会津本郷焼、砕石手の白磁皿

269

0 5cm（1：3） 



瓦　　　器

鉢（110・112） 112は火鉢である。口縁部内外面に帯状のススの痕跡が確認できる。110には火鉢

としての痕跡は確認できない。両者とも胎土は砂を多く混入したもので、白色粒子が確認できる。おそら

く、地元で生産されたものと考えられる。

3 土　製　品（図面33、写真76）

近世の土人形が6点出土した。このうち5点を実測した。江戸遺跡から多くの出土があるが、県内でも

上越市木田遺跡［北村2001］、新潟市江内遺跡［春日ほか1996］など近世遺跡からの出土例が知られる。

上越市高田城下鍋屋町遺跡［戸根1986］からは恵比寿大黒天の顔の鋳型が2点出土している。土人形は

粘土を採取し、小規模な窯で焼成することができるため、各地で製作されたものと考えられている［安芸

2001］。土人形には様々な種類があるが、坂井遺跡では、裃人形（114）1点、天神（116）2点、天神に

狐（115）1点、狛犬（117・118）2点で、合計6点の出土である。成形方法は二枚の型を合わせる型合

わせで、中が空洞になっている116（中空）と空洞でない114・115・117・118（中実）の2種類があ

る。型離れをよくするための雲母が残存しているものが多い。彩色の痕跡が残るものもある。胎土は精良

で、褐色を呈するものが多い。人形の大半は呪術や民間信仰と結びついているものとされている。坂井遺

跡では天神が多くみられ、天神信仰の盛んな地域性がうかがえる。

4 石　製　品（図面34・35、写真76・77）

石製品は硯・竿秤の錘？・碁石・石鉢・粉ひき臼・砥石・軽石製研磨具の7種類が出土している。

硯（119・120）

2点の硯が出土している。119・120は縁のしっかりした作りで、広域流通した高嶋産の硯である。専

門工人の製品は縁がていねいに作り出されている。119は小型の硯であるが、硯面に朱墨の痕跡がみら

れ、朱墨用の硯であると考えられる。

竿秤の錘？（121）

広域流通する肥後備水産の凝灰岩製の可能性がある。上面に貫通しない穿孔があり、金具等を取り付け

た痕跡が残る。錘球体を呈し、4面に面をもつ磨きあげたていねいな作りである。竿秤の錘の可能性があ

る。重量約52gである。

碁石（122）

灰色を呈し、白碁石と考えられる。

石鉢（123）

2点の出土があった。123は凝灰岩、図示しなかったものは安山岩製である。全国の中世遺跡から出土

がみられ、在地の粉ひき臼と同一石材が使われることが多い。1遺跡から多量に出土するものではなく、

1・2点程度の出土である。石鉢と粉ひき臼は同一工人によるものと考えている［小田1999］。県内で出

土する石鉢は内面に摩耗がみられることが多く、擂鉢的な使われ方をしているものが多い。123の残存
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部分では内面に磨耗がみられず、口唇部が磨り減っている。使用痕跡としては珍しいものである。底部内

面は被熱し、炭化物の付着がみられる。松脂を燃やすヒデ鉢的な使われ方をしていた可能性がある。

粉ひき臼（124～126）

上臼3点、下臼1点合計4点の出土があり、3点を図示した。粉ひき臼の使用は15世紀頃からと考えら

れる［小田1999］。124の上臼は全体に丸みをもち、上縁もわずかに丸みを帯び、くぼみは深く、傾斜が

緩やかである。下臼と接する磨面はわずかなふくみをもつ。125の上臼は全体のつくりが直線的で、上縁

は平坦、くぼみも浅い。加賀では15世紀から16世紀にかけての上臼の形態変化が示唆されている［垣内

1999］が、それによれば124は臼全体が丸みをもつ15世紀後半頃、125は直線的なつくりで16世紀以

降と考えられる。126の下臼は全体のつくりが丸みを帯びるため、124と同時期頃かと考えられる。

砥石（127～136）

数多くの砥石が出土している。遺物を伴う遺構出土以外は中世と近世以降を明確に分けることができな

いため、広域流通する石材、器形に特徴のあるものなどを抽出した。砥石には石材の質によって、荒砥

（砂岩）、中砥（凝灰岩など）、仕上げ砥（頁岩・泥岩）に分類される。金属製品の品質保持のため、弥生時代

以降の集落遺跡からは多少なりとも出土するものである［垣内1999］。このうち、仕上げ砥と一部の中

砥は、良質品が求められ、広域流通する製品であることが知られている。坂井遺跡から出土した砥石は

38点で、内訳は荒砥が4点、中砥が32点、仕上げ砥が2点である。仕上げ砥の127・128は山城の鳴

滝産である。129の中砥は沼田産、130の中砥は天草産の可能性がある。このほかの中砥と荒砥は地元

の凝灰岩・砂岩が用いられたと考えられる。136の大型の中砥は、近世の9DSE2から出土したものであ

るが、切り出した際の溝状の鋸目？が全体にみられるものがあり、特徴的である。ほかに3点がみられた。

近世の定型化した流通砥石の可能性がある。

使用痕跡をみると、仕上げ砥は平面的に使われ、刀剣・包丁や刀子などの刃物類に使われたと考えられ

る。中砥には平面的に使用されたものと湾曲しているものがある。湾曲しているものは鎌を研ぐために使

われたものであり、131・132などは鎌砥の可能性が高い。

軽石製研磨具（137）

3点の出土があり、うち1点を図化した。用途は不明であるが、研磨した面がみられる。

5 金 属 製 品（図面35、写真77）

金属製品は腐食して、遺跡に残るものは少ない。坂井遺跡では腐食をまぬがれたものは井戸出土のもの

が多く、水分によって酸化をまぬがれたものと考えられる。

刀子（138）

138は、先端が屈折しているが、ほぼ完形に近い刀子である。刃部の長さは124mm、幅は19mmで

ある。

水滴（142）

銅製の鍛造品である。X線撮影によって、銅付けで接ぎ合わせたものであることがわかった。3枚のX

線写真を観察すると、下面と側面に白い溶接部が確認できる。上面と4側面は1枚でつくり出され、側面

を折り返している。側面を溶接し箱状にした後、下面を溶接する工程がとられている。上面より下面がわ
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ずかに小さい。上面中央に径3mmの穿孔、隅1か所に2.5×1.5mmの注口部が設けられている。注口

部には管が埋め込まれている様子がX線写真からうかがえる。注ぎやすくしたものであろうか。上面に

は型打ちによる細かな梅花文が全面に散る。被熱の痕跡がある。硯箱に硯や墨・筆などとセットで納めら

れるものである。中世では瀬戸美濃の水滴がよく出土するが、金属製のものも伝世品として知られている

［小松2001］。この水滴は出土地点不明であるが、鎌倉期以降に流行する漆絵や鏡の文様・瀬戸美濃の印

花文などにみられる細かな型押しと共通する文様の可能性があ

り、中世のものと考えられる。1）

鍛冶滓（143～145）

3点の椀形鍛冶滓が出土している。143・145は井戸から出土

したものである。

6 銭　　　貨（図面36、写真77）

渡来銭の北宋銭14点［永井2002］、新寛永の文銭が2点、天保通寳が2点、新寛永が10数点出土し

ている。近世の銭貨は包含層や撹乱層から出土しているものが多い。

北宋銭（146～158）

146から154は15FSE5の覆土から9枚が一括出土したものである。初鋳年は960年から1111年ま

でである。おそらく、井戸を埋め戻す際の祭祀に伴うものと考えられる。155も92SE13上層から出土し

た。やはり、祭祀に伴うものの可能性がある。156～158は地山直上の包含層から出土したものである。
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第17図　水滴X線写真

底部から撮影 

下方斜めから撮影 

左斜めから撮影 

第18図　水滴展開模式図
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7 木　製　品（図面36～44、写真77～83）

木製品は井戸から出土しているものが多い。図版では、中世と近世を分けて掲載したが、説明は器種別

に中世を中心に行う。近世は特徴的なもののみにとどめる。

漆器椀（176・178・205・227）

漆器の名称は、内外面黒色は総黒色、内外面赤色は総赤色、内面赤色・外面黒色は内面赤色とする［四

柳2006］。

総黒色の椀（205・227）が2点出土している。器壁が薄く高台も細い。227は内面に赤色漆による文

様が描かれている。205は鎌倉漆器の影響を受けた内湾するものである。205の樹種はケヤキである。

14世紀代のものである。

176は総赤色で高台内のみ黒色の椀である。178は内面赤色の身の浅い椀である。外面に赤色で花弁

文が描かれる。176・178は太い高台が外側に張り出している。赤色漆が多用される16世紀代のもので

ある。189は柿渋が塗布されている椀である。高台幅が細いが、器壁が厚いため16世紀頃かと考えられ

る。廉価品である。176・178はブナ属、189はニレ属が用いられている。

中世の漆器椀・皿は横木取りがほとんどと考えられるが、遺物の劣化が著しく、柾目・板目の区別を判

断できるものは少なかった。

229と240は近世の井戸から出土したものである。229は内面赤色で外面には漆絵の痕跡がみられる

が、漆は剥落している。腰丸椀で、器壁は厚い。240は総赤色である。両者とも体部が丸く成形され、

器壁が厚く、高台も太い。両者とも樹種はブナ属である。18世紀頃のものと考えられる。

漆器皿（162・212・213）

総黒色の皿である。口径96mmと83mmのものがある。212・213は底部から体部にかけての立ち

上がり部分にわずかな段をもつ。樹種はクリ（162・212）とケヤキ（213）が使用されている。13世紀

後半から14世紀前半頃のものである。

箸（191～196、215～223）

2基の井戸から多くの箸が出土した。11ESE10からは7点、92SE4からは9点である。樹種はスギで

ある。片方が欠損しているものもある。何点かを抽出して実測した。完形のものは、上下両端が尖る両口

タイプで断面多角形のものがほとんどである。片側を欠いているものも多くはこのタイプと考えられる。

92SE4の222・223も両口タイプと考えられるが、厚さが薄く、断面は楕円に近く、形態が異なる。

刳物匙・杓子（170・183）

170は刳物匙で、身を卵形にし、上面を弧状に刳り抜いている。柄は短く、斜め上方を向いている。

成形の工具痕を明瞭に残している。樹種はシナノキである。183は板状の杓子で、ヒノキが使用されて

いる。縦約3分の1を欠いている。

円形曲物（164・177・181・197・199・228・268）

曲物とは、薄板を円筒形に曲げて、両端の重ね合せ部分を樺皮紐で綴じ合わせて側板とし、これに底板

を結合した容器の総称で、平面形は円形・楕円形・長方形などがある。

出土した曲物は円形で、径20cm前後の小型のものと径は復元できないが、おそらく40cmを超える
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大型のものがある。径20cm前後のものは、側板と底板が完全なものが3点、底板のみのものが2点合計

5点確認できた。これらの底板の結合方法［鶴巻1995］には以下のものがみられる。

A類 底板を側板の中にはめこみ、締めるだけで固定するもの（177・181）

B類 底板を側板の中にはめこみ、側板方向から打ち込んだ木釘で固定するもの（164・197・199）

側板の綴じ方は『木器集成図録』［奈良国立文化財研究所1985］にならった。

A類の177は側板が1列内側3段綴じ。181は内外面黒漆塗りで、1列内側3段綴じである。B類197は

底板のみであるが、側板側から打たれた木釘痕が3か所確認できる。199は外面に黒漆の痕跡が残ってい

る。側板の下部に箍
たが

をはめている。側板は1列内側4段綴じである。側板が残存したものはすべて多重で

あった。樹種はスギがほとんどであるが、199はスギまたはヒノキ科の可能性がある。県内の中世遺跡

では、A・B類が一般的にみられる［鶴巻1995］。

177・181・199はほぼ完形の小型の曲物であるが、すべて井戸からの出土で、特に177・199は井

戸底部から出土している。小型のため水溜としての機能をもつとは考えられず、廃棄または意図的に入れ

られたものと考えられる。意図的な埋め戻しの祭祀に伴った可能性もある。

228・268は立会SE9から出土した同一個体と考えられる側板で底板を欠いている。径40cmを超え

る井戸専用曲物［宇野1989］の可能性が高い。

折敷（161・172・173）

長方形の曲物の底板である。底板は隅を切り落とすものが多い。円形曲物とつくりは同じである。底板

の各辺に結合穴をいくつかあけ、樺皮で綴じる。中世段階では、側板は低めになり、盆的な使われ方をす

るものが多くなる。173の1辺の長さは267mmである。樹種はすべてスギであった。中世の井戸からの

み出土した。

下駄（165・175・187・230・244）

下駄は台と歯を別材にして で組み合わせる差歯下駄（165・175・187・230）と台と歯を一木から

つくる連歯下駄がある（244）。差歯下駄は露卯下駄（歯の結合部が台の表面にみえるもの）と陰卯下駄（結合

部が隠れているもの）に細分され、175・187は露卯下駄、230は陰卯下駄である。165は下方に広がる

「銀杏歯」の差歯である。

175は平面楕円形の露卯差歯下駄で、台部の断面形は半円形を呈する。前緒穴は円形、後緒穴は方形

を呈する。こうした形態のものは県内では13世紀後半から14世紀初頭の新潟市馬場屋敷遺跡下層［遠

藤1983］から出土している。また、石川県普正寺遺跡一次調査［岩瀬1996］でも14世紀後半から15

世紀代の類似した下駄が出土しており、中世のものと考えられる。230・244は近世陶磁器と共に井

戸・土坑から出土したもので、近世の所産と考えられる。187は中世から近世にかけてのものと考えら

れるが、台部後方を欠損しており、時期は不明である。樹種は165の差歯がスギ、そのほかはすべてモ

クレン属であった。

立会いSE9出土井戸側部材（257～268）

縦板組隅柱横桟どめの井戸側部材である。257～268は保存処理後に実測を行ったため、1～2割の縮

小がある。建築部材の転用材が多く使用されている。縦板は257のような厚いものも使用されているが、

258・259のような薄板がほとんどである。261・262は隅柱と考えられるが、262は角柱でこれも転

用材の可能性がある。263～266は横桟であるが、両端に横桟同士を組合せる相欠の加工が施される。

268は、井戸底部に水溜として設置された曲物と考えられる。底板をもたないため、井戸専用曲物の可
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能性が高い［宇野1989］。228は同一個体と考えられる。267も井戸側部材の可能性があり、両端に継

手加工のみられる板材で、上端は相欠継ぎ、下端は蟻継状の複雑なものである［黒崎1994］。
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第Ⅵ章　木製品の樹種

金原　　明（株式会社古環境研究所）

1 は じ め に

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定が

可能である。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推

定が可能であり、遺跡から出土したものについては、木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2 試　　　料

試料は、坂井遺跡より出土した、板材、柱根、曲物、漆器類、折敷、箸、杓子状木製品、下駄、差歯下

駄、指物などの木製品62点である。そのうち中世の木製品が59点で、近世の木製品が3点である。

3 方　　　法

試料は、あらかじめ作成された横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板目と同義）の

基本三断面を、生物顕微鏡によって40～1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本と

の対比によって行った。

4 結　　　果

結果を第6表に、主要な分類群の顕微鏡写真を第19～21図に示す。以下に同定の根拠となった特徴

を記す。

マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon マツ科　第19図

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成される針

葉樹材である。

横 断 面：早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質よりマツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属には、クロマツとアカマツがあ

り、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する。常緑高木であり、材は水湿によく耐え、広く用

いられる。

スギ Cryptomeria japonica D.Don スギ科　第19・20図

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横 断 面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。
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第6表　坂井遺跡における樹種同定結果

報告
No. グリッド 遺構 層位 器種 時代 結果（学名／和名）

161 9E 9ESE2 6層 折敷底板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

162 9F 9FSE3 4層 漆器皿 中世 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ

163 9F 9FSE3 4層 指物部材 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

164 9F 9FSE3 4層 曲物底板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

165 9G 9GSE2 7層 差歯下駄 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

168 10D 10DSE4 5層 板材（曲物側板か） 中世？ Cryptomeria japonica D.Don スギ

170 9E 9ESE3 8層 刳物匙 中世 Tilia japonica Simonkai シナノキ

171 9E 9ESE3 9層 円形板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

172 9E 9ESE3 10層 折敷底板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

173 9E 9ESE3 8層 折敷底板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

174 9E 9ESE3 7層 加工材 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

175 10E 10ESE1 5層 差歯下駄（露卯） 中世 Magnolia モクレン属

176 10E 10ESE3 6層 漆器椀 中世 Fagus ブナ属

177 10E 10ESE3 6層 曲物 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

177 10E 10ESE3 6層 曲物 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

178 10E 10ESE2 漆器碗 中世 Fagus ブナ属

179 10E 10ESE2 板材 中世 Chamaecyparis obtusa Endl. ヒノキ

180 10F 10FSE6 曲物側板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

181 10F 10FSE6 曲物 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

181 10F 10FSE6 曲物 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

183 11D 11DSE2 6層 杓子 中世 Chamaecyparis obtusa Endl. ヒノキ

185 11E 11ESE2 3層 曲物底板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

186 11E 11ESE2 3層 盆？ 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

187 11E 11ESK4 6層 差歯下駄（露卯） 中世 Magnolia モクレン属

189 11E 11ESE10 6層 挽物椀 中世 Ulmus ニレ属

190 11E 11ESE10 4層 円形板材（紡錘車？） 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

191 11E 11ESE10 5～6層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

192 11E 11ESE10 5～6層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

193 11E 11ESE10 5～6層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

194 11E 11ESE10 5～6層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

195 11E 11ESE10 5～6層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

196 11E 11ESE10 5～6層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

197 11F 11FSE1 曲物側板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

198 11F 11FSE1 不明 中世 Cornus? ミズキ属？

199 11F 11FSE3 5層 曲物 中世 Cryptomeria japonica D.Don-Cupressaceae スギ-ヒノキ科

199 11F 11FSE3 5層 曲物 中世 Cryptomeria japonica D.Don-Cupressaceae スギ-ヒノキ科

200 11F 11FSE3 板材 中世 Chamaecyparis obtusa Endl. ヒノキ

201 13F 13FSE2 6層 円形板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

202 13F 13FSE2 6層 加工材・部材 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

204 14F 14FSE6 7層 指物部材か 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

205 15E 15ESE1 7層 漆器椀 中世 Zelkova serrata Makino ケヤキ

209 15F 15FP34 指物部材か 中世 Chamaecyparis obtusa Endl. ヒノキ

210 16C・D 92SE1 4層 板材 中世 Chamaecyparis obtusa Endl. ヒノキ

211 16・17D 92SE2 不明 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

212 19D 92SE4 5層 漆器皿 中世 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ

213 19D 92SE4 5層 漆器皿 中世 Zelkova serrata Makino ケヤキ

214 19D 92SE4 5層 曲物底板の転用か 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

215 19D 92SE4 5層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

216 19D 92SE4 5層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

217 19D 92SE4 5層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

218 19D 92SE4 5層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

219 19D 92SE4 5層 箸 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

224 19D 92SE4 5層 板材 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

226 19・20E 92SE18 10層 槽？ 中世 Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属　

228 立会いSE9 底部 曲物側板 中世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

229 9C 9CSE2 漆器椀 近世 Fagus ブナ属

230 9C 9CSE2 差歯下駄（陰卯） 近世 Magnolia モクレン属

239 9D 9DSE1 底板 近世 Cryptomeria japonica D.Don スギ

240 9D 9DSE2 漆器椀 近世 Fagus ブナ属

250 11C 11CP19 柱根 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ

252 柱根 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ

253 11F 11FP4 柱根 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ



放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高木

で、高さ40m、径2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

スギ‐ヒノキ科 Cryptomeria japonica D.Don-Cupressaceae

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横 断 面：早材から晩材への移行はやや急で、樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は、やや小型であるが型及び1分野に存在する個数が不明瞭である。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりスギ‐ヒノキ科に同定される。スギ、ヒノキ科共に常緑高木である。なおヒノキ科には

ヒノキ、サワラ、アスナロ、ネズコなどがある。

ヒノキ Chamaecyparis obtusa Endl. ヒノキ科　第20図

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部の幅はきわめて狭い。樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、1～15細胞高である。

以上の形質よりヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。日

本特産の常緑高木で、通常高さ40m、径1.5mに達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭、耐朽、耐湿

性も高い。良材であり、建築など広く用いられる。

ブナ属 Fagus ブナ科　第20図

横 断 面：小型でやや角張った道管が、単独あるいは2～3個複合して密に散在する散孔材である。早

材から晩材にかけて、道管の径は緩やかに減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔および階段穿孔である。放射組織はほとんど平伏細胞からなるが、上下

端のみ方形細胞が見られる。

接線断面：放射組織はまれに上下端のみ方形細胞がみられるがほとんどが同性放射組織型で、単列のも

の、2～数列のもの、大型の広放射組織のものがある。

以上の形質よりブナ属に同定される。ブナ属には、ブナ、イヌブナがあり、北海道南部、本州、四国、

九州に分布する。落葉の高木で、通常高さ20～25m、径60～70cmぐらいであるが、大きいものは高

さ35m、径1.5m以上に達する。材は堅硬かつ緻密で靱性があるが保存性は低い。容器などに用いられる。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. ブナ科　第21図

横 断 面：年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状に

配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木

で、通常高さ20m、径40cmぐらいであるが、大きいものは高さ30m、径2mに達する。耐朽性が強く、

水湿によく耐え、保存性の極めて高い材である。現在では建築、家具、器具、土木、船舶、彫刻、薪炭、

椎茸ほだ木など広く用いられる。

第Ⅵ章　木製品の樹種
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ニレ属 Ulmus ニレ科

横 断 面：年輪のはじめに中型から大型の道管が1～2列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は

多数複合して花束状、接線状、斜線状に比較的規則的に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激

に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は同性で、すべ

て平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、1～6細胞幅ぐらいである。

以上の形質よりニレ属に同定される。ニレ属にはハルニレ、オヒョウなどがあり、北海道、本州、四国、

九州、沖縄に分布する落葉の高木である。材は器具、旋作、薪炭などに用いられる。

ケヤキ Zelkova serrata Makino ニレ科　第21図

横 断 面：年輪のはじめに大型の道管が1～2列配列する環孔材である。孔圏部外の小道管は多数複合

して円形、接線状ないし斜線状に配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞であるが、上下の縁辺部のものは方形細胞でしばしば大きくふくらんでいる。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、上下の縁辺部の細胞のなかには大きくふくらんでいるものが

ある。幅は1～7細胞幅である。

以上の形質よりケヤキに同定される。なお試料のうち、部分的にはケヤキの特徴を示すが、切片不良の

為、広範囲の観察が困難なものはケヤキ？とした。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、

通常高さ20～25m、径60～70cmぐらいであるが、大きいものは高さ50m、径3mに達する。材は強

靭で従曲性に富み、建築、家具、器具、船、土木などに用いられる。

モクレン属 Magnolia モクレン科　第21図

横断面：小型の道管が、単独あるいは放射方向に2～3個複合して多数散在する散孔材である。早材か

ら晩材にかけて、導管の径は緩やかに減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、道管相互の壁孔は階段状である。繊維状仮道管がしばしば薄い横隔

壁で仕切られている。放射組織はほとんどが平伏細胞からなるが、上下の縁辺部のみ直立細胞か方形細胞

が見られる。異性である。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、1～2細胞幅である。

以上の形質よりモクレン属に同定される。モクレン属にはホオノキ、コブシなどがあり、北海道、本州、

四国、九州に分布する、常緑または落葉の高木ないし低木である。材は、耐久性、保存性は高くないが、

加工が容易であり、建築、漆器木地、器具、下駄、下駄の歯、旋作、薪炭などに用いられる。

シナノキ Tilia japonica Simonkai シナノキ科

横 断 面：小型でやや角張った道管が、単独あるいは数個、主に放射方向に複合して散在する散孔材で

ある。晩材部において、その道管径を急に減じる。軸方向柔細胞が短接線状に配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は同性である。軸

方向柔細胞が多数見られる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で1～4細胞幅である。

以上の形質よりシナノキに同定される。シナノキは、北海道、本州、四国、九州、沖縄に分布する。落

葉の高木で、通常高さ20m、径60cmぐらいである。材は耐久性、保存性が低く、器具などに用いられる。

4 結　　　果
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ミズキ属？ Cornus? ウコギ科

横 断 面：小型で丸い道管が、ほぼ単独でややまばらに散在する散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔であるが、階段の数は不明である。放射組織は異

性である。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型で、1～4細胞幅ぐらいで紡錘形を呈する。

以上の形質よりミズキ属の内のクマノミズキに類似するが、本試料は不明瞭な点が多い為、ミズキ属？

とした。ミズキ属には、ミズキ、クマノミズキ、タカネミズキなどがあり、北海道、本州、四国、九州に

分布する。落葉の高木または低木である。材は建築、器具、彫刻、旋作、薪炭などに用いられる。

5 所　　　見

坂井遺跡出土の木製品について樹種の同定を行った。中世の木製品59点は、マツ属複維管束亜属1点、

スギ37点、スギ－ヒノキ科2点、ヒノキ5点、ブナ属2点、クリ5点、ニレ属1点、ケヤキ2点、モクレ

ン属2点、シナノキ1点、ミズキ属？1点であった。スギが最も多く、曲物、箸、板材、折敷、指物、下

駄の歯など幅広く使用される。スギ－ヒノキ科は曲物に、ヒノキは板材、杓子などに使用される。スギ、

ヒノキ、ヒノキ科は大きな材の取れる良材である。マツ属複維管束亜属は槽？に使用され、ブナ属は漆器

に、クリは柱根、漆器などに、ニレ属は挽物椀に、ケヤキは漆器に、モクレン属は下駄に、シナノキは刳

物匙に使用されていた。近世の木製品3点中、漆器2点はブナ属、下駄1点はモクレン属であった。

スギは多雨ないし積雪地帯に多く、ヒノキ、ヒノキ科、マツ属複維管束亜属の針葉樹、ブナ属、クリ、

ニレ属、ケヤキ、モクレン属、シナノキ、ミズキ属の広葉樹は温帯に広く分布する。本遺跡出土の木材の

樹種はスギが極めて多く、積雪量が多くスギ林が主要な森林である遺跡周辺地域の植生に即した木材利用

と考えられる。
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5 所　　　見
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第19図　坂井遺跡の木材（1）

１．No.226　槽？　マツ属複維管束亜属 

３．No.204　指物部材か　スギ 

２．No.180　曲物側板　スギ 

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面 
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第20図　坂井遺跡の木材（2）

４．No.214　曲物底板の転用か　スギ 

６．No.178　漆器椀　ブナ属 

５．No.210　板材　ヒノキ 

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.2mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面 
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第21図　坂井遺跡の木材（3）

７．No.253　柱根　クリ 

９．No.187　差歯下駄（露卯）　モクレン属 

８．No.213　漆器皿　ケヤキ 

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面 

 



第Ⅶ章　ま　と　め

1 土器・陶磁器・漆器

坂井遺跡は中世から近世にかけて長期間にわたって継続した集落遺跡であるが、中世の遺物はそれほど

多くはない。城館などを除けば遺物量が少ないという越後の中世遺跡の特徴を現しているといえる。一括

遺物も第22図のように少ないが、一括遺物を軸に土器・陶磁器・漆器の変遷を示したい。遺物の年代観

の根拠については第Ⅴ章に示したので、本章では省略した。

変　遷　案（第23図）

13世紀末～14世紀前半の様相

坂井遺跡が集落として機能し始めた時期と考えられる。珠洲焼片口鉢類のⅣ1期のもの（66）が確認で

きる。92SK4では珠洲焼Ⅳ期の片口鉢類底部（47）、13世紀代の片切彫の青磁鎬蓮弁文碗（46）と手づ

くね土師器小皿（45）が共伴している。手づくね土師器A類（29）は口径11～12cm、器高2.5～3cm

で体部が二段に横ナデされ、新潟市馬場屋敷下層遺跡出土土師器と同時期と考えられる。馬場屋敷下層資

料は紀年銘木簡を伴い、1300年前後の基準資料とされている［水澤2005a・b］。手づくねの土師器皿

B類（35）は口径10.5cm、器高3.5cm前後（残存高2.6cm）で、A類よりも若干口径が小さくなり、器高

が高くなると考えられる。A類より新しい傾向を示す14世紀中葉頃のものと考えられる。鎬蓮弁文や双

魚文の青磁碗・皿と漆器椀・皿がこの時期の食膳具として認められる。これに先行する中国産陶磁器の内

面劃花文の碗（59）は伝世品であろう。92SE4出土の総黒色の漆器小皿（213）と共伴した珠洲焼片口鉢

（39）は口縁部を欠いているが、卸し目は口縁部まで上がらず、14世紀前半の特徴をもつ。高台の低い総

黒色の漆器椀（205・227）もこの時期のものであろう。

14世紀後半～15世紀前半の様相

珠洲焼Ⅴ期の片口鉢（14・16）が多数出土している。中国産陶磁器の青磁端反碗（11・51）や白磁皿

（64）が伴うものである。この時期の遺物量が最も多い。
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第22図　遺構一括土器・陶磁器・漆器
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第23図　坂井遺跡における土器・陶磁器の変遷
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15世紀後半の様相

11ESE5に良好な一括遺物がある。珠洲焼Ⅵ期の片口鉢（23）と京都系第2波の手づくね土師器（22）

が共伴している。15世紀第3四半期頃と考えられる。擂目の間隔が広い越前焼の擂鉢（43）や細い蓮弁

文の青磁碗（49）がこの時期に伴う。

16世紀

16世紀後半の越前焼の擂鉢（77）が出土している。食膳具としては、漆器椀（176・178）が出土して

いる。内面赤色（178）と総赤色（176）で、高台が高めで外に張り出す。全体に遺物量は少ない。

17世紀前半

この時期も遺物量が非常に少ない。図示したものがほぼすべてである。肥前系の陶磁器が若干出土した

のみである。唐津の叩き成形の壺・甕（106・107）と蛇の目高台の磁器皿（83）が出土している。

18世紀前半

遺物量が若干増加する。

18世紀後半～19世紀

多量の遺物が出土した。肥前系の陶磁器が主体であるが、瀬戸系の陶胎染付や会津本郷焼（85）・越中

瀬戸などの他地域の陶磁器が含まれる。また、殖産興業による地元で焼成された陶磁器も存在すると考え

られる。

遺物の分布（第24図）

古代は、破片数は少ないが遺跡全体に分布する。古代における遺跡の中心部は付近に存在し、調査地点

は縁辺部にあたると判断した。中世では遺構の分布とほぼ重なる。近世も遺構の分布とほぼ重なるが、

Ⅰ・Ⅱ区に集中する。Ⅴ区からはほとんど出土しなかった。中世から近世にかけての16～18世紀前半

の遺物の少ない時期に集落は別地点に移動していたと考えられる。

2 遺構の変遷と性格

遺構の分布は、密集する部分と希薄な部分が明瞭に分かれ、Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ区に遺構が集中する。濃密な部

分は井戸・ピット・土坑・溝が重複し、数世代にわたって集落が営まれたことが明らかである。第Ⅲ章で

整理したように、溝は区画溝と判断され、区画溝と掘立柱建物の主軸方向によってa～dの大きく4群に

分類される。遺構の重複は激しいが、直接的な切り合い関係がはっきりしているものはほとんどない。し

かし、井戸は建物に接して設けられる傾向［水澤1993］から判断して、下限年代の明確な井戸の分布と

溝・建物の関係を検討すると、大きく4段階に区分される遺構の変遷が確認できた。中世3期、近世1期で

ある。中世は珠洲焼片口鉢類を主体に年代を判断した。珠洲焼Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ期の3段階である（第25～28図）。

Ⅳ期（1280～1370年代） 掘立柱建物6棟（SB2・3・11～14）－東偏9.2～17.7度

Ⅴ期（1380～1440年代） 掘立柱建物4棟（SB4・5・8・15）－東偏39～51.2度

Ⅵ期（1450～1470年代） 掘立柱建物3棟（SB1・6・10）－西偏14.6～41.5度

近世（詳細な時期不明） 掘立柱建物1棟（SB7）－西偏83.2

Ⅳ期は約100年間と長期間のため、おそらくⅣ期の中でも2～3時期の重複があると考えられる。Ⅵ

期は30年間と短期間であり、ほぼ1時期の遺構と想定した。第25図に時期別の遺構分布を示したが、
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第24図　土器・陶磁器出土分布図
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Ⅵ期を基準に考えると、1時期に存在していた建物の密集するⅠ・Ⅱ・Ⅳ区であっても、それぞれ1～2

棟と非常に少ないものとなる。

中世の坂井遺跡は周囲の低湿地を水田として生業を営んでいた農村であると考えられる。1戸は溝に

よって区画された広い敷地をもつ小規模な1～2棟の建物が単位で、これらが集まって村を構成している

と考えられる。区画溝の残存状況がわるいため、1戸区画の面積は明確ではないが、建物の分布状況から

みてかなりの広さをもつものと考えられる。建物以外の空間地は畑地として利用されたものであろう。こ

うした家が散在する中世の集落形態は「散村」とよばれる［坂井1999］。

掘立柱建物の規模は非常に小さく、1間×2間の建物が多数を占める。また、長期間にわたって、同一

地点に建替を繰り返している。面積は最大のもので20.6m2を測るが、10m2前後のものが最も多い。作

業小屋的なものと考えるにしても、近接する井戸からは生活用品が出土するため、やはり居住のための建

物と思われる。かなり零細な村であったのだろう。掘立柱建物はすべて側柱建物で、総柱建物は検出でき

なかった。この時期の集落では側柱と総柱の建物が共存することが多いが［高野2004］、坂井遺跡に総

柱建物がみられないことは、階層差によるものと考えられる。

117基にも上った井戸は遺物を含まないものが多いが、下限年代の遺物によって時期を確認していく

と1棟の建物に1～数基の井戸が付属する状況がある。これは落盤などの理由のほかにも、必要によって

新しい井戸を掘削し、古い井戸を埋め戻していった結果と考えられる。1棟の建物が存在した間に、何基

もの井戸が掘削され、埋め戻されたということであろう。検出できた掘立柱建物は15棟で、確認できな

かった建物が多かったことを考慮しても、建物の数に対して井戸の数が非常に多いという状況はこうした

理由によるものと考えられる。

越後の集落における律令期の井戸の数は比較的少なく、集落共同の井戸として使用されていたと考えら

れるが、中世になって、1戸単位の井戸の使用が行われるようになったため中世集落には井戸が多数検出

されるのであろう。また、遺跡の立地も関係しているものと考えられる。

近世段階では、区画溝と軸を一にする掘立柱建物跡はSB7、1棟しか検出できなかった。しかし、この

時期の井戸が多数検出され、遺物も多量に出土していることから、近世においても村は存在し、ほかの建

物などが存在したと考えられる。掘立柱建物だけでなく、礎石建ち建物もこの時期に存在した可能性が考

えられよう。

平野部に位置する中世集落としては、13～15世紀の上越市今池遺跡・樋田遺跡・水久保遺跡などがあ

る（第29図）。今池遺跡は溝によって区画された中に3群に分かれる建物の集中地点がある。掘立柱建物は

総柱建物と側柱建物が混在しているが、3間×3間、2間×3間の小型のものが多く［坂井ほか1984］、「零

細農民の村」の典型とされている［坂井1999］。樋田遺跡は平野の微高地上を溝によって分割した13・

14世紀を中心とした集落である。60m四方の溝に区切られるいくつかの区画に分けられている。中世の

掘立柱建物の多くが溝の方向を意識して建てられている。建物は側柱建物が多いが、総柱建物も存在する。

建物は集中する傾向が認められ、面積20m2を割る小規模な建物も多くみられる［水澤1993・1999］。

水久保遺跡は14・15世紀が中心で、溝によって区画された村と考えられる。建物は3群に分かれ、2間×

3間または、梁間1間の建物が多く、20～30m2の面積のものもあるが、10m2前後のものが主体である。

これらと14・15世紀を中心とする坂井遺跡の集落状況はよく類似しており、小規模な掘立柱建物が

溝によって区画された広い敷地内に存在するという平野部における13～15世紀の農村部の散村のあり

かたを示していえるといえよう。

第Ⅶ章　ま　と　め

43



B

C

D

E

F

G

10 15 20

B

C

D

E

F

G

10 15 20

B

C

D

E

F

G

10 15 20

SB11

SB12 SB13

SB14

SB2

SB3

SB15

SB8

SB5

SB4

SB1 SB6
SB10

珠洲焼Ⅳ期 

珠洲焼Ⅴ期 

珠洲焼Ⅵ期 0 50m（1:1,000） 

2 遺構の変遷と性格

44

第25図　遺構の変遷案（1）
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第26図　遺構の変遷案（2）
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4 木製品の樹種選択
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第29図　13～15世紀の散村
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第7表　遺跡別土器・陶磁器の組成

遺　跡　名
種　　類 坂井遺跡 水久保遺跡

日
　
常
　
品

食
膳
具

青磁碗・皿 18 13
白磁碗・皿・杯 1 13
瀬戸美濃碗・皿 2 22

その他
小　　計 21（12.3%） 48（16.4%）

貯
蔵
具

珠洲焼壺・甕 56 132
越前焼壺・甕 5 9
在地産壺・甕
小　　計 61（35.7%） 141（48.3%）

調
理
具

珠洲焼片口鉢類 61 46
越前焼擂鉢 5 4
小　　計 66（38.6%） 50（17.1%）

特
　
殊
　
品

青白磁梅瓶
青白磁合子蓋
青磁盤？ 1
中国天目

瀬戸美濃天目 2 5
瀬戸美濃瓶・香炉

瓦質土器 1
土師器 18 47
その他 2
小　　計 23（13.4%） 53（18.2%）

合　　計 171 292

今池遺跡 大武遺跡 番場遺跡

2 3 16
1 2 6

3 9
3 4

3（5.8%） 11（10.1%） 35（27.7%）
11 27 12

2 1
11（21.1%） 29（26.6%） 13（10.3%）

22 48 52
1

22（42.3%） 48（44.0%） 53（42.1%）
1
4

4
7 8 4

3

9 8 10
2 2

16（30.8%） 21（19.3%） 25（19.8%）
52 109 126



3 他遺跡との土器・陶磁器の比較

坂井遺跡とほぼ同時期のいくつかの遺跡について、土器・陶磁器の器種組成等について比較を行った

（第7表）。第2節で遺跡の性格が類似していることを指摘した上越市今池遺跡・水久保遺跡、ほかに長岡

市大武遺跡、出雲崎町番場遺跡の4遺跡を比較した。大武遺跡は13～15世紀を中心とした集落の縁辺

部にあたり、水田跡や井戸・土坑などが検出されている。番場遺跡も13～15世紀頃の遺跡で、有力農

民の屋敷とされ、最大規模の建物は5間×4間で面積約95m2を測る。

遺物の計測方法は坂井・水久保遺跡は出土破片数、今池・番場遺跡は実測個体数、大武遺跡は個体識別

法による。なお大武・番場遺跡の数値は大武遺跡の報告書の数値を用いた［春日ほか2000］。調査面積・

計測方法などは異なるが、組成割合を主に、おおよその傾向をつかむためには支障にはならないと考えら

れる。珠洲焼の貯蔵具・調理具が約半数を占め、共通する。日本海ルートによって越後に大量に運ばれた

珠洲焼があまねく行き渡っていたことがわかる。差が現れるのは食膳具の質と量であろう。有力農民の屋

敷とされる番場遺跡は食膳具の割合が3割近くを占め、農村部の村である他遺跡の5.8～16.4％を大き

く上回っている。また、特殊品の質と量が大きく異なっている。番場遺跡では青白磁の梅瓶や合子、その

他に含まれる緑釉盤、古瀬戸の水注・四耳壺などの高級品が多数出土している。食膳具の中で中国産陶磁

器が占める割合も高い。番場遺跡に比べ、他遺跡は高級品がほとんど出土しない。出土遺物に階層差がは

っきりと現れているといえよう。

この時期日本海側では中国産陶磁器が多数もたらされ、国内唯一の施釉陶器である瀬戸美濃は少ない傾

向にある。各遺跡においてもその傾向が顕著である。しかし、瀬戸美濃の天目茶碗は各遺跡にみられ、必

需品であったことがわかる。喫茶の風習が広まっていたと考えられる。越後では天目茶碗は14世紀後半

から広く流通するようになるが、中国産の天目茶碗は瀬戸美濃の1割程度の出土しかなく、国人領主の居

館や有力者の屋敷などに限られている［水澤2005c］。

4 木製品の樹種選択

近年報告された長岡市大武遺跡［春日ほか2000］、上越市仲田遺跡［加藤ほか2003］、紫雲寺町住吉遺跡

［高橋保ほか2006］などでは、木製品の樹種同定が行われ、中世木製品の樹種選択についての傾向がつか

めつつある。坂井遺跡でも樹種同定を行ったので、上記報告書の結果と合わせつつ検討してみたい。おお

よそ器種によって適した樹種選択が行われているため、器種別に検討する。

漆器椀・皿 越後においては、12世紀後半に食膳具が漆器に完全転換されるという指摘がある［坂井

1990b］。上越市仲田遺跡では12・13世紀の漆器はすべてケヤキ、15世紀の漆器にはブナ属やトチノ

キが使用され、時期的な変化が示唆されている。13世紀を中心とする紫雲寺町住吉遺跡ではケヤキが卓

越し、スギなどが若干認められる。ケヤキは高級品に用いられるという指摘があり［四柳1997・2006］、

長岡市大武遺跡では14・15世紀の漆器はブナ属が卓越し、ケヤキが少ないことからケヤキは高級品に、

ブナ・トチノキなどは普及品に用いられ、遺跡の階層性と関連している可能性があるとされた［春日ほか

2000］。また、中世後半から漆器の樹種選択がブナ・トチノキ・ハンノキなどに多様化するという指摘

もある［中井2001］。
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坂井遺跡では、同定数量は少ないが、以下のような結果が出た。14世紀代のものはケヤキが主に使わ

れ、クリが1点のみ入っている。16世紀代になるとブナ・ニレ属が使用され、近世のものはブナ属のみ

であった。

以上の結果から、中世越後においては、14世紀まで漆器にはケヤキが多用される傾向にあり、15世紀

頃以降、高級品はケヤキ、普及品にはブナ・トチノキ・ニレ・スギなど多種類の樹種が利用されるように

なったと考えられよう。

曲物類・折敷 側板・底板ともにほとんどスギであった。199の曲物はスギまたはヒノキ科の可能性

が示されている。199は側板に箍をはめるもので、ヒノキ科の可能性を示されたものはこの1点のみであ

る。ヒノキは本州（福島県以南）、四国、九州、屋久島などに分布するとされ［島地・伊東1982］、新潟県

も北限に近いが、生育していると考えられる。スギと同様な製品に用いられることが多い。県内で出土す

る場合も多く、スギと異なる材の使われ方をしている場合、搬入品の可能性があることが指摘されている。

具体的な器種としては扇の骨、曲物などが指摘されている［春日ほか2000］。坂井遺跡では指物の部材と

考えられる板材にヒノキが使用され、199は搬入品の可能性も考えられる。

下駄 同定できた4点のうち、3点がモクレン属であった。1点はスギである。所属時期は、中世がモ

クレン属1点、スギ1点、近世はモクレン属1点、時代不明がモクレン属1点である。長岡市大武遺跡で

は出土した差歯下駄6点はすべてモクレン属であった。上越市仲田遺跡では点数が少ないが、クスノキが

同定されている。能登で樹種同定が行われた下駄にはアスナロ・ホオノキ・スギ・ケヤキ、16世紀にはキ

リが目立つようである［四柳・下村1996］。新潟市馬場屋敷下層遺跡では、多数の下駄と型板、ノコギリ、

錐、刀子、砥石などが出土し、下駄が生産されていたという指摘がある［田村1996、四柳・下村1996］。

中世における下駄の生産は、特定の遺跡が行っていた可能性があり［春日ほか2000］、周辺の集落等に頒

布されていたと考えられる。原料材は地元で生育する木材が調達されていたために、地域によって樹種が

異なるのであろう。坂井遺跡・大武遺跡の結果から、中世の中越地方ではモクレン属が多用された可能性

がある。

柱根 同定を行ったものは少ないが、同定できた3点はすべてクリ材であった。

5 坂井遺跡の性格

平野の微高地上に存在する坂井遺跡は、13世紀末頃から集落が営まれ、15世紀後半まで継続する。集

落は溝によって区画された敷地の中に、1間×2間ほどの小規模な掘立柱建物1～2棟と広い空間地によ

る家が集合する「散村」である。生業は畑作と周囲に広がる低湿地を利用した水田経営によるものと考え

られる。建物規模や遺物から比較的零細な集落であったと考えられる。

14・15世紀代の出土遺物は珠洲焼の貯蔵具・調理具、漆器と中国産陶磁器の食膳具によって構成され、

越後の一般的な集落遺跡における構成と考えられる。しかし、出土遺物は中国産陶磁器の食膳具の種類、

大振りな盤または酒会壺の可能性のある器壁の厚い青磁や銅製の水滴など一般集落にはみられない威信財

的なものが含まれている。また、竿秤の錘や鳴滝産の仕上げ砥石なども希少なものといえる。これらはご

く付近に居館が存在した可能性を示しているものではないだろうか。越後においては中世後期、15世紀

に堀と土塁によって防御される居館が現れる。居館は平野の微高地と河岸段丘に築かれるものの二つに大

きく分けられ、平野の微高地に築かれる居館は、村落の中の「村」自体から現れてくるものとしてとらえ

5 坂井遺跡の性格
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られている［水澤1993］。坂井遺跡の周辺に集落から現れた居館が存在した可能性があるのではないだ

ろうか。坂井遺跡の小字にも「下屋敷」が存在し、昭和60年作成の地籍集成図によれば、このほか「腰

巻」、「馬場野」の小字が確認でき、その可能性があるといえる。

また、坂井遺跡の南約500mに坂井砦跡が存在した。坂井砦は近世初頭の慶長5年（1600）に新発田

藩主溝口氏によって築かれ、上杉遺民一揆による三条城攻撃に際し援護したが、元和4年（1618）に廃城

となったという伝承がある。しかし、圃場整備事業に伴う平成11年の発掘調査の結果、推定地からは古

代の遺跡が確認され、中近世の遺構・遺物は検出されなかった（見附市　平成18年度報告書刊行予定）。所

在地が明確ではなくなった坂井砦も周辺の地形が低湿地であることから、坂井遺跡がのる微高地上に存在

する可能性が考えられる。

16～18世紀前半は遺構も明確ではなく、遺物量も非常に少ない。越後では16世紀代の集落が発見さ

れることが少なく、16世紀以降の集落は現在の集落と重複することが多いとされている［坂井1990a］。

坂井遺跡でも16～18世紀前半には、遺構・遺物が少なく、集落の本体が移動している可能性がある。

その後、18世紀後半に再び集落が営まれるようになったと考えられる。

第Ⅶ章　ま　と　め
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第30図　坂井遺跡調査地点と周辺の小字名
〔原図　昭和60年見附市地籍集成図　見附市役所〕
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要　　　約

1 坂井遺跡は新潟県見附市坂井町字下屋敷3744、字三十刈2833、字中江1033ほかに所在する。沖

積平野の微高地に位置し、標高約13～14mを測る。現況は集落内の住宅地であった。

2 調査は一般国道8号見附バイパスの建設に伴い、平成3・4年度に実施した。二次調査面積は合計約

7,650m2である。

3 古代・中世・近世の遺物が出土したが、主体となるのは中世13世紀末～15世紀、近世18世紀後半

～19世紀で、広範囲に及ぶ中近世の集落が発見された。古代は9世紀前半～中葉頃の須恵器が出土し

ているが、遺構は明確ではない。

4 中世の土器・陶磁器は国産の土師器皿・瀬戸美濃・珠洲焼・越前焼と中国産の青磁・白磁が出土して

いる。

5 検出された遺構は中世から近世にかけての掘立柱建物15棟、井戸117基、土坑、溝、杭列、ピット

等である。

6 中世の集落は溝によって大きく区画され、建物は溝の方位を意識して建てられている。建物には主軸

方位によって3期に分けられる。区画内には同時期に1～2棟の小規模な掘立柱建物と広い空間地が存

在した。空間地は畑地として活用され、集落が存在する微高地の周囲に広がる低湿地が水田として耕作

されていたのであろう。13～15世紀の農村部の「散村」形態を現しているものと考えられる。

7 近世は肥前系陶磁器が主体であるが、17～18世紀前半が少量、18世紀後半～19世紀代が多量に出

土している。18世紀後半以降は肥前系陶磁器のみでなく、瀬戸系、越中瀬戸、会津本郷焼などの様々

な産地の陶磁器がみられる。近世の遺構にも掘立柱建物1棟と井戸・土坑・溝がある。遺物の量に比し

て建物の数が少ないため、掘立柱建物だけではなく、礎石建ち建物も存在した可能性がある。

8 中世の坂井遺跡は、農村部の「散村」であったと考えられるが、出土遺物の中に若干の威信財的なも

のが含まれ、「下屋敷」、「腰巻」、「馬場野」などの小字が確認できるため、15世紀頃、付近に居館が存

在した可能性がある。
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掘立柱建物（SB）
（ ）内推定または残存値

SB1

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

10・11F 1 2 5.8 3.6 側柱 20.6 
SB2・4
10FSE1・3・4・6柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

10F P46 不整形 40 36 82.2 備考

10F P8 円形 28 28 60.0 

11F P78 不整形 40 30 43.2 

11F P74 楕円形 40 36 74.5 

10F P30 楕円形 54 42 68.0 

主軸方向

西偏14.6°

10FP46―10FP8 3.40 

10FP8―11FP78 2.42 

11FP78―11FP74 3.56 

11FP74―10FP30 5.82 

10FP30―10FP46 3.56 

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

10・11F 1 2 6.6 2.7 側柱 東偏17.7° 17.3 
SB1・4
10FSE3・6柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

10F P37 円形 22 21 43.5 10FP37―10FP7 2.78 備考

10F P7 円形 24 24 41.3 10FP7―11FP82 3.86 

11F P82 楕円形 30 24 42.4 11FP82―11FP61 2.64 

11F P61 円形 32 30 44.3 11FP61―10FP33 6.40 

10F P33 楕円形 62 56 25.3 10FP33―10FP37 2.64 

SB2

SB3

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

10・11F，10G 1 2 4.7 2.4 側柱 東偏10.6° 11.0 
SB4
10FSE7・8柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

10G P9 不整形 28 24 50.0 10GP9―10GP10 1.54 備考

10G P10 楕円形 32 28 69.0 10GP10―10GP2 3.28 

10G P2 円形 20 18 47.8 10GP2―10FP23 2.40 

10F P23 不整形 44 （38） 27.4 10FP23―10FP57 4.20 

10F P57 円形 24 24 57.7 10FP57―10GP9 2.42 

SB4

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

10・11F 1 2 3.8 2.4 側柱 東偏43.5° 9.2 
SB41・2・3
10FSE2・8柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

10F P47 円形 28 28 50.0 10FP47―10FP17 3.86 備考

10F P17 円形 26 25 54.0 10FP17―11FP86 2.40 

11F P86 円形 21 20 44.0 11FP86―10FP11 1.64 

10F P11 楕円形 36 29 43.5 10FP11―10FP43 2.18 

10F P43 楕円形 34 28 40.0 10FP43―10FP47 2.36 

SB5

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

11E，11・12F 1 2 3.0 2.4 側柱 東偏51.2° 6.8
11FSD5

柱穴 形状 長径
（cm）

短径
（cm）

深さ
（cm）

柱　穴　間　隔
（m）

11F P8 円形 26 25 28.8 11FP8―11FP35 3.08 備考

11F P35 楕円形 24 20 38.0 11FP35―11FP20 2.22 

11F P20 円形 22 22 27.6 11FP20―11EP12 3.06 

11E P12 方形 20 18 27.5 11EP12―11FP8 2.46 

SB6

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

14F 2 2 4.5 2.5 側柱 西偏21° 10.9
14FSE3～5

柱穴 形状 長径
（cm）

短径
（cm）

深さ
（cm） 柱　穴　間　隔 （m）

14F P88 円形 34 32 58.2 14FP88―14FP40 2.77 備考

14F P40 方形 19 18 68.0 14FP40―14FP45 1.80 14FP88 椀形滓

14F P45 円形 47 44 61.0 14FP45―14FP23 2.40 

14F P23 方形 38 34 50.0 14FP23―14FP30 1.78 

14F P12 円形 32 32 67.0 ― ―

14F P87 （円形） （30） （29） 36.5 14FP87―14FP88 0.70 
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SB7

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

14・15F 1 2 3.6 2.3 側柱 西偏83.2 8.1
SB8
14FSE2柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

14F P20 円形 23 21 37.0 14FP20―14FP41 2.27 備考

14F P41 楕円形 38 28 39.8 14FP41―14FP44 1.31 

14F P44 方形 22 22 28.5 14FP44―14FP47 2.18 

14F P47 方形 28 25 31.1 14FP47―14FP35 1.48 

14F P35 円形 25 23 40.0 14FP35―15FP21 2.24 

15F P21 円形 30 28 22.0 15FP21―14FP20 2.12 

SB8

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

14E，14・15F 1 2 4.8 2.4 側柱 東偏42° 11.1 SB7
14ESE1
14FSE2柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

14F P17 円形 31 30 29.0 14FP17―14FP26 1.64 備考

14F P26 円形 35 31 36.0 14FP26―15FP37 3.16 14FP17 珠洲壺

15F P37 円形 27 26 37.2 15FP37―15FP24 2.44 

15F P24 楕円形 41 30 37.0 15FP24―14FP8 2.96 

14F P8 円形 21 20 36.0 ― ―

SB9

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

14F 1 2 3.6 2.1 側柱 西偏62° 7.5 SB10
14FSE6
14FSK73柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

14F P74 円形 39 34 61.3 14FP74―14FP53 3.58 備考

14F P53 楕円形 36 30 60.9 14FP53―14FP51 2.50 

14F P51 円形 28 26 46.2 14FP51―14FP61 2.14 

14F P61 楕円形 34 24 62.0 14FP61―14FP70 1.45 

14F P70 円形 28 28 42.0 14FP70―14FP74 2.13 

SB10

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

14・15F，14G 1 3 5.2 2.0 側柱 西偏41.5° 10.4 SB9
14FSE7・8
14FSK73柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

14G P11 楕円形 54 38 48.5 14GP11―14GP6 1.96 備考

14G P6 方形 27 25 41.1 14GP6―14FP69 1.92 

14F P69 円形 31 30 50.1 14FP69―15FP53 1.28 

15F P53 円形 26 26 40.1 15FP53―14FP56 2.00 

14F P56 楕円形 27 23 41.0 14FP56―14FP54 1.42 

14F P54 楕円形 33 29 34.5 14FP54―14FP67 1.66 

14F P67 円形 27 25 37.0 14FP67―14FP90 1.90 

14F P90 楕円形 26 22 39.0 14FP90―14GP11 1.89 

SB11

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

19C，19D 2 3 6.0 3.1 側柱 東偏11.5° 17.7 92SE21
92SK26～29
92SK25を切る柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

92P200 円形 38 34 42.0 P200―P159 1.81 備考

92P159 円形 26 23 53.0 P159―P117 4.20 

92P117 長方形 38 30 51.5 P117―P153 2.14 

92P153 円形 27 24 14.0 P153―P154 1.06 

92P154 方形 34 30 47.0 P154―P162 2.54 

92P162 円形 30 26 49.5 P162―P164 1.09 

92P164 楕円形 29 24 43.5 P164―P148 1.91 

92P148 円形 40 38 47.5 P148―P147 0.52 

92P147 楕円形 32 27 32.0 P147―P200 2.44 
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SB12

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

18・19D 2 2 5.1 3.0 側柱 東偏9.2° 14.7
SB13
92SE7・8柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

92P93 長方形 29 24 28.0 P93―P40 2.39 備考

92P40 円形 26 24 37.0 P40―P88 2.70 

92P88 円形 22 24 43.0 P88―P75 1.64 

92P75 円形 27 24 27.0 P75―P65 1.16 

92P65 不整形 42 30 44.0 P65―P125 3.14 

92P125 不整形 52 38 30.5 P125―P29 1.86 

92P29 円形 32 32 38.5 P29―P93 3.00 

SB13

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

18・19D 2 2 5.1 3.0 側柱 東偏9.2° 14.7
SB13
92SE7・8柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

92P93 長方形 29 24 28.0 P93―P40 2.39 備考

92P40 円形 26 24 37.0 P40―P88 2.70 

92P88 円形 22 24 43.0 P88―P75 1.64 

92P75 円形 27 24 27.0 P75―P65 1.16 

92P65 不整形 42 30 44.0 P65―P125 3.14 

92P125 不整形 52 38 30.5 P125―P29 1.86 

92P29 円形 32 32 38.5 P29―P93 3.00 

SB14

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

18・19D 2 2 5.1 3.0 側柱 東偏9.2° 14.7
SB13
92SE7・8柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

92P93 長方形 29 24 28.0 P93―P40 2.39 備考

92P40 円形 26 24 37.0 P40―P88 2.70 

92P88 円形 22 24 43.0 P88―P75 1.64 

92P75 円形 27 24 27.0 P75―P65 1.16 

92P65 不整形 42 30 44.0 P65―P125 3.14 

SB15

グリッド 梁間（間） 桁行（間） 長さ（m） 幅（m） 構造 主軸方向 面積（m2） 重複関係（Pは除く）

18D，18・19E 1 2 4.0 2.1 側柱 東偏39° 8.2
92SE17
92SK13・14・19柱穴 形状 長径

（cm）
短径

（cm）
深さ

（cm）
柱　穴　間　隔

（m）

92P92 方形 36 33 42.0 P92―P106 2.16 備考

92P106 円形 28 24 39.0 P106―P127 1.68 

92P127 円形 41 38 39.5 P127―P98 2.11 

92P98 不整形 50 32 42.5 P98―P50 2.60 

92P50 円形 28 26 76.5 P50―P91 1.38 

92P91 楕円形 56 48 50.0 P91―P92 2.07 

溝（SD）

遺構No. 図面 写真 グリッド 平面形 断面形 覆土 分類 幅
（m）

深さ
（m） 時期 出土遺物 重複関係

9ESD1 4 9E15・20・25
10E1・6・11・16 ― 弧状 レンズ状 a 0.78 0.16 中世 珠洲焼・須恵器

9FSD1 4 9F10・15・20・25 ― 弧状 レンズ状 a 1.02 0.16 

92SD4 19 64 16D13・14・19・
20・25 17D16・21 ― （弧状） レンズ状 ― （0.87） 0.30 

92SD5 20 65 19D14・15・19・24
19E4 ― 弧状 レンズ状 a 0.51 0.07 

92SD6 20 65 20D1 ― 弧状 レンズ状 ― 0.31 0.09 

9FSD2 2 9F12・13・17～19 ― 弧状 ― ― 0.72 0.10 中世 珠洲焼 9FSD1と同一遺構

11FSD1 4 48 11F2・7・12・17 ― 弧状 レンズ状 a 0.56 0.20 9FSD1と同一遺構

14FSD1 12 59

13F10・15
14F6・11・12・16・
17・22・23
14G2・3・8

― 椀状 単層 a 0.48 0.25 

92SD1 19 64 16C21～25 ― 弧状 単層 c 0.48 0.05 

92SD2 19 64 16D1～3 ― 弧状 レンズ状 ― 0.53 0.15 

92SD3 19 64

16C25
16D3～5・7・8
17C21～23
17D1～3

― 弧状 単層 c 1.31 0.12 
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井戸（SE）

遺構No.
図
面 写真 グリッド 平面形 断面形 構造 覆土 長さ

（m）
深さ
（m）

時期（珠
洲焼編年） 出土遺物 重複関係幅

（m）

8FSE1 4 48 8F14 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.16 1.12 1.16 中世
（Ⅳ2） 珠洲鉢（7）

9CSE1 4 49 9C22・23,
9D2・3 方形 箱状 素掘り 水平 1.66 1.42 1.26 中世

（Ⅳ1） 珠洲鉢（8・9）

9CSE2 2 8C15・20
9C11・16 不整形 ― 素掘り ― 2.60 2.06 0.84 近世

肥前鉢（82）漆器椀（229）
下駄（230）桶（233）木製
品（231・232・234・235）

9DSE1 2 9D18・
22・23 不整形 ― 素掘り ― 1.10 0.91 1.95 近世 木製品（236～39）

上層川原石（被熱なし）

9DSE2 4 49 9D24 （楕円
形） （箱状） 素掘り 水平 （1.10） （1.20） 0.68 近世

灯火具（80）擂鉢（81）砥石
（136）漆器椀（240）木製品（241）、
上層小さな川原石（被熱なし）

9ESE1 5 49 9E19・20・
24・25 円形 椀状 素掘り 水平 1.92 1.60 1.02 中世 杭・板

1層、川原石2～3点（破砕） ＞9EP13

9ESE2 5 49 9E18・19・
23・24 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.40 1.34 1.26 中世 折敷（161）

9ESE3 5 46・
49

9E22・23
9F3 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.18 1.16 1.15 中世 刀子（138）杓子（170）折敷（172・

173）円形板（171）杭？（174）

9FSE1 5 49・50 9F7・8 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.08 0.91 1.14 中世？ 薄板

9FSE2 5 50 9F10 円形 漏斗状 素掘り 水平＋
レンズ状 1.21 1.14 0.96 中世 珠洲甕？1点、杭 ＞9FSD1・

9FP13・10FSX2

9FSE3 5 50 9F17・22 円形 漏斗状 素掘り 水平 0.90 0.90 1.10 中世
漆器皿（162）木製品
（163・164） 炭化板、丸木
材、4層挙大の川原石5～6点

9FSE4 5 50 8F5,9F1 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.56 1.39 1.38 

9GSE1 5 50 9F23・24,
9G3・4 円形 漏斗状 素掘り 水平 0.86 0.81 0.97 ＞9GSE2

9GSE2 6 51 9F24・25,
9G4・5 長方形 箱状 木組？ 水平 3.04 2.50 1.08 中世 土師器皿（10）石製錘？（121）

砥石（127）下駄（165）
＜9GSE1・
9GSD1と重複

10DSE1 6 51 10D13 円形 漏斗状 素掘り ブロック
状 0.94 0.76 1.04 

10DSE2 6 51 10D13・18 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.03 0.89 1.16 

10DSE4 6 51 10D19・20 円形 筒状 素掘り 水平 0.78 0.69 0.95 中世 曲物側板片（166～169）

10DSE5 6 51 10D16・
17・21・22 ― ― ? ブロック

状 1.32 0.58 0.69 

10ESE1 6 51 10E15・20
11E11・16 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.32 1.26 1.26 中世 下駄（175）珠洲鉢1点

角材

10ESE2 6 51 10E25
11E21 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.12 1.10 1.26 中世 青磁碗（11）漆器皿（178）

板（179）

10ESE3 6 52 10E18・
19・23・24 円形 漏斗状 素掘り

（水溜） レンズ状 1.54 1.52 1.23 中世 砥石（133）漆器椀（176）
曲物（177）、杭、板

10ESD4と重
複

10ESE4 6 52 10E5 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.00 0.78 1.28 中世 瀬戸美濃天目（12）

10ESE5 7 52 10E3・8 円形 台形状 素掘り 水平 1.30 1.26 1.56 中世 珠洲甕1点

10ESE6 7 52 10E17・18 円形 台形状 素掘り レンズ状 1.00 0.92 0.80 10ESD6・7と重複

10ESE7 7 52 10E2・3 円形 台形状 素掘り 水平 0.78 0.74 0.88 10DSE1と重複

10FSE1 7 52 10F10・15 楕円形 漏斗状 素掘り 水平 0.98 0.78 1.10 SB1・2と重複

10FSE2 7 53 10F19・20 円形 U字状 素掘り ブロック状 1.06 0.76 0.99 SB4と重複

10FSE3 7 53 10F9・10 円形 台形状 素掘り ブロック
状 （1.52） 1.38 1.30 近世 肥前皿（83）青磁碗（62）

曲物側板（242）
SB1・2と重
複

10FSE4 7 53 10F13 方形 筒状 素掘り 水平 0.74 0.66 1.06 SB1と重複

10FSE5 7 53 10F12・
13・17・18 円形 漏斗状 素掘り 水平＋

レンズ状 1.38 1.30 1.30 中世
（Ⅴ）

珠洲鉢（14）
金属製品（140）

10FSE6 7 53 10F14 円形 U字状 素掘り
（水溜）

ブロック
状 0.98 （0.76） 1.17 中世

（Ⅴ）
珠洲鉢（15・16）珠洲甕（17）金属製
品（139）曲物（181）曲物側板片（180）

SB1・2と重
複

10FSE7 7 53・54 10F24 円形 台形状 素掘り 水平 0.92 0.84 1.20 SB3と重複

10FSE8 8 54 10F24・25 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.12 1.02 1.09 SB3・4と重複

10FSE9 8 54 10F7 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.00 0.95 1.02 砥石1点、板
下層川原石（破砕）

10FSX1と重
複

10FSE10 8 54 9F20・25
10F16・21 円形 弧状 素掘り レンズ状 1.44 1.39 1.22 中世

（Ⅴ）
珠洲壺（20）
包含層9F5と接合

9FSD1・
10FSD5と重複

10GSE1 8 54 10G10・15
11G6・11 楕円形 漏斗状 素掘り 水平 （0.94） 0.78 0.89 ＜10GSE4・

11DSD1～4と重複

10GSE2 8 54 10G9・14 楕円形 漏斗状 素掘り 水平 1.24 1.08 1.00 

10GSE3 8 54 10G3・7・8 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.18 1.05 1.10 中世（Ⅴ） 珠洲鉢（18）板（182）

10GSE4 8 10G15 ― ― 素掘り 水平 （0.42） （0.76） 1.09 ＞10GSE1

11BSE1 11B24・25 円形 ― 素掘り ― 0.70 0.67 1.08 11CSD2と重複

11CSE1 11C18・23 円形 ― 素掘り ― 0.69 0.63 0.95 

11CSE2 8 55 11C16 楕円形 箱状 素掘り 水平 1.00 0.80 0.66 

11DSE1 8 11D4 円形 U字状 素掘り 水平 1.00 0.84 1.04 

11DSE2 8 55 11D17・22 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.06 0.83 1.16 中世（Ⅵ） 珠洲甕または壺（21） 杓子（183）

11DSE3 8 55 11D18・23 円形 U字状 素掘り 水平 0.74 0.73 1.02 

11DSE4 9 55 11D22・23 楕円形 漏斗状 素掘り 水平 1.08 0.77 1.00 中世 椀形鍛冶滓（143）板（184）

11ESE1 9 55 11E3・8 円形 筒状 素掘り 水平 0.98 0.94 1.13 
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遺構No.
図
面 写真 グリッド 平面形 断面形 構造 覆土 長さ

（m）
幅

（m）
深さ
（m）

時期（珠
洲焼編年） 出土遺物 重複関係

11ESE2 9 55 11E8 円形 漏斗状 素掘り 水平 （1.00） 0.88 1.12 中世 曲物底板（185）盆？（186） ＜11EP15

11ESE3 9 55 11E24 円形 筒状 素掘り ― 1.12 1.10 1.35 近世 近世陶磁器

11ESE5 2 58 11E17・18 円形 ― 素掘り ― ― ― ― 中世
（Ⅵ）

土師器皿（22）珠洲鉢（23）
下層川原石1点（破砕） ＞11ESK4

11ESE6 9 55 11E14・15 楕円形 U字状 素掘り 水平 1.06 0.72 1.48 

11ESE7 9 56 11E7 円形 漏斗状 素掘り 水平 0.90 0.88 1.12 

11ESE8 9 56 11E1・6 円形 U字状 素掘り ブロック状 0.96 （0.78） 1.13 ＜11EP40・11ESD3と重複

11ESE9 9 56 11E7 円形 U字状 素掘り 水平 0.83 0.76 1.06 白木椀？丸木
上層川原石（被熱なし） ＞11EP27

11ESE10 9 56 10E10・15
11E11 楕円形 漏斗状 素掘り 水平 1.83 1.48 1.08 中世 柿渋椀（189）箸（191～

196）円形板（190） ＜11ESK20

11FSE1 10 56 11E21
11F1 楕円形 漏斗状 素掘り ブロック

状 0.94 0.73 （0.88） 中世 曲物底板（197）
木製品（198）

11FSE2 10 56 11E22・23
11F2・3 円形 筒状 素掘り 水平＋

レンズ状 0.94 0.85 1.33 中世
（Ⅳ） 珠洲鉢（24）

11FSE3 10 57 11F1・2・
6・7 円形 漏斗状 素掘り 水平＋

レンズ状 1.36 1.26 1.27 中世
（Ⅳ）

珠洲鉢（25）曲物（199）
板（200）

12CSE1 10 57 12C12・17 円形 漏斗状 素掘り 水平 0.75 0.71 0.85 

12ESE1 10 57 11E10・15,
12E6・11 円形 筒状 素掘り 水平 （0.98） 0.95 1.11 中世？ 椀形鍛冶滓（145） ＜12ESK1

13DSE1 15 59 13D12・13 円形 漏斗状 素掘り ブロック状 1.42 1.31 1.17 中世 石臼（124）

13DSE2 15 60 13D3・8 ― 台形状 素掘り ブロック状 1.17 （1.02） 0.96 

13DSE3 15 60 13D8・16 円形 台形状 素掘り 水平 0.74 0.62 0.76 

13ESE1 15 13E25
14E21 円形 筒状 素掘り ― 1.09 0.90 1.33 近世

近世陶磁器、木製品、桶側
板？（243）、吸炭した川原
石（破砕）10点

13ESE2 15 13E19 円形 台形状 素掘り 水平 1.18 1.18 1.20 中世？ 木製品

13ESE4 15 13E18・23 円形 筒状 素掘り ― 0.80 0.76 1.36 中世（Ⅵ） 珠洲鉢（26）珠洲甕（27） 13ESD6と重複

13FSE1 15 60 13F2・3 円形 筒状 素掘り 水平 1.08 0.93 1.14 

13FSE2 15 60 13F8・9 楕円形 U字状 素掘り 水平 1.32 0.98 1.23 木製品（201・202）
建築用部材（203）

13FSE3 15 60 13F19・
20・24・25 不整形 漏斗状 素掘り ブロック

状 2.19 1.18 （1.14） 近世 肥前碗（84）

14DSE1 16 60 14D11・12 楕円形 U字状 素掘り ― 0.94 1.30 1.20 13DSD1と重複

14DSE2 16 60 14D16・
17・21・22 円形 台形状 素掘り ブロック

状 1.70 1.58 0.96 中世
（Ⅴ） 珠洲鉢（28）

14ESE1 16 61 14E24・25 円形 箱状 素掘り ― 0.77 0.62 0.90 中世 土師器皿（29）

14FSE1 16 61 14F2・3 楕円形 ― 素掘り 水平 1.01 0.84 （0.62） 須恵器甕 SB8と重複

14FSE2 16 61 14F5 円形 箱状 素掘り レンズ状 0.75 0.72 0.54 中世 土師器皿（手づくね） SB8と重複

14FSE3 16 61 14F8 円形 U字状 素掘り ― 0.80 0.78 1.18 SB6と重複

14FSE4 16 61 14F6・7 円形 U字状 素掘り 水平 0.85 0.80 1.30 SB6と重複

14FSE5 16 61 14F7・8・
12・13 円形 箱状 素掘り レンズ状 1.66 1.41 0.94 SB6と重複

14FSE6 16 61 14F18 円形 筒状? 素掘り 水平 0.77 0.73 0.92 中世 板（204） SB9と重複

14FSE7 16 61 14F20・25 円形 筒状 素掘り 水平 0.72 0.62 0.90 中世
（Ⅳ）

珠洲壺（30）
吸炭した川原石大1点 SB10と重複

14FSE8 17 62 14F24 円形 U字状 素掘り 水平 0.84 0.82 0.96 中世
（Ⅲ又はⅣ）

珠洲鉢（31）
吸炭した川原石（破砕） SB10と重複

15ESE1 17 62 15E21
15F1 円形 台形状 素掘り 水平 0.90 （0.88） 0.96 中世

（Ⅴ）
漆器椀（205）
珠洲鉢（32・33） ＞15EP2

15ESE2 17 62 15E22
15F2 円形 台形状 素掘り 水平 1.28 1.12 1.04 砥石

15ESE3 17 62 15E11・
12・17 円形 ― 素掘り 水平 1.53 1.30 （1.08） ＜15EP1

15FSE1 17 62 15F16・
21・22 円形 ― 素掘り 水平 1.18 0.94 1.41 中世

（Ⅴ又はⅥ） 珠洲鉢（32・33）板材？

15FSE2 17 62 15E24・25
15F4・5 円形 箱状 素掘り 水平 1.13 1.00 0.83 

15FSE3 12
15E23
15F2・3・
8

不整形 ― 素掘り ― （2.76） 1.81 0.77 中世
（Ⅳ） 珠洲鉢（34） 15FSE5と重複

＜15FSE4

15FSE4 12 62 15F2・7・
8・12・13 楕円形 ― 素掘り ― 3.00 （2.24） ― 近世 須恵器杯蓋（1）曲物片

（206～208）近世陶磁器 ＞15FSE3

15FSE5 12 15E23・24
15F3・4 ― ― 素掘り ― ― ― ― 中世 土師器皿（35）

銭貨（146～154） 15FSE3と重複

15FSE6 17 63 15F13 長方形 U字状 素掘り 水平 1.02 0.70 0.94 

15FSE7 18 63 15F9・10・
14・15 楕円形 筒状 素掘り 水平＋

レンズ状 1.02 0.82 1.10 ＞15FP64

15FSE9 18 63 15F24・25 円形 筒状 素掘り 水平 0.77 0.74 1.14 

15FSE10 18 63 15F11・16 円形 漏斗状 素掘り 水平 0.80 0.70 0.94 

15FSE11 18 63 15F8・9 円形 筒状 素掘り 水平 1.24 1.08 1.22 中世 青磁皿（36）珠洲鉢（37） ＞15FP75

16GSE1 18 63 16F22・23
16G2・3 方形 筒状 素掘り 水平 1.26 1.10 1.32 
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遺構No.
図
面 写真 グリッド 平面形 断面形 構造 覆土 長さ

（m）
幅

（m）
深さ
（m）

時期（珠
洲焼編年） 出土遺物 重複関係

92SE1 19 64 16C25
16D5 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.10 0.89 0.62 中世

（Ⅴ）
珠洲甕（38）板（210）漆器
皿、くるみの種 ＜92SD3

92SE2 19 64 16D5・10
17D1・6 円形 筒状 素掘り 水平 0.84 0.83 1.45 中世 木製品（211）桃の種、

珠洲鉢、須恵器甕 ＜92SD3

92SE3 22 65 19D21
19E1 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.00 0.98 1.26 中世 杭

92SE4 22 65 19D18・
19・23・24 円形 筒状 素掘り 水平 1.00 0.91 1.61 中世

（Ⅳ）

珠洲鉢（39・40）漆器皿
（212・213）箸（215～
223）木製品（214・224）

SB13と重複

92SE5 22 65 19D6・7 円形 漏斗状 素掘り 水平 1.24 1.20 （2.38） 中世 板

92SE6 23 66 20D11・16 円形 漏斗状 素掘り 水平 0.88 0.86 （0.97）

92SE7 23 66 18D20・25
19D16・21 不整形 台形状 素掘り ブロック

状 1.20 1.12 1.14 最下層吸炭した扁平な川原石
（破砕） SB12と重複

92SE8 23 66 19D12・17 円形 筒状 素掘り ― 0.98 0.91 2.38 中世
（Ⅴ）

瀬戸美濃天目（41）珠洲甕
または壺（42）越前鉢（43）
スサの上層川原石（破砕）

92SE9 23 66 19D20 円形 U字状 素掘り 水平 0.82 0.80 0.76 ＜92SE10・SK8

92SE10 23 66 19D20・25 不整形 ― 素掘り 水平 1.28 （0.95） 1.00 中世 青磁碗 ＜92SE9
＞92SK8

92SE11 23 66 19D14・15 方形 漏斗状 素掘り ブロック状 1.04 1.09 1.44 ＞92SD5・P2

92SE12 23 66 19D9・10 不整形 漏斗状 素掘り 水平 1.78 1.08 1.33 中世 砥石（130）木製品 ＞92SD5

92SE13 24 67 19D23・24
19E3・4 円形 筒状 素掘り 水平 1.25 1.01 1.45 中世 釘（141）銭貨（155）

珠洲壺
SB14と重複
＞92SD5

92SE14 24 67 19D24・25 楕円形 漏斗状 素掘り 水平＋
ブロック状 1.80 1.50 1.54 中世 曲物側板片（225） SB14と重複

＞92SD5

92SE15 24 67 19D21・22 楕円形 台形状 素掘り ブロック
状 1.30 1.18 1.34 中世 粉ひき臼、曲物側板片、板、

桃の種

92SE16 24 67 20D22・23 円形 漏斗状 素掘り レンズ状 1.38 1.20 1.20 

92SE17 24 67 18D24・25
18E4・5 円形 筒状 素掘り 水平 0.98 0.89 1.13 SB15と重複

＞92SK14

92SE18 25 68 19E5・10
20E1・6 楕円形 漏斗状 素掘り 水平 1.78 1.30 1.24 中世 槽？（226）

92SE19 25 68 18E4・9 円形 U字状 素掘り 水平 0.81 （0.66） 1.26 

92SE20 25 68 19C12 楕円形 漏斗状 素掘り ブロック状 1.37 0.96 1.16 

92SE21 25 68 19C13・
14・18 楕円形 台形状 素掘り 水平 1.22 0.86 1.16 

立会い
SE9 1 70 17H7・8 ― ― 木組 ― ― ― ― 中世 漆器椀（227）曲物側板片

（228）底部、川原石大1点

土坑（SK）

遺構No.
図
面 写真 グリッド 平面形 断面形 覆土 長さ

（m）
幅

（m）
深さ
（m） 時期 出土遺物 重複関係

8CSK1 10 57 8C13・14・18・19 方形 台形状 レンズ状 1.78 1.66 0.82 近世 下駄（244）部材？
（245）板材（246）

9ESK12 10 57 9E20 円形 箱状 レンズ状 0.80 0.74 0.72 中世 珠洲甕 9ESD1と重複

10ESK12 10 57 10E7 楕円形 台形状 レンズ状 0.82 0.68 0.58 

10ESK24 10 57 10E12・13・17・18 楕円形 弧状 ブロック状 0.95 0.75 0.31 古代？ 須恵器甕 10ESD5・7と重複

10FSK68 10 58 10F21 円形 弧状 ブロック状 0.60 0.51 0.37 10GSD3と重複

10FSK66 11 10F18・19・23・24 楕円形 箱状 ブロック状 1.22 0.76 0.32 ＞10FP67

11CSK1 11 58 11C25,12C21 方形 箱状 水平 0.84 0.66 0.74 近世 部材？（247・248）竹（249） ＞11CSK22

11CSK22 11 58 11C25,12C21 ― ― 水平 0.92 （0.44） 0.70 ＜11CSK1

11ESK1 11 58 11E10 円形 弧状 ブロック状 1.12 1.10 0.36 ＞12ESE1

11ESK2 11 58 11E9・10 円形 箱状 水平 1.08 1.07 0.38 ＞11EP35

11ESK4 11 58 11E12・13・17・18・22・23 不整形 台形状 レンズ状 3.50 1.50 0.82 中世 下駄（187） ＜11ESE5

11ESK20 11 58 10E10・15    11E6・11 円形 台形状 レンズ状 0.94 0.89 0.58 ＞11ESE10

11ESK23 11 11E21 楕円形 台形状 レンズ状 1.00 0.80 0.40 

11FSK28 11 11F10・15 円形 弧状 レンズ状 1.12 1.00 0.20 

11FSK60 11 58 11F12 円形 椀状 レンズ状 1.19 1.01 0.71 ＞11FSD1

12FSK1 11 12F6 円形 漏斗状 水平 0.82 0.76 0.52 

13ESK1 18 13E23、13F3 方形 弧状 レンズ状 1.47 1.33 0.21 

13FSK2 18 13F5・10 楕円形 弧状 レンズ状 1.30 0.97 0.52 13ESD4・14FSD1と重複

92SK5 26 69 19D13 楕円形 弧状 レンズ状 1.05 0.72 0.26 中世 青磁碗（49）珠洲鉢（50）

92SK7 26 69 19D13・14・18 円形 椀状 水平 （0.84） 0.82 0.44 

92SK9 23 19D9・10・14・15 楕円形 弧状 単層 1.16 0.77 0.08 ＞92SD5

92SK10 26 19D7・8・12・13 楕円形 弧状 単層 （0.87） 0.60 0.14 ＜92SK11

14FSK73 18 63 14F23     14G3 楕円形 弧状 レンズ状 1.34 0.98 0.26 

92SK1 19 64 16C19・24 円形 弧状 ブロック状 0.74 0.66 0.30 

92SK2 25 19E4・5 楕円形 弧状 レンズ状 1.53 0.86 0.12 

92SK3 25 68・69 19D2・3・7・8 ― ― 水平 （1.00） 0.80 0.32 中世 土師器皿（44） ＜92SK4

92SK4 25 69 19D2・7 不整形 弧状 水平 1.44 1.10 0.32 中世
（Ⅳ）

土師器皿（45）青磁碗
（46）珠洲鉢（47）甕（48） ＞92SK3
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遺構No.
図
面 写真 グリッド 平面形 断面形 覆土 長さ

（m）
幅

（m）
深さ
（m） 時期 出土遺物 重複関係

92SK11 26 19D12 楕円形 弧状 単層 （1.18） 0.96 0.18 ＞92SK10

92SK12 26 69 19E7 円形 椀状 レンズ状 0.78 0.74 0.34 

92SK13 24 67 18E5 不整形 箱状 水平 （0.75） 0.68 0.23 古代？ 須恵器甕 ＞92SK19

92SK14 24 67 18D25
18E5 ― ― 水平 1.04 （0.24） 0.42 ＜92SE17・SK19

92SK16 26 69 19E5
20E1 不整形 弧状 水平 （1.20） 0.90 0.20 

92SK17 26 69 19E9・10・14・15 円形 V字状 レンズ状 1.43 1.24 0.62 

92SK19 24 18D25
18E5 ― ― 水平 （0.68） （0.50） 0.28 古代？ 須恵器杯 ＜92SK13

＞92SK14

92SK20 26 19E3・4 不整形 弧状 単層 1.34 0.52 0.16 ＞92SD5

92SK21 26 69 18E3・4 円形 U字状 水平 0.58 0.52 0.80 

92SK22 26 69 19C20 円形 弧状 レンズ状 0.74 （0.62） 0.40 ＜92P118

92SK24 26 70 19C21 円形 椀状 レンズ状 1.14 1.06 0.56 

92SK25 26 70 19C21・22 楕円形 弧状 レンズ状 2.06 0.78 0.44 ＜SB11
＞92SK26

92SK26 27 70 19C22 楕円形 弧状 レンズ状 0.75 （0.54） 0.12 ＜92SK25

92SK27 27 70 19C19・20 不整形 弧状 レンズ状 0.95 0.78 0.27 中世 青磁碗（51）

92SK28 27 70 19C23 円形 弧状 レンズ状 0.90 （0.63） 0.22 ＜92SK29・P150
＞92SK31

92SK29 27 70 19C23 円形 漏斗状 水平 0.58 0.52 0.74 ＞92SK28

92SK30 27 70 19C16・17・21・22 円形 U字状 水平 0.55 0.46 0.62 

92SK31 27 19C23
19D3 楕円形 弧状 単層 1.10 （0.98） 0.12 ＜92SK28・P150

性格不明遺構（SX)

遺構No.
図
面 写真 グリッド 平面形 断面形 覆土 長さ

(m）
幅

（m）
深さ
（m） 時期 出土遺物 備考

10FSX1 2 10F6～8・11～13 方形 ― ― 3.05 2.74 0.10 ＜10FSE4,10FSE9
10FSD1と重複

10FSX2 2
9E25 
9F5・10
10E21     10F1・6

長方形 ― ― ― 3.31 0.14 
9FSE2・
P13,9E・FSD12
と重複

92SX1 20 20D22
20E2 長方形 ― 2.90 1.40 0.17 近世 会津本郷焼（85）
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遺物観察表

報告
番号

遺構 層位 グリット 種別 器種
口径

（mm）
器高

（mm）
底径

（mm）
口縁部残
存率／36

色調
（外面）

色調
（内面）

胎土 調　整 使用痕跡 備　考

1
15F
SE4

― 15F 須恵器 杯蓋 153 31 ― 1/36 灰色 灰色
精良
白色粒子

ロクロナデ（右回転）
頂部ロクロケズリ広範囲

外面全体自然釉

2 ― 盛土 13F25 須恵器 有台杯 ― （14） 46 ― 灰色 灰色
精良
粘質土
白色粒子

ロクロナデ 小泊産

3 ― 表採 10E 須恵器 無台杯 120 31 92 1/36 灰色 灰色
粘質土
石英、長石

ロクロナデ
底部回転ヘラ切り

重ね焼の痕跡あり

4
11F
P14

1層 11F 須恵器 甕 ― （52） ― ― 灰色 灰色
粘質土
白色粒子多

外面擬格子叩き・ナデ
内面同心円当て具

小泊産？

5 ― ― 15D21 須恵器 甕 ― （52） ― ― 灰白色 灰色
粗い
石英、長石

外面平行叩き・ナデ
内面同心円当て具

6 ― ― 8F7 須恵器 甕 ― （89） ― ― 黄灰色 灰色
精良
粘質土

外面擬格子叩き・ナデ
内面同心円当て具

古代の土器

中世の土器

報告
番号

遺構 層位
グリ
ッド

種別 器種
口径

（mm）
器高

（mm）
底径

（mm）
口縁部残存
率　／36

色調
（外面）

色調
（内面）

胎土 調整・器形等
時期

（珠洲焼編年）
使用痕跡 備　考

7 8F SE1 1層 8F 珠洲 片口鉢 250 （50） ― 1/36 灰色 灰色 海綿骨針
ロクロナデ、口縁部方頭、端部肥厚、
ほぼ水平、卸し目不明

（Ⅳ）

8 9CSE1 6層 9C 珠洲 片口鉢 ― （81） ― ― 灰色 灰色 海綿骨針多
ロクロナデ、口縁部方頭、端部肥厚、
ほぼ水平、卸し目太く幅広、口縁部
近くまで施文、単位不明

（Ⅳ）

33 15FSE1 ― 15F 珠洲 小型鉢 ― （38） ― ― 灰色 灰色
白色粒子塊
砂礫

ロクロナデ、口縁部方頭端部肥厚、
ほぼ水平、卸し目不明

（Ⅴ） 二次焼成？

9 9CSE1 6層 9C 珠洲 片口鉢 ― （43） 149 ― 灰白色 灰白色 ―
ロクロナデ、底部静止糸切り、
卸し目直線放射状、1単位幅
25mm、10目

（Ⅳ）
内面及び割れ口にス
ス付着（廃棄後被熱）
外底面周縁部磨耗

10 9CSE2 -30cm 9G 土師器 小皿 102 （15） ― 3/36
にぶい
褐色

にぶい
褐色

赤色粒子
砂礫

手づくね
14C
前半

11 10ESE2 3層 10E 青磁 碗 162 （28） ― 4/36
明緑
灰色

明緑
灰色

精良
灰色

端反碗
14後半～
15C前半

漆継ぎ痕
龍泉窯青磁碗Ⅳ類
（山本編年）

12 10ESE4 3層 10E
瀬戸
美濃

天目
茶碗

124 （37） ― 3/36
にぶい
褐色

にぶい
褐色

粗い
白灰色

浅めの碗、口縁部わずかに外反、
黒褐色釉に茶褐色釉の二度掛け、
（芒目状）

14C
後半

口唇部欠損 古瀬戸後期Ⅰ

13 10FP26 ― 10F
瀬戸
美濃

緑釉
小皿

― （11） 70 ― 灰白色 灰白色
精良
黒色微粒子

体部立ち上がりはゆるやかな
面をもつ、外面灰釉の痕跡

14C
代

底部内面磨耗 古瀬戸

14 10FSE5 6層
10F18
11F16

珠洲 片口鉢 358 （70） ― 11/36 灰色 灰色
風化した白
色礫

ロクロナデ、肥厚した口端面に横位波
状文、 卸し目1単位幅26mm、10目
隙間なく密に施文

（Ⅴ）

15 10FSE6 1層 10F 珠洲 片口鉢 254 （38） ― 2/36 灰色 灰色
海綿骨針
風化した白色礫

ロクロナデ、口縁部方頭、ほぼ水平、
卸し目太く幅広、単位不明

（Ⅳ2）

16 10FSE6 2層 10F 珠洲 片口鉢 298 （35） ― 3/36 灰色 灰色
海綿骨針
風化した白色礫

ロクロナデ、口縁部は三角
頭の内傾口縁、卸し目不明

（Ⅴ）

17 10FSE6 6層 10F 珠洲 甕 ― （84） ― ― 灰色 灰色
海綿骨針
砂礫

外面打圧痕（叩き目浅い）
内面押圧痕

（Ⅴ）

25 11FSE3 2層 11F 珠洲 片口鉢 ― （29） ― ― 褐灰色 褐灰色 砂多
ロクロナデ、
口縁部三角頭の内傾口縁

（Ⅳ3）

26 13ESE4 ― 13E 珠洲 片口鉢 ― （37） ― ― 灰色 灰色
粗い
砂多、砂礫

ロクロナデ、外面紐で持ち上げる痕跡、
卸し目粗雑、単位不明

（Ⅵ）

27 13ESE4 ― 13E 珠洲 甕 ― （121） ― ― 灰色 灰色
微細な石英
砂礫多

外面打圧痕、内面ナデ・調整粗く
粘土紐の積み上げ痕残る

（Ⅵ）

28 14DSE2 ― 14D 珠洲 片口鉢 ― （89） ― ― 灰色 灰色 海綿骨針
ロクロナデ、口縁部は三角頭の内傾口縁、
口端面幅広、卸し目直線的放射状、粗雑

（Ⅴ）

29 14ESE1 ― 14E 土師器
皿
A類

110 27 54 4/36 黒褐色 黄褐色
精良
礫含まない

手づくね、内面ハケメ、
口縁部外反

14C
前半

内外面吸炭

30
14FSE7
92SE4

6層　
5層　
撹

14F
19D
14F6

珠洲 壺T種 ― （104） ― ― 灰色 灰色
海綿骨針
風化した白色礫
白色粒子

外面打圧痕（3本の平行
隆起線）、
内面押圧痕

（Ⅳ1）
92SE4出土の
1点は吸炭

大畠2号窯製品

18 10GSE3 6層 10G 珠洲 片口鉢 ― （71） ― ― 灰色 灰色
微細な石英？
砂礫

ロクロナデ、口縁部は三角頭の内傾
口縁、卸し目太く幅広、単位不明

（Ⅴ）

19 10GP8 ― 10G 青磁 碗 146 （24） ― 1/36
オリー
ヴ灰色

オリー
ヴ灰色

精良
灰色

端反碗
14後半～
15C前半

龍泉窯青磁碗Ⅳ類
（山本編年）

20 10FSE10 ―
9F5
10F

珠洲 壺T種 ― （60） ― ― 灰色 灰色
海綿骨針
白色粒子　砂礫

外面打圧痕（叩き目浅い）
内面押圧痕

（Ⅴ）

21 10DSE2 5層 11D 珠洲 甕 ― （46） 168 ― 灰色 灰色
海綿骨針
砂、砂礫

底部、焼成不良、軟質

22 11ESE5 ― 11E 土師器
皿
C類

178 （21） ― 3/36
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

精良
手づくね、口縁端部を大きく引き出し
外反させる、口縁部外周強いナデ

15C
後半

京都系
土師器

23 11ESE5 ― 11E 珠洲 片口鉢 ― （81） ― ― 灰色 灰色
白色粒子
砂礫多

ロクロナデ、口縁部丸味をもつ尖頭、
卸し目粗雑、単位不明、焼成不良

（Ⅵ）

24 11FSE2 5層 11F 珠洲 片口鉢 ― （75） ― ― 灰色 灰色
海綿骨針
白色粒子

ロクロナデ、口縁部方頭、端部わず
かに肥厚、外傾口縁、卸し目1単位
幅33mm、14目、口縁部まで施文

割れ口磨耗
（砥面）

31 14FSE1 ― 14F 珠洲 片口鉢 ― （56） ― ― 灰褐色 灰褐色 海綿骨針
ロクロナデ、卸し目1単
位幅22mm、10目

（Ⅲまた
はⅣ）

32 15FSE1 ― 15F 珠洲 小型鉢 ― （24） ― ― 灰色 灰色
風化した白
色礫

ロクロナデ、口縁部は三角
頭の内傾口縁、卸し目不明

（Ⅴ）
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報告
番号

遺構 層位
グリ
ット

種別 器種
口径

（mm）
器高

（mm）
底径

（mm）
口縁部残存
率　／36

色調
（外面）

色調
（内面）

胎土 調整・器形等
時期

（珠洲焼編年）
使用痕跡 備　考

34 15FSE3 ―
15E
15F

珠洲 片口鉢 298 （95） ― 5/36 灰色 灰色
海綿骨針
風化した白色礫
白色小粒子

ロクロナデ、体部直線的に開く、
口縁部方頭、端部肥厚、ほぼ水平、
卸し目1単位幅28mm、10目

（Ⅳ）

35 15FSE5 ― 15F 土師器
皿
B類

105 （26） ― 4/36
にぶい
橙色

にぶい
橙色

精良
微細な雲母多
砂礫含む

手づくね
底部内外面炭化（焼成時）

14C
前半

36 15FSE11 ― 15F 青磁 皿 162 （19） ― 3/36 緑灰色 緑灰色
精良
灰色

内面蓮弁文、口紅、貫入
13C後半～
14C初頭

龍泉窯青磁Ⅲ類
（山本編年）

37 15FSE11 ― 15F 珠洲 片口鉢 248 （44） ― 3/36 灰色 灰色 白色小粒子
ロクロナデ、口縁部方頭、端部肥厚、
ほぼ水平、卸し目単位不明

（Ⅳ）

38 92SE1 4層 17D 珠洲 甕 ― （95） ― ― 灰色 灰色
海綿骨針
風化した白色礫
白色粒子

直立口縁の円頭、
外面打圧痕（叩き目細かく浅い）
内面押圧痕

（Ⅴ） 割れ口磨耗

39 92SE4 ― 19D 珠洲 片口鉢 ― （43） ― ― 灰白色 灰白色
海綿骨針
砂礫

ロクロナデ、口縁部方頭、端部肥厚、
外傾口縁、外面自然釉

（Ⅳ）

54 92P120 1層 19C 青磁 皿 ― （19） 70 ―
明緑
灰色

明緑
灰色

精良
黒色粒子、灰色

内面見込み、双魚文（型・貼付）
高台畳付褐色、外面鎬蓮弁文

13C後半～
14C初頭

高台畳付磨耗
龍泉窯青磁Ⅲ類
（山本編年）

55 92P131
最下
層

19E13 珠洲 片口鉢 340 （110） ― 3/36 灰色 灰色 砂礫多
ロクロナデ、口縁部方頭、端部肥厚、
水平口縁、卸し目単位不明

（Ⅳ）
内面被熱（ヒデ鉢
として使用か？）

56
立会
P15

―
地点
不明

珠洲 甕 ― （62） ― ― 灰色 灰色
白色小粒子
風化した白
色礫

短頸の「く」字口縁、
外面打圧痕、内面押圧痕

（Ⅴ）
頸基部直下体部
に線刻「｜」

57 ― 撹乱 9E1 土師器
皿
A類

118 30 60 1/36 淡黄色 灰白色 精良 手づくね
14C
前半

内面スス？

58 ― ― 10F7 土師器
皿
A類

121 25 79 11/36
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

精良
手づくね
内面立ち上がり部分を強くナデている

14C
前半

59 ― ― 11E13 青磁 碗 （180） （35） ― 2/36 灰色 灰色
精良
緻密、灰色

内面劃花文、
2本の平行沈線が花弁様に区分

12C中頃～
13C前葉

被熱
龍泉窯青磁碗Ⅰ4類
（山本編年）

60 ― 撹乱 10E8 青磁 碗 128 （19） ― 3/36
オリー
ヴ灰色

オリー
ヴ灰色

精良
灰色

鎬連弁文
13C
代

龍泉窯青磁碗Ⅱb類
（山本編年）

61 ― ― 12E7 青磁 碗 ― （22） 60 ―
オリー
ヴ灰色

オリー
ヴ灰色

精良
見込みに印花文、高台外面まで施釉、
畳付釉剥ぎとり、褐色を呈す

14C後半～
15C前半

青磁碗DまたはE類
（上田編年）

62 10FSE3 ― 10F 青磁 碗 ― （21） 47 ―
オリー
ヴ灰色

オリー
ヴ灰色

精良
見込みに印花文、高台内まで施釉、
釉は薄い

14C後半～
15C前半

被熱
畳付磨耗

青磁碗DまたはE類
（上田編年）

63 ―
撹乱
最下
層

13F8 青磁
盤または
酒会壺の
蓋？

― （54） ― 4/36 緑灰色 緑灰色
精良
緻密
灰白色

無文、釉非常に厚い、貫
入大、優品

14C後
半～

15C代
龍泉窯系

64 ― ― 10G14 白磁 皿 100 （17） ― ― 灰白色 灰白色
磁器質
灰白色

小型の高台付皿、
底部外面無釉、細かい貫入

14C後半～
15C前半

白磁皿D類
（森田編年）

65 ― 盛土 5E 珠洲 片口鉢 235 （72） ― 6/36 灰色 灰色
海綿骨針
砂

ロクロナデ、口縁部方頭、水平口縁、
注口部狭い、卸し目1単位幅24mm、7目

（Ⅳ）

66 ― ― 10E25 珠洲 片口鉢 272 （48） ― 3/36 灰色 灰色 砂礫
ロクロナデ、口縁部方頭、端部肥厚、
外傾口縁、卸し目単位不明

（Ⅳ1）

67 ― ― 10D4 珠洲 片口鉢 260 （70） ― 4/36 灰色 灰色 白色小粒子
ロクロナデ、口縁部方頭、端部突出、
外傾口縁、卸し目1単位幅20mm、10目

（Ⅳ）

68 ― ― 17F 珠洲 片口鉢 ― （56） ― ― 灰色 灰色
海綿骨針
砂礫

ロクロナデ、口縁部方頭、端部肥厚、
水平口縁、卸し目単位不明、密

（Ⅳ）

69 ― ―
地点
不明

珠洲 片口鉢 297 （31） ― 2/36 灰黄色 灰黄色
風化した白
色礫

ロクロナデ、口縁部方頭、端部肥厚、
水平口縁、卸し目不明

（Ⅳ） 被熱？

70 ― ― 14E22 珠洲 片口鉢 ― （64） 105 ― 黄灰色 黄灰色
海綿骨針
砂礫

ロクロナデ、底部静止糸切り、
卸し目1単位幅21mm、10目

（Ⅳ）

71 ― ― 9E12 珠洲 片口鉢 247 （51） ― 2/36 灰色 灰色
白色粒子
砂多

ロクロナデ、口縁部丸味をおびた尖
頭、内傾口縁、卸し目不明

（Ⅵ）

40 92SE4 ― 19D 珠洲 片口鉢 ― （33） 126 ― 黒褐色 黒褐色
ロクロナデ、底部静止糸切り、
卸し目1単位幅21mm、10目

（Ⅳ）
全面吸炭
外底面周縁部磨耗

41 92SE8
最下
層

19D
瀬戸
美濃

天目
茶碗

123 （57） ― 6/36 灰黒色 灰黒色
精良
灰色

口縁端部がわずかに外反
し、先端が尖る、外面口
縁下が強く屈曲する

15C
後半

釉二度掛け、最初
は薄い茶褐色釉
古瀬戸後期Ⅳ新

42 92SE8 ― 19D 珠洲 壺T種 ― （66） ― ― 黄灰色 黄灰色
海綿骨針
砂礫

外面打圧痕、内面押圧痕

43 92SE8
最下
層

19D 越前 擂鉢 ― （110） ― ―
浅黄
橙色

浅黄
橙色

砂多
擂目1単位幅28mm、8
目

15～
16C前半

内面磨耗
スス付着

44 92SK3 3層 19D 土師器
皿
B類

106 33 48 21/36
にぶい
橙色

にぶい
橙色

雲母
白色粒子

手づくね
14C
前半

45 92SK4 ― 19D 土師器 小皿 92 11 79 5/36 灰黄色 灰黄色
精良
雲母

手づくね
焼成不良、内面黒色

46 92SK4 ― 19D 青磁 碗 ― （28） ― ―
オリー
ヴ灰色

オリー
ヴ灰色

精良
灰色

片切彫の鎬蓮弁文
13C
代

龍泉窯青磁碗Ⅱb類
（山本編年）

47 92SK4 ― 19D 珠洲 片口鉢 ― （73） 130 ― 灰色 灰色 白色小粒子
ロクロナデ、底部静止糸切り、
卸し目1単位幅35mm、12目、
底部指頭痕（持ち上げ時）

（Ⅳ）
被熱
外底面磨耗

48 92SK4 ― 19D 珠洲 壺T種 ― （180） ― ―
にぶい
褐色

にぶい
褐色

海綿骨針
砂礫
白色小粒子

外面打圧痕、内面押圧痕 （Ⅳ） 漆継ぎ痕

49 92SK5 2層 19D 青磁 碗 （160） （35） ― 1/36
明緑
灰色

明緑
灰色

精良
暗灰色

体部は直線的に立ち上がる、
片切彫の鎬蓮弁文

15C
後半

青磁碗BⅢ類
（上田編年）

50 92SK5 ― 19D 珠洲 片口鉢 ― （76） 130 ― 灰色 灰色
海綿骨針
白色小粒子

ロクロナデ、底部静止糸切り、
卸し目1単位幅32mm、12目

（Ⅳ）
外底面周縁部磨
耗

51 92SK27 2層 19C 青磁 碗 152 （44） ― 3/36
オリー
ヴ黄色

オリー
ヴ黄色

精良
灰色

端反碗、内面に沈線一条
14C後半～
15C前半

龍泉窯青磁碗Ⅳ類
（山本編年）

52 92P1 ― 17C 青磁 碗 ― （29） ― ―
灰オリ
ーヴ色

灰オリ
ーヴ色

精良
灰色

幅広な鎬蓮弁文
13C
代

龍泉窯青磁碗Ⅱb類
（山本編年）

53 92P1 ― 17C 珠洲 片口鉢 207 （35） ― 3/36 青灰色 青灰色 海綿骨針多
ロクロナデ、口縁部方頭、端部肥厚、
ほぼ水平、口縁部内面に沈線状の凹み

（Ⅳ4

～Ⅴ）
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報告
番号

遺構 層位
グリ
ット

種別 器種
口径

（mm）
器高

（mm）
底径

（mm）
口縁部残存
率　／36

色調
（外面）

色調
（内面）

胎土 調整・器形等
時期

（珠洲焼編年）
使用痕跡 備　考

72 ― 盛土 13E 珠洲 片口鉢 ― （75） 140 ― 灰色
灰オリ
ーヴ色

風化した白色
礫、砂礫多

ロクロナデ、底部静止糸切り、卸
し目単位不明、太く幅広な原体

（Ⅵ）
外面吸炭、
内面磨耗

73 ― 下部 10C18 珠洲 壺T種 177 （35） ― 3/36 灰色 灰色
海綿骨針
風化した白色礫

ロクロナデ、口縁端部下向きに
突出、口縁部はゆるやかに外傾

（Ⅳ）

74 ― ― 14F22 珠洲 壺T種 210 （22） ― 3/36 灰色 灰色 白色粒子
ロクロナデ、口縁部方頭、
外傾気味

（Ⅴ）

75 ―
盛土
層下

18E 珠洲 壺T種 ― （71） 120 ― 灰色
灰オリ
ーヴ色

風化した白
色礫

外面打圧痕
内面押圧痕

外面2～3mmの
黒い吹き出し多数、
内面器壁剥落

76 ― ― 9F19 珠洲 壺T種 ― （81） ― ― 灰色 灰色
海綿骨針
白色粒子
風化した白色礫

底部鉢形は紐ロクロ成
形、外面打圧痕（叩き目
浅い）、内面押圧痕

（Ⅴ）

77 ―
盛土
層上

13F15 越前 擂鉢 350 （55） ― 4/36 橙色 灰褐色
白色礫
（長石）

ロクロナデ、口縁部丸味をおび
た三角頭、ほぼ水平、口縁部内
面に沈線、擂目1単位幅31mm、
9目、擂目横方向にも施文

16C
後半

内面スス

78 ―
包含
層

Ⅳ区 越前 擂鉢 348 （46） ― 3/36
にぶい
橙色

にぶい
橙色

白色礫
（長石）

ロクロナデ、口縁部三角頭、
ほぼ水平、口縁部内面に沈線、
擂目1単位幅31mm、9目

16C
後半

79 ― 盛土
13F15

越前
壺また
は甕

― （106） ― ―
暗灰
黄色

黒褐色
白色礫
（長石）

外面ナデ
内面挙による圧痕

外面自然釉の痕
跡

報告
番号

遺　構
層
位

グリ
ッド

種　別 器　種
口径

（mm）
器高

（mm）
底径

（mm）
口縁部残存
率　／36

色調
（外面）

色調
（内面）

器形・文様・釉薬・胎土等 時期　 備考

80 9DSE2 ― 9D 陶器 灯火具 100 32 39 21/36
褐色
にぶい
黄褐色

暗褐色
秉燭、ロクロナデ、底部回転糸切り、
内面茶褐色釉

外面スス

81 9DSE2 ― 9D 陶器 擂鉢 296 135 123 24/36 黒褐色 黒褐色
ロクロナデ、削り出し高台、全面施釉、擂
目1単位幅27mm、9目、放射状

82 9CSE2 ― 9C
肥前系
陶器

鉢 ― （56） 102 ― 橙色 橙色
ロクロナデ、白土を波状に装飾する刷毛目
文様

18C中葉 内面スス

83 10FSE3 ― 10F
肥前系
磁器

皿 ― （13） 42 ―
明青
灰色

明青
灰色

蛇の目高台、畳付釉剥ぎ
1640～
1650年代

畳付磨耗

84 13FSE3 ― 13F
肥前系
陶器

碗 ― （44） 48 ―
にぶい
褐色

にぶい
褐色

全面白化粧土の刷毛目文 18C代

85 92SX1 ―
20D
20E

会津
本郷焼

片口鉢 148 102 78 30/36
にぶい
橙色

灰オリ
ーヴ色

外面ロクロケズリ、外面胴部より上から内面にか
けて鉄釉、口唇部釉剥ぎ、見込みトチン跡（4か所）

18C中葉頃 口唇部磨耗

86 ― 撹乱 10E4
肥前系
磁器

碗 94 （53） （43） 5/36
明青
灰色

明青
灰色

梅文様 18C前半

87 ― 撹乱 9E11
肥前系
磁器

碗 108 61 43 3/36
明青
灰色

明青
灰色

花木文、口縁部内面に帯状の四方欅文、
見込み源氏香文

18C後半 104の蓋とセット

88 ― 撹乱 9E11
肥前系
磁器

碗 83 52 28 15/36
明青
灰色

明青
灰色

矢羽根文、内面口縁部圏線
18C末～
19C初

89 ― 撹乱 9E11
肥前系
磁器

碗 113 65 60 9/36
明青
灰色

明青
灰色

広東碗、清朝風の素描き文様、
内面圏線、見込み梵字文様

19C前半

90 ― ―
9C
10C13

肥前系
磁器

碗 113 68 59 6/36
明青
灰色

明青
灰色

広東碗、松竹梅文か？
内面圏線、見込み昆虫文

19C前半

91 ― ― 11E2
肥前系
磁器

皿 ― （14） 111 ― 灰白色 灰白色
環状の松竹梅文か？
一重網目、内面にハリ目跡

18C後半

92 ―
盛土
下層

17F
肥前系
磁器

皿 132 30 84 13/36
明青
灰色

明青
灰色

帯状の牡丹唐草文、口唇部鉄釉（口紅） 18C

93 ― ― 10E22
肥前系
磁器

皿 128 39 70 14/36
明青
灰色

明青
灰色

網目文、見込み五弁花、高台内「渦 」銘 18C後半

94 ― 撹乱 9E12
瀬戸系
陶器

皿 142 39 61 3/36 灰白色 灰白色 陶胎染付、見込み五弁花皿のコピー
18C後半～

19C

95 ―
盛土
下層

17F
肥前系
磁器

皿 141 32.5 75 6/36 灰白色 灰白色 牡丹、高台内「大明年製」 18C前半

96 ―
盛土
下層

18C
肥前系
磁器

角鉢 172 89 83 18/36 灰白色 灰白色
型押成形、幾何学文様、
見込みに巾着袋文、高台内「冨貴長春」

18C後半 漆継ぎ後ガラス継ぎ

97 ―
盛土
下層

17F
肥前系
磁器

盃 63 41 28 29/36 灰白色 灰白色 流水文に花・蝶、内面無文、高台内「渦 」 18C前半

98 ― 盛土 10C15
肥前系
磁器

猪口 71.5 55 46 12/36 灰白色 灰白色
外面白磁に染付、草花文、内面無文、
高台内「渦 」 18C前半

99 ― 撹乱 18E19
肥前系
磁器

猪口 77 61 60 24/36 灰白色 灰白色
幾何学文、蛇の目凹形高台、
見込み昆虫文

18C～19C
初

100 ―
盛土
下層

17E
肥前系
磁器

碗 78 （83） ― 11/36 灰白色 灰白色 筒形碗（湯飲み碗）、菊花散らし、内面無文 18C後半 ガラス継ぎ

101 ― 撹乱 9E7
肥前系
磁器

瓶 16 （79） ― 36/36 灰白色 灰白色 鶴首瓶、松竹梅文の崩れたもの
18C末～

19C

102 ― 撹乱 13F21
肥前系
磁器

瓶 ― （50） 37 ―
明青
灰色

灰白色 簡略化された帆掛船 18C代か？

103 ― ―
9C
10C13

肥前系
磁器

瓶 ― （65） 54 ―
明青
灰色

灰白色 鶴首瓶、松に竹文様
18C末～

19C
高台畳付磨耗

104 ― ― 9C7
肥前系
磁器

蓋 99 （23） ― 11/36
明青
灰色

明青
灰色

碗の蓋、花木文、
口縁部内面に帯状の四方欅文

18C後半 87の碗とセット

105 ―
大撹
乱

12C
肥前系
陶器

擂鉢 297 （75） ― 2/36 暗褐色 暗褐色
叩き成形（格子目文）、全面鉄釉、
口縁部を肥厚させ外反

18C前半

106 ― ― 8D23
肥前系
陶器

壺 ― （46） ― ― 黒褐色 暗褐色
内面叩き成形（同心円文）、体部沈線文様、
外面鉄釉

17C前半

107 ― ― Ⅳ区
肥前系
陶器

甕 ― （96） ― ― 黒褐色 黒褐色
内面叩き成形（格子目文）、
肩部に縄状突帯一条、内外面鉄釉。

17C前半

近世の土器



観　察　表

63

報告
番号

遺構
層
位

グリ
ット

種　別 器　種
口径

（mm）
器高

（mm）
底径

（mm）
口縁部残存
率　／36

色　調
（外面）

色　調
（内面）

器形　・　文様　・　釉薬　・　胎土等 時　期　 備　考

108 ― ― 9C18
肥前系
陶器

鉢 170 60 71 5/36
にぶい
赤褐色

にぶい
赤褐色

ロクロ成形、削り出し高台、高台露胎
畳付白化粧土、白化粧土による刷毛目文様
に透明釉（蛇ノ目剥ぎ）

18C後半 高台畳付磨耗

109 ― 撹乱 8E15
越中瀬戸
（陶器）

壺 82 80.5 104 11/36
暗赤褐
色

暗赤褐
色

ロクロ成形、底部回転糸切り、外面鉄釉
白色礫多量

18～19C
口唇部叩いた痕跡
（キセルの灰叩きか？）

110 ―
盛土
下層

17F 瓦器 鉢 202 97 120 10/36 黒色 黒色
ロクロナデ、底部外面ロクロケズリ、口縁
部肥厚、高台3ヵ所抉り込み

111 ― 撹乱 9E7 陶器 擂鉢 （275） （57） ― 2/36
明赤褐
色

明赤褐
色

ロクロナデ、擂目1単位幅11mm、4目 地方窯か？

112 ―
盛土
下層

17E 瓦器 火鉢 120 （127） ― 18/36
にぶい
赤褐色

にぶい
赤褐色

ロクロナデ、沈線区画、数段の細い縦沈線、
モミジ葉状の押圧文

口縁部内外面スス付着

113 ―
盛土
下層

17F 陶器 灯火具 44 90 56 36/36 黒褐色 黒褐色 秉燭、ロクロナデ、鉄釉、底部外面無釉 18C末～

土製品（土人形）

報告
番号

遺　構 層 位 グリット 種 類
高さ

（mm）
幅

（mm）
厚さ

（mm）
色
調

胎　土 備　 考

114 ― ― 地点不明 土人形 51 42 26 橙色 精良、橙色 裃人形、中実、雲母付着

115 ― 盛土下層 17F 土人形 （61） 68 18 橙色 精良、橙色 天神に狐、中実、雲母付着、彩色の痕跡あり

116 ― ― 地点不明 土人形 （71） 79 15 橙色 精良、橙色 天神、中空、雲母付着、彩色の痕跡あり

117 ― 盛土下層 17F 土人形 50 3 14 橙色 精良、橙色 狛犬（阿形）、118と対になるものか、中実、彩色？

118 ― 盛土下層 17F 土人形 （33） 36 15 橙色 精良、橙色 狛犬、中実、彩色？

石製品

報告
番号

遺　構 層　位 グリット 器　種
長さ

（mm）
幅

（mm）
厚さ

（mm）
重さ
（g）

石材・色調
産地

製　作　痕　跡　等

119 ― 包含層 11C14 硯 49 24 5.5 13.41 
凝灰岩
高嶋産

朱墨用硯（硯面に朱墨痕あり）側・裏面は黒漆塗り、硯面幅
18.5mm、縁を欠損、刃物による擦痕、削りあり、陸部を欠損

120 ―
盛土
下層

17F 硯 89 60 17.5 159.42 
凝灰岩
高嶋産

硯面幅53mm、縁の幅3.5mm、裏面は縁周幅14mmがわずかに
高いつくりである、側面黒漆？硯面はよく使い込まれ、中心が溝
状に凹んでいる、裏面中心も磨耗している、海部を欠損

121 9GSE2 ― 9G 錘？ 38.5 34.5 28.5 51.91 
凝灰岩
備水産

錘球体を呈する、側面・上下面の4面に面が作られている、上面に貫
通しない穿孔があり、周囲に丸く金具を付けた痕跡あり、竿秤の錘

122 ― 撹乱
12D13・

14
碁石 12 12 4 3.21 凝灰岩 よく研磨されている、擦痕あり

123 ― 撹乱 13F12 石鉢
310
口径

（129）
残存高

― 879.35 凝灰岩
外面横方向のノミの痕跡あり、底部内面スス付着、被熱、口唇
部全面磨耗、
口縁部残存率6／36

124 13DSE1 6層 13D
粉ひき臼
（上臼）

251
口径

94
器高

― 2032.20 安山岩
縁の立ち上がりが鈍角、体部が膨らみをもつ、裏面はほぼ平坦、
芯棒受けの径は約24mm、割れ口まで炭化物付着（廃棄後の付
着）、口縁部残存率2／36

125 92SE15 8層 19D
粉ひき臼
（下臼）

287
口径

（103）
残存高

― 821.34 安山岩
体部が膨らみをもつ、破砕後穴を穿たれている（転用）、磨り合せ部
磨耗、割れ口まで炭化物付着（廃棄後の付着）、口縁部残存率3／36

126 ― 撹乱 13F8
粉ひき臼
（上臼）

296
口径

（73）
残存高

― 518.92 安山岩 縁の立ち上がりが鈍角、口縁部残存率2／36

127 9GSE2 ― 9G
仕上げ
砥石

29 24 8 6.47 
頁岩
にぶい黄橙色
鳴滝産

正裏面は砥面が平坦に使用されている、
磨耗痕、擦痕あり

128 14FP30 ― 14F
仕上げ
砥石

96 33 15 81.90 
泥岩
灰オリーブ色
鳴滝産

正裏面は砥面が平坦に使用されている、側面は細かな擦痕が目
立つ

129 10FP76 ― 10F 中砥石 63 29 （10） 19.82 
凝灰岩
灰白色
沼田産？

正面は砥面が平坦に使用されている、側面の砥面は湾曲してい
る、正面縁辺部に刃物をたてた痕跡が目立つ、裏面・上下面欠
損

130 92SE12 5層 19D 中砥石 84 42 30 138.76 

凝灰岩（スコリ
ア岩片を多量含
む）灰白色
黒っぽい斑点多
数、天草産？

正裏面・側面の砥面は湾曲している、刃物をたてた痕跡あり、
鎌砥か、被熱、スス付着

131 92P64 ― 19D 中砥石 80 36 21 73.30 
凝灰岩
灰黄色
在地

正裏面の砥面著しく湾曲している、右側面は砥面、左側面は擦
痕あり、鎌砥、手持砥石

132 14FP7 ― 14F 中砥石 163 71 57 881.00 
凝灰岩
灰白色

使用前は直方体、上下面欠損、砥面はすべて湾曲、刃物痕・敲
打痕あり、鎌砥、置砥石

133 10FSE3 5層 10E
砥石

（荒砥？）
64 34 19 72.81 

砂岩
灰色

正裏面、右側面の砥面は平坦、左側面は湾曲、上下面欠損、手
持砥石

134 ― 大撹乱 12C
転用硯
未成品
（砥石）

89 67 65 632.70 
凝灰岩
灰白色

直方体の置砥石を硯に転用しようとしたものか、硯面を削り出
し一部を磨っているが未成品、正裏面・両側面を砥面として使
用、砥面平坦、上下面を欠損、刃物痕・擦痕あり

135 ― ― 19D15 砥石？ 42 15 11 16.05 
滑石
灰白色

直方体、上面が使い込まれている、上面は凹凸があり細かいも
のの研磨に用いられたものか

136 9DSE2 4層 9D 砥石 159 82 62 1467.80 
凝灰岩
明緑灰色

5面に切り出し時の鋸引きの痕跡、1面のみ砥面として使用、砥
面は平坦、置砥石、被熱、スス付着、近世井戸から出土

137 14DP20 4層 14D
軽石製
研磨具

46 51 40 24.29 軽石 小さな研磨面を多数もつ
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金属製品

報告
番号

遺　構 層位 グリット 器種
長さ

（mm）
幅

（mm）
厚さ

（mm）
重さ
（g）

材　　質

138 9ESE3 10層 9E 刀子 （158） 19 3.5 21.47 鉄（メタル反応あり）

139 10ESE6 1層 10F 不明 113 14 3 19.5 鉄（メタル反応あり）

140 10FSE5 ― 10F 不明 93 25 13 57.34 鉄（メタル反応なし）

141 92SE13 ―
19D
19E

釘 50 13 13 6.79 鉄（メタル反応なし）

142 ― 盛土下部 17F 水滴

上面32 22

（高さ）
7

6.20 銅

下面31 20.5

143 11DSE4 ― 11D 椀形鍛冶滓 52 65 16 48.74 鉄滓（メタル反応なし）

144 14FP88 ― 14F 椀形鍛冶滓 70 68 34 173.76 鉄滓（メタル反応なし）

145 12ESE1 2層 12E 椀形鍛冶滓 79 90 41 273.19 鉄滓（メタル反応なし）

備　　　考

銹化、刃部先端屈折、刃部124mm
茎残存長40mm、目釘穴径4.5mm

銹化、先端屈折、刃はつくられていない

銹化、厚さ2.5mm程度の板を折り曲げた形
状を示す

銹化

鍛造品、銅板を銅付けによって接ぎ合わせた
もの上面中央に径3mm穿孔、隅1か所に
1.5×2.5mmの注口をもつ、上面より下面
がわずかに小さい、上面には型打ちによる細
かな梅花文が散る、硯箱に納められるもので
ある、被熱の痕跡あり

銹化

銹化、表面に気泡少ない

銹化、炭が多く付着、気泡が多い

銭貨

報告
番号

遺　構 層　　位 銭　　名 初　鋳　年
長さ

（mm）
幅

（mm）
重さ
（g）

備　　考

146 15FSE5 覆土 宋通元寳 北宋 960 25.2 25.2 1.15 146～154 9枚一括出土

147 15FSE5 覆土 景徳元寳 北宋1004 24.4 24.2 1.78

148 15FSE5 覆土 祥符元寳 北宋1008 25.0 （24.0） 2.04

149 15FSE5 覆土 天聖元寳 北宋1023 ― ― （1.00）

150 15FSE5 覆土 天聖元寳（篆） 北宋1023 24.1 24.4 2.53

グリット

15F

15F

15F

15F

15F

151 15FSE5 覆土 15F 皇宋元寳（篆） 北宋1038 24.0 24.0 1.84

152 15FSE5 覆土 15F 煕寧元寳（篆） 北宋1068 24.0 24.0 2.44

153 15FSE5 覆土 15F 元豊元寳（篆） 北宋1078 （24.5） （24.6） 1.88

154 15FSE5 覆土 15F 政和元寳 北宋1111 24.1 （24.1） 2.06

155 92SE13 ―
19D23・24
19E3・4

煕寧元寳 北宋1068 24.0 （23.8） 2.61

156 ― 地山直上 9E13 天聖元寳（篆） 北宋1023 （22.0） （22.5） （1.52）

159 ― ― 11E18 寛永通寳 寛文8（1668） 25.3 25.3 2.41 背「文」、新寛永、文銭、寛文8（1668）年～天和3（1683）年

160 ― 撹乱 13D25 天保通寳 天保6（1835） 49.1 32.5 19.88 背「當百」、当百銭、天保6（1835）年～明治

157 ― 地山直上 9E3
元祐元寳（行）

北宋1086
24.0 23.5 2枚で

5.47元祐元寳（篆） 24.1 24.1

158 ― 地山直上 19E3 祥符元寳 北宋1008 25.0 25.0 （1.63）

木製品

報告
No.

遺構 層位
グリ
ッド

器種
長さ

（mm）
幅

（mm）
厚さ

（mm）
製作痕跡等 時代 備考

161 9ESE2 6層 9E 折敷底板 （226） （30） 5
折敷の側板を留める対の綴紐穴が2
か所あり、隅は切り落とし

中世

162 9FSE3 4層 9F 漆器皿 ―
底径
60

高さ
（10）

内外面黒漆 中世

163 9FSE3 4層 9F 指物部材 180 （50） 11 外周に目釘痕8か所 中世 破砕後割れ口に加工

164 9FSE3 4層 9F 曲物底板 279 （137） 13 側面に目釘痕、木釘も残存 中世
裏面擦痕、敲打痕、裏面周縁炭
化

165 9GSE2 7層 9G 差歯下駄 76 86 15 
台形（銀杏歯）、上辺両端に小突起、下
辺中央に半円形の抉り、差歯下駄の歯

中世

166 10DSE4 5層 10D 指物部材？ 145 24 5 目釘穴1か所 内外面に刃物痕

167 10DSE4 5層 10D 曲物側板 139 21 3 
目釘穴1か所、綴紐穴1か所、ケビ
キ線なし

168 10DSE4 5層 10D
板材（曲物
側板？）

143 24 4 ケビキ線なし
中
世？

169 10DSE4 ― 10D 曲物側板 81 20 3 ケビキ線14本
中
世？

170 9ESE3 8層 9E 刳物匙 179 80 
8

（柄）18
工具痕明瞭 中世

171 9ESE3 9層 9E 円形板 （145） （25） 4 径4mm前後の目釘穴1か所 中世

172 9ESE3 10層 9E 折敷底板 （194） （25） 55 折敷の側板を留める対の綴紐穴あり 中世

173 9ESE3 8層 9E 折敷底板 267 41 4 
折敷の側板を留める対の綴紐穴2か
所あり、隅は切り落とし

中世

174 9ESE3 7層 9E 加工材 （288） 24 16 
両側面を加工し、両端を尖らせてい
る

中世

樹種

スギ

クリ

スギ

スギ

スギ

スギ

シナノキ

スギ

スギ

スギ

スギ

木取り

柾目

横木取り

柾目

柾目

柾目

柾目

板目

柾目

柾目

柾目

柾目

柾目

板目
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報告
No.

遺構 層位
グリ
ッド

器種
長さ

（mm）
幅

（mm）
厚さ

（mm）
樹種 木取り 製作痕跡等 時代 備考

175 10ESE1 5層 10E
差歯下駄
（露卯）

193 94 38 モクレン属 板目
平面楕円形、断面半円形、歯の部分
は欠損

中世

176 10ESE3 6層 10E 漆器椀 ―
底径
62

高さ
（26）

ブナ属 横木取り 総赤色、高台内黒色 中世

177 10ESE3 6層 10E 曲物

径　196 ―
高さ
128

スギ 柾目
側板：樺皮で接合、1か所2列接合
部分のみケビキ線あり

中世

178 10ESE2 ― 10E 漆器椀
口径
97

底径 53
高さ
27

ブナ属 横木取り
内面赤色、他に赤色の文様、3枚の花
弁文を3単位で配置する

中世

179 10ESE2 ― 10E 板材 227 41 9 ヒノキ 板目
片側端部に切り込み、桶の側板か、
漆の痕跡（塗布されていたものか）

中世 片面に擦痕多数

180 10FSE6 ― 10F 曲物側板 174 43 3 スギ 柾目
目釘穴2か所、1か所木釘残存、ケビ
キ線なし,木釘：径5mm、残存長8mm

中世

181 10FSE6 ― 10F 曲物

径　186 ―
高さ
85

スギ 柾目
側板：内外面漆塗り、樺皮で接合2
か所、端部のみケビキ線あり

中世

径　177 ― 12 スギ 柾目
底板：内面漆塗り、目釘穴なし、木
釘で固定せずはめこむ

中世

182 10GSE3 ― 10G 板材 287 断面 62 2 柾目 表面に刃物痕多数

183 11DSE2 6層 11D 杓子 171 （33） 5 ヒノキ 板 工具痕わずかにあり 中世 一部欠損

184 11DSE4 ― 11D 板材 247 22 4 柾目 上端をまっすぐ、下端を斜めに加工
中
世？

185 11ESE2 3層 11E 曲物底板 （263） （49） 15 スギ 板目 目釘、目釘痕、目釘穴の径5mm 中世 短い刃物痕

186 11ESE2 3層 11E 盆？ 299 （74） 9 スギ 柾目
輪花状の縁、表面には5～7mm幅
の縁を削出し、裏面には稜をつける

中世 表裏面に刃物痕

187 11ESK4 6層 11E
差歯下駄
（露卯）

（151） 75 35 モクレン属 板目
隅丸長方形、断面逆三角形、鼻緒穴
円形、歯は欠損

188 11ESE9 5層 11E 漆器椀
口径

（89）
底径

（54）
高さ

（19）
広葉樹か 横木取り 復元実測、外面黒色、内面不明 中世

189 11ESE10 6層 11E 挽物椀 ―
底径
80

高さ
（46）

ニレ属 横木取り
内外面柿渋、高台部分柿渋なし、ロ
クロ挽きの痕跡明瞭

中世

190 11ESE10 4層 11E
円形板材

（紡錘車？）
70 56 6 スギ 柾目

円盤状、側面に面取りの痕跡、調整
粗い、中心に穿孔あり

中世

191 11ESE10
5～6
層

11E 箸 205 6 4 スギ
上下両端が尖る両口タイプ、断面多
角形

中世

192 11ESE10
5～6
層

11E 箸 201 6 4 スギ
上下両端が尖る両口タイプ、断面多
角形

中世

193 11ESE10
5～6
層

11E 箸 193 5 5 スギ
上下両端が尖る両口タイプ、断面多
角形

中世

194 11ESE10
5～6
層

11E 箸 （133） 7 5 スギ
上下両端が尖る両口タイプか、断面
多角形、片側欠損

中世

195 11ESE10
5～6
層

11E 箸 （120） 7 6 スギ
上下両端が尖る両口タイプか、断面
多角形、片側欠損

中世

196 11ESE10
5～6
層

11E 箸 （145） 6 4 スギ
上下両端が尖る両口タイプか、断面
多角形、片側欠損

中世

197 11FSE1 ― 11F 曲物底板 径　179 ― 11 スギ 柾目
側板を留める目釘穴3か所、内2か
所木釘残存

中世

198 11FSE1 ― 11F 不明 127 30 32 ミズキ属？ 板目 加工痕あり 中世

199 11FSE3 5層 11F 曲物

径　228 ―
高さ
97

スギ‐
ヒノキ科

柾目
側板：外面に黒漆の痕跡あり、側板
の下部に箍をはめる

中世

径　209 ― 9 
スギ‐
ヒノキ科

柾目
底板：3か所の結合部、2か所の目釘
穴、1か所木釘残存、綴紐穴も2か所

中世 一部欠損

200 11FSE3 ― 11F 板材 188 49 10 ヒノキ 板目 曲物底板部分か 中世 刃物痕あり

201 13FSE2 6層 13F 円形板 82 32 5 スギ 板目 中世

202 13FSE2 6層 13F
加工材
部材

90 20 8 スギ 板目 中世

203 13FSE2 6層 13F 建築用部材 412 7.4 3.5 板目
穴が作り出されている、 穴

（径19mm）
中世

204 14FSE6 7層 14F 指物部材か 293 104 10 スギ 柾目 両端に縁がつくり出されている 中世 両面に多数の刃物痕、一部炭化

205 15ESE1 7層 15E 漆器椀 ―
底径
73

高さ
（45）

ケヤキ 横木取り 総黒色 中世

206 15FSE8 ― 15F 曲物側板 92 36 3 柾目 端部斜めに切断
中
世？

207 15FSE8 ― 15F 曲物側板 63 21 3 柾目 内面にケビキ線
中
世？

208 15FSE8 ― 15F 曲物側板 169 31 3 柾目 内面にケビキ線
中
世？

209 15FP34 ― 15F 指物部材か 145 159 9 ヒノキ 柾目 中心に目釘穴多数 中世 表面に刃物痕多数

210 92SE1 4層
16C
・D

板材 228 56 2 ヒノキ 柾目 隅を斜めに切り落とす 中世

211 92SE2 ―
16D
17D

不明 56 36 27 スギ 柾目
断面楕円形、上下面とも加工痕あるが、上は磨
耗している、下は欠損しているが、細い長方形
の突起状を示す、何かの握りもしくは柄か

中世

212 92SE4 5層 19D 漆器皿
口径
96

底径
76

高さ
12.5

クリ 横木取り 総黒色 中世

径　181 ― 7.5 スギ 柾目
底板：目釘穴なし、木釘・紐で固定
せずはめこむ

中世
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報告
No.

遺構 層位
グリ
ッド

器種
長さ

（mm）
幅

（mm）
厚さ

（mm）
樹種 木取り 製作痕跡等 時代 備考

213 92SE4 5層 19D 漆器皿
口径
83

底径
56

高さ
11.5

ケヤキ 横木取り 総黒色、口縁端部面取り 中世

214 92SE4 5層 19D
曲物底板の
転用か

216 119 5 スギ 柾目
表裏面全面加工痕、目釘穴2ヵ所、
周囲はよく研磨されている。

中世 一部炭化

215 92SE4 5層 19D 箸

184 6 4.5 スギ
両端を尖らせる両口タイプ、
断面多角形

中世

179 7 5 スギ
両端を尖らせる両口タイプ、
断面多角形

中世

217 92SE4 5層 19D 箸 202 7 5 スギ
両端を尖らせる両口タイプ、
断面楕円形

中世

218 92SE4 5層 19D 箸 （196） 4 6 スギ
両端を尖らせる両口タイプ、
断面多角形

中世

219 92SE4 5層 19D 箸 （115） 6 4 スギ
両端を尖らせる両口タイプか、
断面多角形、片側欠損

中世

220 92SE4 5層 19D 箸

（115） 6 4 
両端を尖らせる両口タイプか、
断面多角形、片側欠損

中世

（130） 6 4 
両端を尖らせる両口タイプか、
断面多角形、片側欠損

中世

222 92SE4 5層 19D 箸 （77） 5 2.5 
両端を尖らせる両口タイプか、
断面多角形、片側欠損

中世

223 92SE4 5層 19D 箸 （59.5） 5 2.5 
両端を尖らせる両口タイプか、
断面多角形、片側欠損

中世

224 92SE4 5層 19D 板材 235 59 6 スギ 柾目 中世 下端炭化

225 92SE14 9層 19D 曲物側板片 （151） 13 15 柾目 ケビキ線なし 中世

226 92SE18 10層
19E
20E

槽？ 43 261 41 
マツ属

複稚管束亜属
板目 縁を作り出している、未製品か 中世

227
立会い
SE9

― 17H 漆器椀 ―
底径

（74）
高さ

（28）
横木取り 総黒色、内面中心に赤色の文様あり 中世

228
立会い
SE9

― 17H 曲物側板 （264） 106 5 スギ 柾目 内面にケビキ線あり 中世 268と同一個体の可能性あり

229 9CSE2 ― 9C 漆器椀 ―
底径

（51）
（61） ブナ属 横木取り 内面赤色、金蒔絵 近世 漆継ぎの痕跡

230 9CSE2 ― 9C
差歯下駄
（陰卯）

176 63 24 モクレン属 板目 表面に焼印？ 近世

231 9CSE2 ― 9C 桶側板 142 34 9 柾目 近世

232 9CSE2
－

20cm
9C

円形の板
材？

径　104 ― 5 板目 中央に穴、上端に針金 近世

233 9CSE2
－

15cm
9C 桶

径　180 ― 16 
底板：板

目
底板 近世

口径208
底径200

―
高さ
180

側板：柾
目／板目

側板　復元　1か所口縁が低くな
る、二段の箍の痕跡

近世

234 9CSE2
－

5cm
9C 底板？ 径　260 ― 15 板目 近世

235 9CSE2 ― 9C 桶側板 284 52 17 柾目 加工痕あり 近世

236 9DSE1 ― 9D 不明 117 79 31 板目 右側面に加工痕あり 近世

237 9DSE1 ― 9D 不明角材 137 24 15 板目 擦痕、刃物痕あり 近世

238 9DSE1 ― 9D 不明板材

358 94 16 

スギ

柾目
正裏面には斜めの鈍い擦痕多数、の
こぎり痕か？

近世

384 （62） 26 板目 側面に目釘痕2か所、木釘残存 近世

240 9DSE2 ― 9D 漆器椀 ―
底径

（50）
高さ

（30）
ブナ属 横木取り 総赤色 近世

241 9DSE2 ― 9D 不明 （255） （89） 67 心持ち 近世

242 10FSE3 8層 10F 曲物側板 （210） 30 3 柾目 内面ケビキ線あり 近世

243 13ESE1 ― 13E 桶側板？ （225） 97 12 柾目 端部を削りこんでいる 近世 部分的に炭化

244 8CSK1 ― 8C 連歯下駄 163 83 20 板目
隅丸長方形、断面長方形、中央部を
削って歯を作り出してる

近世

245 8CSK1 5層 8C
板材

（部材？）
129 50 5 板目 目釘穴4か所 近世

246 8CSK1 1層 8C 板材 341 54 5 柾目 上端に鋭い加工痕 近世

247 11CSK1 ― 11C 部材 425 42 27 板目 両端に柄をもつ 近世

248 11CSK1 ― 11C 部材 426 47 32 心持ち 両端に柄をもつ 近世

249 11CSK1 ― 11C 不明 452 26 25 竹 心持ち 下端を斜めに切断 近世

216 92SE4 5層 19D 箸 179 7 5 スギ
両端を尖らせる両口タイプ、
断面多角形

中世

221 92SE4 5層 19D 箸 （130） 6 4
両端を尖らせる両口タイプか、
断面多角形、片側欠損

中世

239 9DSE1 ― 9D 底板 384 （62） 26 スギ 板目 側面に目釘痕2か所、木釘残存 近世
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遺構 層位
グリ
ッド

器種
長さ

（mm）
幅

（mm）
厚さ

（mm）
樹種 木取り 製作痕跡等 時代 備考

253 11FP4 ― 11F 柱根 306 65 57 クリ
心持ち
丸太

底面斜めに加工

254 ― 11F9 板材 300 107 11 板目
中
世？

一部炭化

255 ― 11F9 板材 294 177 12 板目
中
世？

256 ― 底板 （118） （40） 47 板目

257
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（縦板）

1227 404 43 板目
板、鑿状工具の痕跡多、2か所に大き
な凹みをもつ、裏面目立つ加工痕なし

中世 転用材

258
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（縦板）

883 87 5 板目
薄板、目釘穴あり、上端の一部は、
刃物痕があり切断されている

中世 転用材

259
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（縦板）

484 77 6 板目 薄板 中世

260
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（縦板）

813 183 18 板目 板、一方の上端角が面取り 中世 転用材

261
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（隅柱）

525 64 45 板目 上端加工により丸味をおびる 中世 転用材

262
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（隅柱）

669 97 93
心持ち丸

太
角柱、柄穴状の凹みをもつ 中世 転用材

263
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（横桟）

655 41 40 心持ち
心持ち丸太を分割したもの、横桟同士
を組み合わせる相欠の加工が施される

中世

264
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（横桟）

675 54 45 心持ち
心持ち丸太を分割したもの、横桟同士
を組み合わせる相欠の加工が施される

中世

265
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（横桟）

716 50 55 心持ち
心持ち丸太を分割したもの、横桟同士
を組み合わせる相欠の加工が施される

中世

266
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（横桟）

699 58 33 心持ち
心持ち丸太を分割したもの、横桟同士
を組み合わせる相欠の加工が施される

中世

267
立会い
SE9

― 17H
井戸側部
材？

596 128 40 柾目
板、両端に継手加工がみられる、上端
は相欠継、下端は蟻継状の複雑なもの

中世 転用材？

268
立会い
SE9

― 17H
井戸側部材
（曲物水溜）

960 105 5 柾目
井戸側専用水溜、径不明、樺皮綴じ
の痕跡あり

中世 228と同一個体の可能性あり

250 11CP19 ― 11C 柱根 274 142 108 クリ 心持ち 底面を斜めに加工

251 11DP19 ― 11D 柱根 225 73 62 心持ち 底面平坦

252 ― 柱根 322 137 121 クリ 心持ち 底面平坦



図　　　版

凡　　　例

1 土器図版において断面黒塗りつぶしは須恵器である。

2 その他のアミ掛け等の凡例は各図版に示す。



遺構全体図 図 版 1
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Ⅰ区遺構分割図 図 版 2
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図 版 3 Ⅰ区遺構個別図（1） SB1～4
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Ⅰ区遺構個別図（2） SB5、SA1、9ESD1、9FSD1、11FSD1、8FSE1、9CSE1、9DSE2 図 版 4

12.8m

9ESD1 
 １ 茶褐色土 
 ２ 茶褐色土と黄褐色土の混合 
 ３ 褐色土 
 ４ 黄褐色土 

9ＦSD1 
 １ 暗茶褐色土　黄褐色ブロック少量含む 
 ２ 暗褐色土　　炭化物少量含む　しまりあり 

9ESD1 
 １ 褐色土　　　サビ混じる 
 ２ 暗褐色土 
 ３ 暗茶褐色土　サビ少々混じる 
 ４ 黄褐色土と暗褐色土の混合 
 ５ 黄褐色土 

11ＦSD1 
 １ 暗褐色土　炭化物混じる 
 ２ 暗褐色土　地山ブロック混じる 

8FSE1 
 １ 暗茶褐色土　　　しまりよし（溝の一部） 
 ２ 黒色土　　　　　炭層　しまり弱い 
 ３ 暗茶褐色土　　　しまりやや弱い 
 ４ 暗灰色粘質土　　しまり弱い 
 ５ 青灰色粘質砂土　（板材出土） 

9CSE1 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ２ 黄褐色土 
 ３ 赤褐色土　　しまりあり 
 ４ 茶褐色土　　黄褐色土ブロック含む 
 ５ 暗茶褐色土　粘性あり 
 ６ 暗茶褐色土　炭化物含む 
 ７ 青灰色粘土 

9DSE2 
 １ 黄褐色土 
 ２ 茶褐色土　　しまりあり 
 ３ 青灰色土 
 ４ 暗茶褐色土　粘性あり 
 ５ 暗茶褐色土　黄褐色土混じる 
 ６ 青灰色粘土 
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図 版 5 Ⅰ区遺構個別図（3） 9ESE1～3、9FSE1～4、9GSE1

9ESE1 
 １ 暗褐色土　　しまりよし 
 ２ 茶褐色土と暗茶褐色土の混合　黄褐色土ブロック混じる　しまり弱い 
 ３ 暗灰色土　　（水気多い）しまり弱い 
 ４ 暗灰色土と黒色土の混合（腐植物多い）　しまり弱い 9ESE2 

 １ 褐色土　　　　炭化物混じる 
 ２ 茶褐色土と黒色土の混合 
 ３ 黄褐色土 
 ４ 青灰色粘質砂土 
 ５ 黒色土　　　　暗茶褐色土少し混じる 
 ６ 暗茶褐色土と青灰色粘質砂土の混合　粘性弱い 

9ESE3 
 １ 褐色土 
 ２ 暗褐色土 
 ３ 茶褐色土 
 ４ 暗茶褐色土 
 ５ 茶褐色土と黄褐色土の混合 
 ６ 黄褐色土と暗茶褐色土の混合 
 ７ 暗灰色土　粘性あり 
 ８ 黒褐色土　炭層一部混じる（杓子状木製品出土） 
 ９ 青灰色ブロック 
 10 青灰色粘質砂土　（刀子出土） 

9FSE1 
 １ 褐色土　　しまりよし 
 ２ 褐色土　　１層よりやや粒子粗い 
 ３ 暗褐色土 
 ４ 黄褐色土 
 ５ 黒色土と暗灰色土の混合　粘性強い 

9FSE2 
 １ 暗褐色土　　しまりよし 
 ２ 褐色土　　　しまりよし（珠洲焼出土） 
 ３ 暗茶褐色土　しまりやや弱い 
 ４ 暗茶褐色土と黒色土の混合　しまりやや弱い 
 ５ 暗茶褐色土と暗黄褐色土の混合　粘性あり　しまり弱い（柱材出土） 
 ６ 暗茶褐色土と青灰色粘質砂土の混合　粘性あり　しまり弱い 
9FP13 
 １ 茶褐色土　　黄褐色土を含む　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土 
 ３ 暗茶褐色土と黒色土の混合 
 ４ 暗黄褐色土　しまりやや弱い 

9FSE3 
 １ 茶褐色土　　　　炭化物混じる　しまりよし 
 ２ 茶褐色土　　　　地山ブロック含む　 
  　　　　　　　　水分含みボソボソ 
 ３ 灰黒色土　　　　粘性あり 
 ４ 青灰色粘質砂土　かやを多量に含む 

9FSE4 
 １ 茶褐色土　　　黄褐色土少し混じる　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土　　しまりよし（礫出土） 
 ３ 暗茶褐色土　　黒色土混じる　しまりやや弱い 
 ４ 黄褐色土　　　暗茶褐色土混じる　粘性あり　 
  　　　　　　　しまりやや弱い 
 ５ 黄褐色土　　　しまりやや弱い 
 ６ 灰茶色土　　　黒色土混じる　粘性あり　しまり弱い 
 ７ 灰茶色土　　　しまり弱い 
 ８ 青灰色粘質土　しまり弱い 

9GSE1 
 １ 褐色土　　　　　しまりよし 
 ２ 褐色土と黄褐色土の混合　しまりやや弱い 
 ３ 茶褐色土　　　　しまりよし 
 ４ 黒色土　　　　　炭層　しまり弱い 
 ５ 黄褐色土　　　　しまり弱い 
 ６ 青灰色粘質砂土　しまり弱い 
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Ⅰ区遺構個別図（4） 9GSE2、10DSE1・2・4・5、10ESE1～4 図 版 6

9GSE2 
 １ 黄褐色土　　茶褐色土混じる　しまりやや弱い 
 ２ 黒色土　　　しまりやや弱い 
 ３ 暗茶褐色土　黒色土ブロック含む　しまりやや弱い 
 ４ 暗茶褐色土　しまりやや弱い（柱材検出） 
 ５ 黄褐色土と茶褐色土の混合　しまりやや弱い 
 ６ 暗茶褐色土　しまり弱い 
 ７ 灰色土　　　粘性あり　しまり弱い 
 ８ 暗灰色土　　黒色土の筋あり　粘性あり　しまり弱い 
 ９ 青灰色粘質砂土　しまり弱い 

10DSE1 
 １ 暗茶褐色土　地山ブロック含む　しまりあり 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック少々含む 
 ３ 茶褐色土　　黄褐色土混じる 
 ４ 灰褐色土　　黄褐色土混じる 
 ５ 灰褐色土　　しまり弱い 
 ６ 青灰色粘土　砂を含む 

10DSE2 
 １ 暗茶褐色土　地山ブロック 
   含む 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック 
   少々含む 
 ３ 暗茶褐色土　粘性弱 
 ４ 黄褐色土　　暗茶褐色土 
   混じる 
 ５ 黄褐色土 
 ６ 灰茶褐色土　粘性あり 
 ７ 青灰色粘土 

10DSE4 
 １ 茶褐色土 
 ２ 茶褐色土　　地山ブロック混じる 
 ３ 茶褐色土　　粘性あり 
 ４ 茶褐色土　　黄褐色土混じる 
 ５ 暗茶褐色土　腐植物・炭化物含む　崩れやすい 

10DSE5 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック多く含む 
 ２ 茶褐色土　　地山ブロック含む　しまりあり 
 ３ 茶褐色土 
 ４ 茶褐色土　　黄褐色土混じる 
 ５ 暗茶褐色土　炭化物多く含む 
 ６ 茶褐色土　　黄灰色土ブロック混じる 
 ７ 黄褐色土　　ブロック状 
 ８ 暗茶褐色土　粘性あり 
 ９ 黄褐色土　　暗茶褐色土含む　ブロック状 
 10 黄褐色土　　炭化物混じる　ブロック状 
 11 黄褐色土 
 

10ESE1 
 １ 茶褐色土　　　しまりあり 
 ２ 黄色土　　　　しまりあり 
 ３ 茶褐色土と黄色土混合　しまりあり 
 ４ 暗茶褐色土　　地山ブロック混じる　しまりやや弱い 
 ５ 暗茶褐色土と黒色土の混合　しまり弱い 
 ６ 暗茶褐色土　　腐植物層　しまり弱い 
 ７ 暗茶褐色土と青灰色土の混合　しまり弱い 
 ８ 暗茶褐色土と暗灰色土の混合　しまり弱い 
 ９ 青灰色粘質土　しまり弱い 

10ESE2 
 １ 茶褐色土 
 ２ 灰茶色土 
 ３ 茶褐色土　　灰色土混じる 
 ４ 暗茶褐色土　腐植物混じる 
 ５ 茶褐色土と青灰色粘質土の混合 

10ESE３ 
 １ 茶褐色土　　しまりあり 
 ２ 茶褐色土　　炭化物含む 
 ３ 灰褐色土　　茶褐色土含む 
 ４ 黄灰褐色土　粘性少 
 ５ 灰褐色土　　茶褐色土含む 
 ６ 暗茶褐色土　（曲物・板材出土） 
 ７ 青灰色土 
 ８ 暗茶褐色土　青灰色土含む（板材出土） 

10ESE4 
 １ 暗褐色土　　炭化物混じる　しまりよし 
 ２ 褐色土　　　黄色土・炭化物混じる　 
  　　　　　　しまりよし 
 ３ 暗茶褐色土　炭化物混じる　しまりよし 
 ４ 暗茶褐色土　しまりやや弱い 
 ５ 暗茶褐色土　黄色土混じる　しまりやや弱い 
 ６ 灰茶色土　　黄色土混じる　粘性あり　しまり弱い 
 ７ 暗茶色土と青灰色土の混合　粘性あり　しまり弱い 
 ８ 青灰色土　　粘性あり　しまり弱い 
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図 版 7 Ⅰ区遺構個別図（5） 10ESE5～7、10FSE1～7
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10ESE5 
 １ 褐色土　　　黄色土混じる 
 ２ 暗褐色土　　黄色土混じる 
 ３ 暗褐色土 
 ４ 暗灰色土　　粘性強し 
 ５ 暗灰色砂土　植物繊維・黒色土含む 

10ESE6 
 １ 暗褐色土 
 ２ 暗茶褐色土 
 ３ 暗茶褐色土　黄色土混じる 
 ４ 暗褐色土　　腐植物混じる 
 ５ 黒色土　　　腐植物混じる 
 ６ 炭層 

10ESE7 
 １ 暗褐色土 
 ２ 黒色土 
 ３ 青灰色砂土と炭層の混合 
 ４ 炭層　 
 ５ 青灰色砂土と暗灰色砂土の混合 

10FSE1 
 １ 暗褐色土　　地山ブロック・炭化物含む 
 ２ 黄灰色土と黄色土と暗褐色土の混合 
 ３ 暗褐色土　　１層よりやや暗い 
 ４ 黄色土と茶褐色土の混合 
 ５ 暗茶褐色土　黄色土少量混入 
 ６ 青灰色粘質土 
 

10FSE7 
 １ 茶褐色土　　しまりあり 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック含む 
 ３ 茶褐色土　　地山ブロック多く含む 
 ４ 暗茶褐色土　地山ブロック含む 
 ５ 茶褐色土　　しまりあり 
 ６ 黄褐色土　　暗茶褐色土含む 
 ７ 暗茶褐色土　黄褐色土・炭化物含む（板材出土） 
 ８ 青灰色粘土 

10FSE2 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ２ 茶褐色土　　地山ブロック多く含む 
 ３ 茶褐色土　　粘性あり　炭化物縞状に混じる 
 ４ 茶褐色土　　炭化物多く含む 
 ５ 暗茶褐色土　粘性あり 

10FSE3 
 １ 褐色土　　　　　しまりよし 
 ２ 黒色土　　　　　茶褐色土少し含む　しまりよし 
 ３ 暗褐色土　　　　しまりよし 
 ４ 暗茶褐色土　　　粘性あり　かやを含む　しまり弱い 
 ５ 灰色土　　　　　粘性あり　しまり弱い 
 ６ 暗茶褐色土　　　植物繊維多　　しまり弱い 
 ７ 黄褐色土　　　　しまり弱い 
 ８ 青灰色粘質砂土　しまり弱い（礫出土） 

10FSE4 
 １ 茶褐色土　　炭化物含む　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土　ややしまり弱い 
 ３ 黒茶色土　　ややしまり弱い 
 ４ 黒茶色土　　黄色土を含む　粘性あり 
 ５ 青灰色粘質土 
 ６ 黄褐色土 
 

10FSE5 
 １ 茶褐色土　　しまりよし 
 ２ 茶褐色土　　１層よりやや濃い　 
  　　　　　　黄色土混じる　ややしまり弱い 
 ３ 褐色土　　　ややしまり弱い 
 ４ 暗茶褐色土　しまり弱い 
 ５ 黒茶色土　　粘性あり　しまり弱い 
 ６ 黒茶色土　　粘性5層より強　しまり弱い（須恵器出土） 
 ７ 黄褐色土　　しまり弱い 
 ８ 青灰色砂土　しまり弱い 

10FSE6　 
 １ 茶褐色土　　　炭化物混じる 
 ２ 暗茶褐色土 
 ３ 褐色土 
 ４ 暗茶褐色土と黄褐色土の混合 
 ５ 灰茶色土 
 ６ 暗灰色粘質砂　（板材出土） 

10FP27 
 １ 茶褐色土と黄灰色土の混合 
 ２ 暗茶褐色土と黄灰色土の混合 
 ３ 青灰色粘質砂　暗茶褐色土少し混じる（柱材出土） 
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Ⅰ区遺構個別図（6） 10FSE8～10、10GSE1～4、11CSE2、11DSE1～3 図 版 8

10FSE8 
 １ 暗茶褐色土　しまりあり　炭化物含む 
 ２ 黄褐色土 
 ３ 茶褐色土　　黄褐色土含む 
 ４ 暗茶褐色土　粘性あり 
 ５ 黄灰褐色土　青灰色土含む 

10FSE9 
 １ 茶褐色土　炭化物混じる 
 ２ 茶色土と黄褐色土の混合 
 ３ 茶色土 
 ４ 黄灰色土　茶褐色のブロック含む 
 ５ 暗茶褐色土 
 ６ 暗褐色土　黄褐色土少し混じる　やや粘性あり 
 ７ 暗茶色土と暗灰色土の混合 
 ８ 青灰色粘質砂土 

10FSE10 
 １ 褐色土　　　地山ブロック含む　しまりあり 
 ２ 暗褐色土　　しまりやや弱い 
 ３ 炭層　　　　しまりやや弱い 
 ４ 黄褐色土　　しまりやや弱い 
 ５ 暗茶褐色土　しまりやや弱い 
 ６ 炭層　　       しまり弱い 
 ７ 黄褐色土　　しまり弱い 
 ８ 炭層　（植物繊維を多量に含む）しまり弱い 
 ９ 青灰色粘質砂土　しまり弱い 

10GSE3 
 １ 褐色土　　　　　　　　　炭化物含む　しまりよし 
 ２ 褐色土と茶褐色土の混合　黄褐色土少し含む　 
  　　　　　　　　　　　　しまりよし 
 ３ 暗褐色土　　　　　　　　しまりやや弱い 
 ４ 褐色土に黄灰色土の混合　しまりやや弱い 
 ５ 黄灰色土　　　　　　　　しまりやや弱い 
 ６ 炭層（黒色）　　　　　　しまり弱い 
 ７ 青灰色砂質土　　　　　　しまり弱い 

10GSE4 
 １ 茶褐色土　地山ブロック含む　しまりあり 
 ２ 茶褐色土　黄褐色土混じる 
 ３ 暗褐色土　粘性あり 

10GSE2 
 １ 茶褐色土　　しまりあり 
 ２ 黄褐色土 
 ３ 茶褐色土　　黄褐色土混じる 
 ４ 暗茶褐色土　しまり弱い 
 ５ 暗茶褐色土　炭化物混じる 
 ６ 青灰色粘土 

10GSE1 
 １ 茶褐色土　地山ブロック含む 
 ２ 茶褐色土　粘性あり 
 ３ 灰褐色土　細粒 

11CSE2 
 １ 暗茶褐色土　黄褐色土混じる 
 ２ 茶褐色土　　粘性あり 
 ３ 茶褐色土　　炭化物含む　粘性なし 
 ４ 青灰色粘土　（板材出土） 

11DSE1 
 １ 暗茶褐色土　地山ブロック含む　 
  　　　　　　しまりあり 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック少々含む 
 ３ 灰茶褐色土　青灰色粘土含む 
 ４ 灰茶褐色土 
 ５ 青灰色粘土　茶褐色土含む 
 ６ 黒褐色土 
 ７ 青灰色粘土 
 ８ 黒褐色土　　青灰色土を含む 
 

11DSE2 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック含む 
 ３ 茶褐色土　　炭化物・地山ブロック含む 
 ４ 暗茶褐色土　黄褐色土混じる 
 ５ 暗茶褐色土　しまり弱い 
 ６ 灰茶褐色土　粘性あり 
 ７ 青灰色粘土 

11DSE3 
 １ 暗茶褐色土　しまりあり 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック含む 
 ３ 暗茶褐色土　黒色炭化物含む 
 ４ 暗茶褐色土　黄褐色土含む 
 ５ 黄灰褐色土　粘性あり 
 ６ 青灰色粘土 
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図 版 9 Ⅰ区遺構個別図（7） 11DSE4、11ESE1～3・6～10

11DSE4 
 １ 茶褐色土　　黄褐色土混じる　しまりあり 
 ２ 茶褐色土　　粘性あり 
 ３ 暗茶褐色土　黄褐色土少々混じる 
 ４ 青灰色粘土　暗茶褐色土混じる 

11ESE1 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む　しまりあり 
 ２ 茶褐色土　　地山ブロック含む　粘性あり 
 ３ 灰茶褐色土　粘性あり 
 ４ 灰茶褐色土　粘性あり　黄色土少し含む 
 ５ 青灰色粘土 

11ESE２ 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック少々含む　やや粘性あり 
 ３ 青灰色土　　粘性あり 
11EP15 
 １ 茶褐色土　地山ブロック含む 
 ２ 黄褐色土　地山ブロック含む 
 ３ 暗褐色土　黒色土少々混じる　粘性あり 

11ESE6 
 １ 茶色土 
 ２ 暗茶褐色土　黄色土少量含む 
 ３ 黄色土・灰色土・茶褐色土の混合 
 ４ 暗灰色土と黒色土の混合（腐植物含む） 
 ５ 暗茶褐色土と青灰色粘質土の混合　粘性あり 

11EP39 
 １ 茶褐色土 
 ２ 暗黄色土 

11ESE8 
 １ 暗褐色土 
 ２ 暗褐色土と黄色土の混合 
 ３ 黄灰色土と暗褐色土の混合 
 ４ 暗茶褐色土　黄灰色土少し混じる 
 ５ 炭層 
 ６ 暗灰色粘質土 
 ７ 黄色土と青灰色粘質土の混合 
 ８ 暗茶褐色土　黄灰色粘質土少し混じる 
 ９ 青灰色粘質土 

11EP40 
 １ 暗褐色土　炭化物混じる 
 ２ 茶褐色土と黄色土の混合 
 ３ 黒色土と暗茶褐色土の混合 
 ４ 暗褐色土と黄色土の混合 
 ５ 暗茶褐色土　黄灰色土少し混じる 
 ６ 暗茶褐色土と黄色土の混合 

11ESE７ 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む　 
  　　　　　　炭化物混じる　 
  　　　　　　しまりあり 
 ２ 暗茶褐色土　赤サビを含む 
 ３ 暗茶褐色土　赤褐色土混じる 
 ４ 黒褐色粘土 

11ESE9　 
 １ 暗褐色土 
 ２ 茶褐色土　黄色土・灰色土を少量含む　サビを含む 
 ３ 炭層 
 ４ 暗灰色粘質土 
 ５ 黒色土と青灰色土の混合　粘性強い（礫・板材検出） 

11EP27　 
 １ 褐色土　黄色土少量含む 
 ２ 褐色土と黄色土の混合　 
  炭化物少量含む 
 ３ 茶褐色土　黄色土少量含む 
 ４ 暗茶褐色土　地山ブロック含む 
 ５ 暗灰色粘土 

11ESE10 
 １ 暗褐色土　炭化物・サビ混じる　しまりよし 
 ２ 撹乱　サビ混じる 
 ３ 暗褐色土　黄色土・黄灰色土混じる　しまりやや弱い 
 ４ 暗褐色土　暗茶褐色土の混合　粘性あり 
 ５ 暗茶褐色土　粘性あり 
 ６ 暗灰色土と青灰色土と黒色土の混合　粘性あり 
 ７ 黄色土と黄灰色土の混合 

1

12.8m

2 3

4

1

12.8m

2

3

4

5

1

12.8m

2

3

1
2

3

12.8m
1

12.8m

2

3

4

3

5

1
12.8m

2

3 4

5
6

7
8

9

5

6

3

4 3 4

12 1

2

1

12.8m

2

3

4

1

12.8m

2
3

4

5

5

2
1

2

3 4

1

12.8m
2

3

4

5

6

7 7

11D SE4 11E SE1 11E P1511E SE2

11E SE3 11E SE6
11E P3911E P40

11E SE8

11E SE7 11E SE9

11E P27

11E SE10

11E P20

0 2m（1:40） 



Ⅰ区遺構個別図（8） 11FSE1～13、12CSE1、12ESE1、8CSK1、9ESK12、10ESK12・24、10FSK68 図 版 10
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11FSE1 
 １ 撹乱（試掘トレンチ埋土） 
 ２ 暗茶褐色土　　　炭化物・焼土細粒含む　しまりあり 
 ３ 暗茶褐色土 
 ４ 黄白色粘土　　一部炭化物層含む　しまりあり 
 ５ 暗黄白色粘土　一部炭化物層含む　しまりあり 
 ６ 青灰白色粘質シルト　腐植物含み軟らかい　一部クズレ 
 ７ 暗黒色粘土　　　 

11FSE2 
 １ 暗茶褐色土　硬くよくしまる 
 ２ 黒灰色土 
 ３ 茶黒灰色土 
 ４ 黒色土　炭化物多い　炭化物層 
 ５ 黒色土　黄色粘土ブロック含む 
 ６ 黒色土　白色粘土ブロック含む　 
 ７ 暗茶黒色土　粘土ブロック含む 
 ８ 黒褐色土　しまりあり硬い 
 ９ 黒色腐植物層　軟らかくボロボロ 
 10 青灰色粘質シルト 

11FSE3 
 １ 茶褐色土　　炭化物少量・地山ブロック含む　しまりあり 
 ２ 暗茶褐色土　炭化物・地山ブロック少量含む　しまりあり 
 ３ 黒色土　粘性あり 
 ４ 黒色土　粘性強い 
 ５ 青灰色粘土層 

12CSE1 
 １ 茶褐色土　しまりあり 
 ２ 黒褐色土　粘性あり 
 ３ 黄褐色土　黒褐色土混じる 
 ４ 灰褐色土　砂を含む 

12ESE1 
 １ 茶褐色土　　　しまりよし 
 ２ 黄色土と茶褐色土の混合　しまりよし 
 ３ 茶褐色土　　　地山ブロック含む　しまりよし 
 ４ 暗茶褐色土　　しまりよし 
 ５ 暗茶褐色土　　地山ブロック含む　しまりやや弱い 
 ６ 暗灰色土と黄色土の混合　しまりやや弱い 
 ７ 暗黄色土と暗茶褐色土の混合　しまりやや弱い 
 ８ 暗黄色粘質土　　しまり弱い 
 ９ 青灰色粘質土と黒色粘質土の混合　しまり弱い 
 10 青灰色粘質土　　しまり弱い 

8CSK１ 
 １ 茶褐色土　　　地山ブロック含む 
　　　　　　　　　 ブロックわれあり（亀甲状） 
 ２ 暗茶褐色土　　しまり弱い 
 ３ 茶褐色土　　　地山ブロック混じる（木根が近い） 
 ４ 暗茶褐色土　　粘性あり 
 ５ 青灰褐色粘土 
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9ESK12 
 １ 茶褐色土　　黄褐色土を含む　しまりよし 
 ２ 灰茶色土　　黒色土混じる　 
  　　　　　　しまりやや弱い 
 ３ 暗茶褐色土　しまりやや弱い 
 ４ 黄褐色土　　暗茶褐色土少し混じる　 
  　　　　　　しまり弱い 
 

10ESK12 
 １ 褐色土と黄色土と黄灰色土の混合 
 ２ 暗褐色土　黄色土混じる 
 ３ 炭層 
 ４ 暗茶褐色土と暗黄色土の混合 
 ５ 暗茶褐色土 
 ６ 暗灰色土と茶褐色土の混合 
 ７ 暗灰色土 

10FSK68 
 １ 茶褐色土 
 ２ 暗茶褐色土 
 ３ 暗褐色土 
 ４ 黄褐色土　黄灰色土の混合 
 ５ 黄灰色土 
 ６ 青黒色粘質土 

10ESK24 
 １ 暗褐色土　炭化物混じる 
  　　　　　（須恵器出土） 
 ２ 黄灰色土　褐色土少々混じる 
 ３ 暗褐色土　黄色土・炭化物が混じる 

11F SE1 11F SE2 11FSE3

12C SE1 12E SE1 8C SK1

9E SK12 10E SK12 10E SK24 10F SK68
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図 版 11 Ⅰ区遺構個別図（9） 10FSK66、11CSK1・22、11ESK1・2・4・20・23、11FSK28・60、12FSK1
 

10FSK66 
 １ 暗茶褐色土 
 ２ 暗茶褐色土　黄灰色混じる 
 ３ 黄褐色土　　黄灰色土混じる 
 ４ 茶褐色土 
 ５ 茶褐色土　　黄褐色土少々混じる 
 ６ 黒茶色土 

11CSK1 
 １ 茶褐色土　　黄褐色土混じる 
 ２ 暗茶褐色土　粘性あり 

11ESK1 
 １ 暗黄色土と暗灰色土の混合 
 ２ 暗茶褐色土と茶褐色土の混合 
 ３ 暗灰色土と暗黄色土と茶褐色土の混合 
 ４ 暗灰色土　地山ブロック混じる　しまりやや弱い 
 ５ 暗灰色土と灰色土の混合　（柱根出土） 

11ESK2 
 １ 茶褐色土　　しまりよし 
 ２ 黄茶褐色土　しまりよし 
 ３ 暗灰色土　　粘性あり 
 ４ 黄色土・青灰色土混合 

11ESK4 
 １ 黄褐色土 
 ２ 黄褐色土　　しまりあり 
 ３ 暗茶褐色土　地山ブロック含む 
 ４ 茶褐色土　　黄褐色土縞状に混じる　しまりあり 
 ５ 灰褐色土　　粘性あり 
 ６ 暗茶褐色土　粘性あり（木材・下駄出土） 

11ESK20 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ２ 暗茶褐色土 
 ３ 茶褐色土　　褐色土含む　しまりやや弱い 
 ４ 黄褐色土　　しまり弱い所あり 
 ５ 黄褐色粘土　黒褐色土混じる 

11ESK23 
 １ 茶褐色土　黄色土少量含む 
 ２ 黄灰色土と黄色土の混合　粘性あり 

11FSK28 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ２ 茶褐色土　　粘土含む　 
 ３ 青灰褐色土　地山ブロック含む 

11FSK60 
 １ 暗茶褐色土　地山ブロック含む　しまりあり 
 ２ 黄褐色土　　暗茶褐色土含む 
 ３ 暗茶褐色土　茶褐色土含む 
 ４ 黄褐色土　　暗茶褐色ブロック含む 
 ５ 暗茶褐色土　しまりあり 
 ６ 暗茶褐色土　黄褐色土混じる　粘性少々あり 
 ７ 黄褐色土　　褐色土混じる　粘性あり 
 ８ 黄褐色土　　粘性あり 

12FSK1 
 １ 暗灰色粘質土 
 ２ 黄灰色土と黄色土の混合 

11CSK22 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック含む 
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Ⅱ区遺構分割図・遺構個別図（1） 14FSD1 図 版 12
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14FSD１ 
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図 版 13 Ⅱ区遺構個別図（2） SB6～8

 
 １  暗褐色土　黄褐色土ブロック　炭化物少量含む 
 ２  暗褐色土と黄褐色土の混合 
 ３  黄褐色土ブロック　２層に類似 
 ３’３層に同じだが白黄色を呈す 
 ４  暗褐色土　粘性あり　１層・２層より黒っぽい 
 ５  灰白粘土層　粘性あり 

 
 １ 黄褐色土　地山ブロックを含む 
 ２ 茶褐色土　しまりあり 
 ３ 黄褐色土　地山ブロックを含む　少々明るい 
 ４ 茶褐色土　粘性あり 

 
 １ 黄褐色土　　茶褐色土混じる 
 ２ 暗茶褐色土　しまりよし 
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Ⅱ区遺構個別図（3） SB9・10、SA2～4 図 版 14

 
 １ 暗褐色土　黄褐色ブロック　炭化物含む 
 ２ 黄褐色土　青褐色土　炭化物含む 
 ３ 青灰白色粘土　粘性強し 

 
 １ 黄褐色土　　ブロック状　炭化物粒混入 
　　　　　　　　よくしまり硬い　 
 ２ 暗茶褐色土　ブロック　よくしまり硬い 
 ３ 茶褐色土 
 ４ 黄色地山土　茶褐色土混入 

 
１　茶褐色土　　地山ブロック含む 
２　暗茶褐色土　しまりあり 

 
１　茶褐色土　灰褐色土含む 
２　灰褐色土　 
３　灰色粘土　灰褐色土含む 
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図 版 15 Ⅱ区遺構個別図（4） 13DSE1～3、13ESE1・2・4、13F1～3

13DSE2 
 １ 青灰色粘土　地山ブロック含む 
 ２ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ３ 黄褐色土 
 ４ 暗茶褐色土　粘性少々あり 
 ５ 黒褐色土　　しまり弱い 

13DSE3 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む　 
  　　　　　　炭化物含む 
 ２ 黄褐色土　　茶褐色土含む 
 ３ 青灰褐色土　茶褐色土混じる 
 ４ 青灰色粘土 

13ESE2 
 １ 暗茶褐色土　　地山ブロック含む　しまりあり 
 ２ 暗茶褐色土　　粘性あり 
 ３ 茶褐色土　　　地山ブロック含む 
 ４ 暗青茶褐色土　しまり弱く脆い 
 ５ 青灰色粘土 
 

13FSE1 
 １ 茶褐色土　硬くよくしまる 
 ２ 黄色ブロック　暗茶褐色土混入　　硬くよくしまる 
 ３ 暗茶褐色土　硬くよくしまる 
 ４ 黒褐色土　硬くよくしまる 
 ５ 暗褐色土　黄灰色ブロック混入　しまりなし　 
 ６ 黒褐色土　黄灰色ブロック混入　しまりなし 
 ７ 暗黄灰色粘質シルト　しまりなし 
 ８ 暗青灰色粘質土　しまりなし 
 ９ 黒色土　腐植物層　軟かくドロドロ 

13FSE2 
 １ 黒茶褐色土　　黄色土粒混入　粉質よくしまり硬い 
 ２ 黄白色粘土粒　よくしまる　ブロック状 
 ３ 暗黄白色粘土 
 ４ 黒褐色粘質土 
 ５ 黒色粘質土　　青灰色シルトブロック混入 
 ６ 茶色土　　　　腐植物層　カヤ・ヨシの束のようにみうけられる 
 ７ 黒色炭層細粒　植物草本の炭 
 ８ 暗青灰色シルト 
 

13FSE3 
 １ 暗褐色土　黄褐色ブロック多量に含む　炭化物少量含む 
 ２ 暗褐色土　１層より暗く　サビ？を含む 
 ３ 黒褐色土 
 ４ 白色粘土層 
 ５ 黄褐色土　黒褐色ブロック混じる 

13D SE1

13E SE1

13DSE1 
 １ 茶褐色土 
 ２ 暗茶褐色土　黄褐色土・炭化物混じる 
 ３ 黒褐色土　　粘性あり 
 ４ 黄褐色土 
 ５ 灰褐色土　　粘性あり 
 ６ 青灰色粘土 
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Ⅱ区遺構個別図（5） 14DSE1・2、14ESE1、14FSE1～7 図 版 16

1

13.0m

23' 3

12.8m

14DSE2 
 １ 茶褐色土 
 ２ 茶褐色土　地山ブロック含む 
 ３ 茶褐色土・暗茶褐色土の混合　地山ブロック含む 
 　　　　　　　（珠洲焼出土） 
 ４ 暗茶褐色土 
 ５ 暗茶褐色土と青灰色土と黄色土の混合 
 ６ 暗黄色土と青灰色土の混合　粘性ややあり 

14FSE1 
 １ 暗褐色土　地山ブロック多量に含む　 
  　　　　　炭化物含む　しまり強い 
 ２ 暗褐色土　粘性あり 
 ３ 黄褐色土　粘性・しまりあり 
 ３’黄褐色土と暗褐色土の混合　 
  　　　　　粘性・しまりあり 
 　２層下の土層　境界ははっきりしないが 
  　　　　　　青色砂層と思われる 
  　　　　　　（遺物出土層） 

14FSE2 
 １　暗褐色土　地山ブロック多量に含む　 
 　　　　　　　しまり強い 
 ２　黄褐色土と暗褐色土の混合　 
  　　　　　 粘性あり　しまりあり 
 ２’黄褐色土と暗褐色土の混合　 
  　　　　　 粘性やや強し　しまりあり 
 ３　暗褐色土と類似　しまり強い 
 ４ １層・３層に類似　 
 　　　　　　　地山ブロック　少量含む　 
 　　　　　　　粘性強し（土師器と礫出土）　　 

14FSE5 
 １ 茶褐色土　　細粒　よくしまって硬い 
 ２ 暗茶褐色土　細粒　よくしまって硬い 
 ３ 黒茶褐色土　細粒　よくしまって硬い 
 ４ 黒褐色土　　ややしまりあり 
 ５ 白色粘土　　ブロック状　脆い 
 ６ 黒褐色土　　４層類似 
 ７ 白色粘土　　グライ化して青白いボソボソ 
 ８ 黒色粘質土　炭化物多 
 ９ 炭化物層　　細粒 
 10  白黄色粘土（地山崩落）しまりなし 
 11  暗黒灰色粘質土　地山ブロック混入　（黒色粘質土） 

14FSE4 
 １ 暗褐色土と黄褐色土の混合　しまり強い 
 ２ 暗褐色土　鉄粒子を多量に含む　粘性あり 
 ３ 暗褐色土　鉄粒子多　粘性強い 
 ４ 青灰色粘質土　粘性非常に強い 

14FSE6 
 １ 茶褐色土　均質で細粒の粘質土　よくしまって硬い 
 ２ 茶褐色土　黄色細粒　炭化物含む　しまりあり硬い 
 ３ 黄色地山土　　　（２層を含む）固くしまる 
 ４ 暗茶褐色土　　　　しまりあり 
 ５ 黄色地山土と暗褐色の混合 
 ６ 暗黄褐色土　地山土・暗茶褐色土混じる 
　　　　　　　　５層より暗い　しまりややあり 
 ７ 黒色炭層　黄色土ブロック含む　しまりなくボソボソ 
  　　　　　（板材出土） 
 ７’黒色炭層　細粒 
 ８ 黄色粘土　地山土　ブロック層 
 ９ 黒褐色粘質土　水分多く　しまりなし 

14FSE7 
 １ 黄色ブロック混入　茶褐色土　硬い　 
  　　　　　　　　　炭化物少し含む 
 ２ 黄色粘質土　地山土　硬くしまる　 
  　　　　　　茶褐色土粒・炭化物わずかに含む 
 ３ 黒褐色土　黄色土混じる　しまりあり 
  　　　　　２層+４層（２層勝る） 
 ４ 黒褐色粘質土　水分多く粘性あり　 
  　　　　　　　しまりなし 
 ５ 黄色粘質土　地山土　しまりあり 
 ６ 黒褐色粘質土　水分粘性多い　 
  　　　　　　　しまりあり　 
　　　　　　　　　４層よりややより硬い 
 　　　　　　　　　　（珠洲焼・礫出土） 
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図 版 17 Ⅱ区遺構個別図（6） 14FSE8、15ESE1～3、15FSE1・2・6

14FP48 
 １ 茶褐色土　　しまりあり硬い 
 ２ 黄色粘質土　しまりあり硬い 
 ３ 茶褐色土と黄色粘土の混合 
　　　　　　　 　しまりあり硬い 
 ３’茶褐色土と黄色粘質土混合　 
  　　　　　　　   しまりあり硬い 
 ４ 黄白色粘土　ややしまりあり 
 ５ 暗褐色土　　しまりなく脆い 
 ６ 黄白色土　　硬くしまる 
 ７ 黒褐色土　　しまりなし 

14FSE8 
 １ 茶褐色土　　黄色土ブロック　炭化物粒わずかに含む　 
  　　　　　　硬くしまりあり 
 ２ 暗茶褐色土　炭化物粒含む（１と３の中間）ややしまりなし 
 ３ 黒褐色土　　炭化物粒　黄色粘質土ブロック含む 
 ４ 黄色地山土　しまりなし　 
 ５ 黒茶褐色土　しまりあり 
 ６ 青灰色粘質土　黄色地山土グライ化 
 ７ 暗褐色土　　ボソボソ 
 ８ 黒色土　　　植物炭化層 
 ９ 黄茶褐色土　１・２層+黄色土粒子 

15ESE1（15FP2） 
 １ 茶褐色土　地山ブロック混じる　しまりやや弱い 
 ２ 茶褐色土　しまりよし 
 ３ 暗茶褐色土 
 ４ 黄色土・青灰色粘質土・黒色土の混合 
 ５ 暗黄色土・青灰色土の混合 
 ６ 黒色土・茶褐色の混合　粘性あり 
 ７ 青灰色粘質土・黄色粘質土の混合　（漆器椀出土） 

15ESE2 
１　暗茶褐色土　しまりよし 
２　茶褐色土　　地山ブロック多い　しまりやや弱い 
３　黒茶褐色土 
４　茶褐色土　　地山ブロック含む　しまり弱い 
５　暗茶褐色土 
６　暗茶褐色土　地山ブロック混じる 
７　青灰色粘質土と青色粘質土の混合 
８　黒茶褐色土　粘性あり　（板材出土） 
９　青灰色粘質土 
10　黄灰色土と茶褐色土の混合 

15ESE3　 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ２ 暗茶褐色土　黒色土混じる　少し粘性あり 
 ３ 茶褐色土　　灰色砂質土混じる 
 ４ 黄灰色土　　暗茶褐色土混じる 
 ５ 黄色土　　　黄灰色粘質土　暗茶褐色土混じる 
 ６ 青灰色粘質土 

15EP1 
 １ 暗茶褐色土　　　植物繊維含む 
 ２ 暗茶褐色土　　　黒色土混じる　少し粘性 
   あり（土器片出土） 
 ３ 茶褐色土　　　　灰色砂質土混じる 
 ４ 青灰色粘質土　　黄色粘質土混じる 
 ５ 黄色粘質土　　　暗茶褐色粘質土混じる 

15FSE1 
 １ 暗褐色土　　しまりあり 
 ２ 暗褐色土　　地山ブロックを含む 
 ３ 暗茶褐色土 
 ４ 茶褐色土　　粘性あり 
 ５ 暗茶褐色土 
 ６ 暗茶褐色土　灰色粘土を含む 

15FSE2 
 １ 暗褐色土　　　白色粘土粒混入　しまりあり 
 ２ 黒色土　　　　水分多く粘性あり　軟らかい 
 ３ 白色粘土質シルト（地山崩れか）水分少なく　 
  　　　　　　　よくしまる 
 ４ 暗黄茶褐色土　粘性あり　軟らかい 
 ５ 暗黄褐色土　　粘性あり　軟らかい 

15FSE6 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック混じる　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック　黒色土混じる 
 ３ 灰茶褐色砂土 
 ４ 暗茶褐色土　しまり弱い 
 ５ 褐色土　　　地山ブロック多い　黒色土混じる　 
  　　　　　　しまり弱い 
 ６ 褐色土 
 ７ 茶褐色土　　黄色・灰色土混じる　粘性あり 
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Ⅱ区遺構個別図（7） 15FSE7・9～11、16GSE1、13ESK1、13FSK2、14FSK73 図 版 18

15FSE7 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック混じる　しまりよし 
 ２ 茶褐色土 
 ３ 暗茶褐色土　しまりやや弱い 
 ４ 暗茶褐色土　地山ブロック・灰色土含む　粘性ややあり 
 ５ 灰茶褐色土　地山ブロック・黒色土含む 
 ６ 暗茶褐色土　青灰色土含む 
 ７ 青灰色土　　暗茶褐色土含む 
 ８ 暗茶褐色砂土 
 ９ 灰色土　　　粘性あり 

15FSE9 
 １ 暗茶褐色土 
 ２ 茶褐色土　　地山ブロックを含む 
 ３ 黒褐色土　　地山ブロック含む 
 ４ 灰茶褐色土　粘性あり 

15FSE10 
 １ 茶褐色土　　しまりあり 
 ２ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ３ 黄褐色土　　粘性あり 
 ４ 暗黄褐色土　粘性強い 
 ５ 暗茶褐色土 
 ６ 茶褐色土　　灰色土含む 
 ７ 茶褐色土　　しまり弱い 

15FSE11 
 １ 茶褐色土　青色土含む　しまりあり 
 ２ 茶褐色土　地山ブロック含む　 
  　　　　　しまりあり 
 ３ 茶褐色土　砂土ブロック・黒色土含む 
 ４ 黄褐色土　茶褐色土を含む　 
  　　　　　しまりあり 
 ５ 黄灰色砂土 
 ６ 灰褐色土　黒色土含む 
 ７ 灰褐色土　粘性あり 
 ８ 灰黄色粘土 
 ９ 灰褐色土　粘性強い 

15FP75 
 １ 茶褐色土　地山ブロック含む　しまりよし 
 ２ 茶褐色土　青色土含む　しまりあり 
 ３ 黄褐色土　地山ブロック含む 

16GSE1 
 １ 茶褐色土　　地山ブロック含む 
 ２ 暗茶褐色土　地山ブロック少し含む 
 ３ 暗茶褐色土 
 ４ 暗茶褐色土　粘性あり 
 ５ 茶褐色土　　粘性あり 
 ６ 青灰黄色土　粘性あり 
 ７ 青灰色粘土 

13ESK1 
 １ 茶褐色土　　粉質で硬くよくしまる 
 ２ 暗茶褐色土　粉質で硬くよくしまる 

13FSK2 
 １ 白黄色粘土ブロック　黒褐色土混入　硬くよくしまる 
 ２ 黒褐色土　白黄色粘土ブロック混入　硬くよくしまる 
 ３ 青灰色粘質シルト　黒色土混入　硬くよくしまる 
 ４ 黄白色粘質シルト　暗褐色土混入　硬くよくしまる 

 14FSK73 
 １ 茶褐色土　紛質でよくしまって硬い 
 ２ 暗褐色土　黄色土ブロック混入　しまりあり 
 ３ 黒褐色土 
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図 版 19 Ⅲ区遺構分割図・遺構個別図　92SD1～4、92SE1・2、92SK1

92SD1 
 １ 暗青灰色砂質土　青灰色土が混入 

92SD2 
 １ 暗青灰色土 
 ２ 地山土　　暗青灰色土がわずかに混じる 

92SK1 
 １ 暗青灰色砂質土　地山土がわずかに混じる 
 ２ 地山の崩れ　　　流れ込み 
 ３ 暗青灰色土　　　地山土が多く均質に入る 
 ４ 暗青灰色土 
 ５ 黄灰色土 

92SD3 
 １ 暗青灰色砂質土 

92SD3 
 １ 暗青灰色土　地山土がまだらに入る 
 ２ 暗青灰色土 
 ３ 地山土ブロック 
 ４ 暗青灰色土　地山土混じる 
 ５ 暗青灰色土 

92SD4 
 １ 暗青灰色土・地山土ブロック 
 ２ 黒色土 

92SE1 
 １ 暗青灰色砂質土 
 ２ 黒灰色土　　地山土ブロックが入る 
 ３ 黒色土　　　地山土ブロックが入る 
 ４ 暗茶褐色土　地山土の細かいブロックが入る　 
　　　　　　　　  腐植物が多い（須恵器出土）　 

92SE2 
 １ 暗灰色土　　地山土ブロック入る 
 ２ 地山の崩れ　暗青灰色土をわずかに含む 
 ２’ 地山の崩れ　暗青灰色土を多く含む 
 ３ 暗青灰色土　地山土ブロックを含む 
 ３’ 暗青灰色土　地山土ブロックが多い 
 ４ 黒灰色土 
 ５ 黒色土　　　地山土ブロック混じる 
 ６ 黒色土 
＊ ４～６層は、腐植物を多量に含む 

92SD3 
 １ 暗青灰色砂質土 
 ２ 暗青灰色土　地山土混じる 
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Ⅳ区遺構分割図・遺構個別図（1）92SD5・6 図 版 20

0 7.5m（1：150） 

0 2m（1：40） 

92SD5－壁A 
 １ 暗褐色土 
 ２ 暗褐色土・黄白色土 

92SD6 
 １ 暗褐色土　　　黄白色地山土混じる 
 ２ 黄白色地山土　暗褐色土がわずかに混じる 

92SD5 
 １ 暗褐色土 
 ２ 暗褐色土・黄白色土 
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図 版 21 Ⅳ区遺構個別図（2） SB11～13

0 4m（1：80） 0 2m（1：40） 
P SB

 
 １ 暗茶褐色土　炭化物含む 
 ２ 暗褐色土　　地山ブロックが細かく混じる 
 ３ 黄白色土　　茶褐色土混じる 

 
 １ 茶褐色土　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色粘質土 
 ３ 黄白色地山土崩れ 

 
 １ 明茶褐色土　　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土　　しまりよし 
 ３ 明茶褐色土　　黄白色地山土混じる　しまりよし 
 ４ 茶褐色粘質土　黄白色地山土が多量に入る　軟らかい 
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Ⅳ区遺構個別図（3） SB14・15、92SE3～5 図 版 22

0 2m（1：40） 0 4m（1：80） 
SB P・SE

92P98 
１　明茶褐色土 
２　茶褐色土 
３　暗茶灰色粘土 

92SE3 
 １ 茶褐色土 しまりよし（遺物包含層の落込み） 
 ２ 茶褐色土 地山土混じる 
 ３ 暗青灰色土 地山土混じる　 
 ４ 暗茶灰色土 １層と３層混合　しまりなし 
 ５ 暗茶褐色土 地山土がわずかに混じる　 
   しまりなく軟らかい 
 ６ 黒褐色土 カヤなどの混じりはあるが、 
   他の井戸のように、 
   はっきり層になるほどはない　 
   しまりが悪く柔かい 
 ７ 黒灰色土 カヤなどが混じる　しまりなく軟らかい 

92SE4 
 １ 茶褐色土　　地山土ブロックが多く入る　硬くしまる 
 ２ 茶褐色土　　地山土ブロックの混入が少ない　硬くしまる 
 ３ 暗茶褐色土　地山土ブロック混入　しまりは弱い 
 ４ 黒灰色粘土　青灰色シルトがわずかに混じる 
 ５ 黒色粘土　　カヤが互層に入る（遺物多く出土） 
 

92SE5 
 １ 灰褐色粘土 酸化した土の筋がまだらに入る　 
   しまりよし 
 ２ 灰褐色土 黄白色地山土混じる 
 ３ 灰褐色粘土 地山土がわずかに混じる 
 ４ 黒灰色土 
 ５ 暗灰色土 青灰色地山土混じる　粘質土　 
   しまりなし 
 ６ 暗灰色土 スサが多量に入る　しまりなし 
 ７ 暗灰色土 灰黄色地山土混じる　 
   スサは入らない 
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図 版 23 Ⅳ区遺構個別図（4） 92SE6～12、92SK9、92SD5

0 2m（1：40） 
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92SE9 
 １ 明茶褐色土 混じりなく　しまりよし 
 ２ 茶褐色土 黄白色地山土ブロック混じる 
 ３ 茶褐色土 混じりなし 
 ４ 茶褐色土 黒色土（炭）が混じる 
 ５ 黒色土 炭が多い 
 ６ 茶褐色砂質粘土 黄白色地山土が多量に混じる 
 ７ 暗灰色砂質粘土 黄白色地山土混じる 

92SE10 
 １ 茶褐色土　混じりなし　 
  　　　　　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土 
 ３ 黒色土 
 ４ 暗灰色砂質粘土 
 ５ 黒灰色　　砂質粘土 

92SE11 
 １ 茶褐色土 混じりなく　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土 しまりよし 
 ３ 茶褐色土 黄白色地山土ブロック混じる 
 ４ 黄白色地山土 黒色土混じる 
 ５ 青灰色土 暗灰色土混じる 

92SE12 
 １ 暗茶褐色土 
 ２ 黒灰色土 
 ３ 暗灰色土 
 ４ 青灰色土 
 ５ 黒灰色土 

92SE6 
 １ 暗茶褐色土 
 ２ 灰黒色土 
 ３ 黄灰色土　地山の崩れ 
 ４ 暗灰色土 

92SE7 
 １ 茶褐色土 しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土 炭混じる　しまりよし 
 ３ 暗茶褐色土 地山土の黄白色土が混じる 
 ４ 暗灰色土 地山土の青灰色土が混じる 
 ５ 暗灰色土 
 ６ 黒色土 スサ入り 
 ７ 黒灰色土 
 ８ 地山土（青灰色土）の崩落　軟らかくブカブカ 

92SD5 
 １ 黄白色土　　　明褐色土がシミ状に混じる 
92SK9 
 １ 暗褐色土　　　まじりなくしまりよし 
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Ⅳ区遺構個別図（5） 92SE13～17、92SK13・14・19 図 版 24

0 2m（1：40） 

92SD5 
 １ 暗褐色土　黄白色土混じる 
92SE13 
 １ 明茶褐色土 
 ２ 茶褐色土 
 ３ 暗茶褐色土 
 ４ 暗茶褐色土　黄白色地山土混じる 
 ５ 青灰色土　　地山土の崩れ 
 ６ 黒灰色土　　カヤが混じる 
 ７ 茶褐色土　　まじりなし 
 ８ 茶褐色土　　地山土がまだらに入る 

92SE14 
 １ 褐色土 しまりあり 
 ２ 褐色土 地山土ブロックに状混じる 
 ３ 暗褐色土 しまり弱い 
 ４ 暗褐色土 粒子細かい 
 ５ 黄褐色土 
 ６ 暗褐色土 しまり弱い 
 ７ 暗青灰色粘土 
 ８ 暗青灰色粘土 やや黄味がかる 
 ９ 暗青灰色粘土 黒色土含む 

92SE15 
１　黄褐色土と茶色土の混合　しまりあり　炭化物少量混じる 
２　黄褐色土と茶色土の混合　茶色土やや多し 
３　茶褐色土　　　地山土ブロック状混じる　しまりあり 
４　茶褐色土　　　黒色炭化物かなり含む 
５　茶褐色土　　　黄褐色土まだら状に混じる 
５’茶褐色土　　　やや黄褐色土少々 
６　茶褐色土　　　かなりしまりあり 
７　黄灰色粘土　　レンズ状入り込み 
８　黒色炭化物層　しまり弱い（挽臼と木片出土） 
９　青灰色粘土　 

92SE16 
 １ 茶褐色土 
 ２ 暗茶褐色土 
 ３ 黄白色地山土の崩れ 
 ３’ 地山土の流れ込み 
 ４ 黒褐色土　カヤが入る 
 ５ 暗灰色土 
 

92SE17 
 １ 茶褐色土 しまりよし 
 ２ 暗青褐色土 地山土か？ 
 ３ 黄灰色土 酸化した土混じる　地山土か？ 
 ４ 暗茶灰色土　 
 ５ 黒灰色土 黄白色地山ブロックがわずかに入る　崩れやすくブカブカ 
 ６ 黒褐色土 粘性強　黄白色地山ブロックがわずかに入る　崩れやすくブカブカ 
 ７ 黒色土 スサが入る　崩れやすくブカブカ 
 ８ 黄白色土 地山の崩れ　粘土　崩れやすくブカブカ 
 ９ 黄灰色土 地山の崩れ　粘土　崩れやすくブカブカ 
 10  明青灰色土 地山の崩れ　粘土　崩れやすくブカブカ 
92SK13 
 １ 茶褐色土　炭化物をごくわずかに含む 
 ２ 茶褐色土　黄白色土が混じる 
92SK14 
 １ 暗茶灰色土 
 ２ １層に黒灰色土が混じる 
 ３ 暗茶褐色土　黄白色地山土ブロックが多く入る 
92SK19 
 １ 茶褐色土　　しまりよし 
 ２ 暗茶灰色土　炭化物含む 
 ３ 暗茶褐色土　炭化物含む 
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図 版 25 Ⅳ区遺構個別図（6） 92SE18～21、92SK2～4・16

0 2m（1：40） 
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92SE18 
 １ 暗褐色土　　　　　　　わずかに地山土が混じる　しまりがよい 
 ２ 黒褐色土　　　　　　　炭化物含む 
 ２’淡黒褐色土　　　　　　炭化物含む 
 ３ 茶褐色土　　　　　　　地山土がブロック状に多く入る 
 ４ 黄白色地山土の崩れ　　流れ込み 
 ５ 茶褐色土　　　　　　　地山土が細かく入る 
 ６ 黄白色地山土の崩れ　　茶褐色土がわずかに入る 
 ７ 暗茶灰色土（粘質土）　黄白色地山土わずかに入る 
 ８ 黒褐色土　　　　　　　炭化物含む 
 ９ 暗灰色粘土　　　　　　青灰色地山土混じる 
 10  青灰色粘土　　　　　　地山の崩れ　暗灰色粘土混じる 

92SE19 
 １ 黄白色土　　灰色土混じる　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土　黄白色土がわずかに混じる　 
  　　　　　　しまりよし 
 ３ 暗灰色土 
 ４ 黒灰色土　　粘質 
 ５ 黒灰色土　　青灰色粘土混じる　粘質 
 ６ 黄白色地山土ブロック 92P121 

 １ 暗灰色土 
 ２ 暗茶灰色土 

92SE20 
 １ 暗茶褐色土　　　しまりよし 
 ２ 暗灰色土　　　　暗茶褐色土混じる　しまりよし 
 ３ 暗灰色粘質土 
 ４ 暗灰色粘質土　　黄白色地山土がブロック状に入る 
 ５ 黒灰色粘質土　　黄白色地山土が多く混じる 

92SE21 
 １ 暗茶褐色土 炭化物含む　混じりがなく　 
   しまっている　粒子の細かい土 
 ２ 暗茶褐色土 黒色土多く混じる 
 ３ 暗茶褐色土 少し粘質 
 ４ 暗茶褐色粘質土 黄白色地山土が多く混じる 
 ５ 暗灰色粘土 黄白色地山土が細かく混じる 

92SK2 
 １ 淡茶褐色土　しまりよし 
 ２ 淡茶褐色土　黄白色地山土混じる 
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 ２ 灰褐色土　　　地山の黄白色土がわずかに混じる　酸化した土が混じる 
 ３ 黒色土　　　　炭化層　粒子が細かくフカフカしている　（土師質土器出土） 
 ４ 暗灰褐色土　　黄白色地山土混じる 
 ５ 暗灰褐色土 
92SK4 
 １ 灰褐色土　　地山の黄白色土がわずかに混じる　酸化した土が混じる 
 ２ 灰褐色土　　黄白色地山土ブロックが多く入る 
 ３ 灰褐色土　　黒色土混じる 
 ４ 暗灰褐色土 
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Ⅳ区遺構個別図（7） 92SK5・7・10～12・16・17・20～22・24 図 版 26

0 2m（1：40） 

92SK5 
 １ 茶灰色土　　酸化したブロックが入る 
 ２ 暗茶灰色土　しまりよし 

92SK7 
 １ 茶褐色土　　混じりなし　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土　酸化した筋が入る 
 ３ 茶灰色土 
 ４ 暗灰色土 

92SK10 
 １ 暗灰色土　黄白色地山土ブロックが入る 
92SK11 
 １ 茶灰色土　水で酸化した筋が入る　しまりなし 

92SK12 
 １ 明茶褐色土 
 ２ 暗茶褐色土 
 ３ 黒色土　　　粘質土 
 ４ 暗茶褐色土　黄白色地山土混じる 

92P27 
 １ 明茶褐色土 
 ２ 茶褐色土 
 ３ 暗茶褐色土 

92SK16 
 １ 暗茶褐色土　粒状の黄白色地山土が混じる　しまりよし 
 ２ 暗茶灰色土　黄白色地山土がわずかに混じる　しまりよし 

92SK17 
 １ 茶褐色土　　　黄白色地山土が多量に混じる 
 ２ 暗茶褐色土　　水で酸化した土が混じる 
 ３ 暗茶灰色土　　黄白色地山土が崩れて流れ込む 
 ４ 黒灰色粘質土 
 ５ 暗茶褐色土 

92SK20 
 １ 暗茶灰色土　地山土少量含む　しまりよし 

92SD5 
 １ 暗褐色土 
 

92SK21 
１　暗灰色土　砂っぽい粘土 
２　暗灰色土　地山土（黄白色土）が混じる 
３　黄白色土　茶褐色土混じる 
４　黄白色地山土 

92SK24 
 １ 茶褐色土　　　炭化物をわずかに含む　しまりよし 
 ２ 黄白色地山土ブロック 
 ２’ 茶褐色土　　　黄白色地山土混じる 
 ３ 暗灰色土 
 ４ 暗茶灰色土　　酸化した赤褐色の筋が入る 
 ５ 黄白色地山土　暗茶灰色土混じる 
 ６ 暗褐色土　　　黄白色地山土混じる 

92SK22 
 １ 茶褐色土　　炭化物を含む　しまりよし 
 ２ 茶褐色土　　暗灰色土が混じる　しまりよし 
 ３ 明茶褐色土 
 ４ 暗灰色粘質土 
92P118 
 １ 暗茶灰色土　黄白色地山土がわずかに混じる　　　 
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図 版 27 Ⅳ区遺構個別図（8） 92SK25～31

0 2m（1：40） 

92SK25 
 １ 暗茶褐色土　混じりなし　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土　黄白色地山土と酸化した褐色土が混じる　 
  　　　　　　しまりよし 
 ３ 暗茶褐色土　黒色土混じる　炭化物含む 
 ４ 茶褐色土 
 ５ 暗褐色土　　黄白色地土を多く含む 
92SK26 
 １ 暗褐色土　　　黄白色地山土が細かく混じる 
 ２ 黄白色地山土　暗褐色地山土混じる 

92SK27 
 １ 暗褐色土　　炭多く含む　しまりよし 
 ２ 暗褐色土　　細かい黄白色地山土が混じる 
 ３ 暗茶褐色土　しまりよし 
 ４ 黒褐色土　　しまりよし 

92SK30 
 １ 暗茶褐色土 
 ２ 黄灰色粘土　酸化した褐色土混じる 
 ３ 暗灰色粘土 
 ４ 暗灰色粘土　黄灰色粘土混じる 

92P151 
 １ 暗茶灰色土 
 ２ 黄白色地山土　暗茶灰色土混じる 
 

92SK28 
 １ 茶灰色土 
 ２ 暗茶褐色土　黄白色地山土が細かく混じる　しまりよし 
 ３ 暗茶灰色土　黄白色地山土が多く混じる 
92SK29 
 １ 暗茶褐色土　　炭混じる　黄白色地山土混じる　しまりよし 
 ２ 暗茶褐色土　　黄白色地山土が多く混じる 
 ３ 暗灰色土　　　炭混じる　黄白色地山土がわずかに混じる 
 ４ 黄白色地山土　暗灰色土混じる 
92SK31 
 １ 暗褐色土　黄白色地山土が多く混じる 
92P150 
 １ 暗灰色土　しまりよし 
 ２ 暗灰色土　黄白色地山土混じる 
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古代の土器・中世の土器（1） 図 版 28
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図 版 29 中世の土器（2）
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中世の土器（3） 図 版 30
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図 版 31 中世の土器（4）・近世の土器（1）
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近世の土器（2） 図 版 32
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図 版 33 近世の土器（3）・土製品
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石製品（1） 図 版 34
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図 版 35 石製品（2）・金属製品（1）
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金属製品（2）・中世の木製品（1） 図 版 36
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図 版 37 中世の木製品（2）
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中世の木製品（3） 図 版 38
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図 版 39 中世の木製品（4）
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中世の木製品（5） 図 版 40
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図 版 41 近世の木製品（1）
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近世の木製品（2） 図 版 42
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図 版 43 その他の木製品
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立会いSE9 井戸側部材 図 版 44
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周辺空中写真、平成3年度Ⅰ・Ⅱ区完掘 図 版 45

遺跡周辺空中写真 （国土地理院発行　昭和50年撮影）

平成3年度Ⅰ・Ⅱ区　完掘（北から）



図 版 46 平成3年度Ⅰ・Ⅱ区完掘、平成4年度Ⅲ・Ⅳ区完掘、基本層序、Ⅳ区遺構検出状況、9ESE3、作業風景

平成3年度Ⅰ・Ⅱ区　完掘（南から） 平成3年度Ⅰ区　完掘（西から）

平成4年度Ⅲ区　完掘（北西から） 平成4年度Ⅳ区　完掘（南から）

基本層序b地点（西から） Ⅳ区19D・E 遺構検出状況（北から）

9E SE3 セクション（北から） 平成3年度作業風景



Ⅰ区　掘立柱建物跡検出状況、9ESD1、9FSD1、9GSD1 図 版 47

SA1SA1

SB5SB5
SB1

SB2

SB3

SB4

SB1

SB2

SB3

SB4

Ⅰ区　掘立柱建物跡検出状況（西から）

9E SD1 セクション（西から） 9E SD1・10E SD9 完掘（西から）

9F SD1 完掘（西から） 9G SD1 完掘（西から）



図 版 48 Ⅰ区　10ESD2、10FSD1・5、11CSD1、11ESD2、11FSD1、8FSE1

10E SD2 セクション（南から） 10F SD1 完掘（南から）

10F SD5 完掘（東から） 11C SD1 完掘（西から）

11E SD2 完掘（西から） 11F SD1 セクション（西から）

8F SE1 セクション（南から） 8F SE1 出土状況（南から）



Ⅰ区　9CSE1、9DSE2、9ESE1～3、9FSE1 図 版 49

9C SE1 セクション（北から） 9C SE1 完掘（北から）

9D SE2 完掘（東から） 9E SE1 セクション（北から）

9E SE1 完掘（北から） 9E SE2 セクション（西から）

9E SE3 完掘（北から） 9F SE1 セクション（北から）



図 版 50 Ⅰ区　9FSEⅠ～4、9GSE1

9F SE1 完掘（北から） 9F SE2 セクション（東から）

9F SE2 完掘（東から） 9F SE3 セクション（北から）

9F SE3 出土状況（北から） 9F SE4 セクション（南から）

9G SE1 セクション（北から） 9G SE1 完掘（北から）



Ⅰ区　9GSE2、10DSE1・2・4・5、10ESE1・2 図 版 51

9G SE2 セクション（北から） 9G SE2 完掘（北から）

10D SE1 セクション（北から） 10D SE2 完掘（北から）

10D SE4 完掘（東から） 10D SE5 セクション（北から）

10E SE1 セクション（南から） 10E SE2 セクション（南から）



図 版 52 Ⅰ区　10ESE3～7、10FSE1

10E SE3 セクション（北から） 10E SE3 出土状況（北から）

10E SE3 完掘（北から） 10E SE4 セクション（北から）

10E SE5 セクション（南から） 10E SE6 セクション（西から）

10E SE7 セクション（東から） 10F SE1 完掘（北から）



Ⅰ区　10FSE2～7 図 版 53

10F SE2 完掘（北から） 10F SE3 セクション（西から）

10F SE3 完掘（北から） 10F SE4 セクション（北から）

10F SE5 セクション（北から） 10F SE6、P27 セクション（北西から）

10F SE6 完掘（北から） 10F SE7 出土状況（東から）



図 版 54 Ⅰ区　10FSE7～10、10GSE1～3

10F SE7 完掘（西から） 10F SE8 セクション（北から）

10F SE9 セクション（北から） 10F SE10 セクション（北から）

10F SE10 完掘（北から） 10G SE1 完掘（北から）

10G SE2 完掘（北から） 10G SE3 セクション（北から）



Ⅰ区　11CSE2、11DSE2～4、11ESE1～3・6 図 版 55

11C SE2 出土状況（北から） 11D SE2 セクション（西から）

11D SE3 完掘（東から） 11D SE4 完掘（西から）

11E SE1 セクション（北から） 11E SE2、P15 完掘（北から）

11E SE3 完掘（北から） 11E SE6 セクション（北から）



図 版 56 Ⅰ区　11ESE7～10、11FSE1・2

11E SE7 セクション（北から） 11E SE8 完掘（東から）

11E SE9、P27 セクション（東から） 11E SE9 完掘（東から）

11E SE10 セクション（西から） 11E SE10 完掘（西から）

11F SE1 セクション（西から） 11F SE2 セクション（北から）



Ⅰ区　11FSE3、12CSE1、12ESE1、8CSK1、9ESK12、10ESK12・24 図 版 57

11F SE3 セクション（北から） 11F SE3 出土状況（北から）

12C SE1 セクション（北から） 12E SE1 セクション（南から）

8C SK1 セクション（北から） 9E SK12 セクション（西から）

10E SK12 セクション（南から） 10E SK24 セクション（北から）



図 版 58 Ⅰ区　10FSK68、11CSK1・22、11ESK1・2・4・20、11FSK60、11ESE5

10F SK68 セクション、出土状況（西から） 11C SK1・22 セクション（北から）

11E SK1 完掘（北から） 11E SK2 セクション（北から）

11E SK4 セクション（南から） 11E SK4、SE5 完掘（南から）

11E SK20 セクション（北から） 11F SK60 完掘（南から）



Ⅱ区　掘立柱建物跡検出状況、SB6～10、14FSD1、13DSE1 図 版 59

SB8

SB7SB6

SB9
SB10

SB8

SB7SB6

SB9
SB10

Ⅱ区　掘立柱建物跡検出状況（西から）

14F SD1 セクション（西から） 14F SD1 セクション（西から）

13D SE1 セクション（南から） 13D SE1 完掘（南から）



図 版 60 Ⅱ区　13DSE2・3、13FSE1～3、14DSE1・2

13D SE2 セクション（南から） 13D SE3 セクション（南から）

13F SE1 セクション（南東から） 13F SE2 セクション（南から）

13F SE3 セクション（南から） 14D SE1 完掘（南から）

14D SE2 セクション（南から） 14D SE2 完掘（南から）



Ⅱ区　14ESE1、14FSE1～7 図 版 61

14E SE1 セクション（南から） 14F SE1 完掘（南から）

14F SE2 セクション（南から） 14F SE3 完掘（南から）

14F SE4 セクション（南から） 14F SE5 セクション（南から）

14F SE6 セクション（南から） 14F SE7 セクション（南東から）



図 版 62 Ⅱ区　14FSE8、15ESE1～3、15FSE1・2・4

14F SE8 セクション（西から） 15E SE1 セクション（北から）

15E SE2 セクション（西から） 15E SE2 出土状況（北から）

15E SE3、P1 セクション（南から） 15F SE1 完掘（南から）

15F SE2 セクション（南から） 15F SE4 出土状況（東から）



Ⅱ区　15FSE6・7・9～11、16GSE1、13ESK1、14FSK73 図 版 63

15F SE6 セクション（西から） 15F SE7、P64 セクション（南から）

15F SE9 セクション（南西から） 15F SE10 完掘（南から）

15F SE11 セクション（北から） 16G SE1 完掘（南から）

13E SK1 セクション（南から） 14F SK73 セクション（西から）



図 版 64 Ⅲ区　Ⅲ区完掘状況、92SD1～4、92SE1・2、92SK1

Ⅲ区　完掘状況（北から） 92SD1 セクション（南から）

92SD2 セクション（南から） 92SD3 セクション（南から）

92SD4 セクション（南から） 92SK1 セクション（南から）

92SE1 セクション（南から） 92SE2 セクション（南から）



Ⅳ区　Ⅳ区完掘状況、92SD5・6、92SE3～5 図 版 65

Ⅳ区　完掘状況（南から） 92SD5 セクション（西から）

92SD6 セクション（南東から） 92SE3 セクション（西から）

92SE3 完掘（南から） 92SE4 セクション（南から）

92SE5 セクション（南西から） 92SE5 完掘（南西から）



図 版 66 Ⅳ区　92SE6～12

92SE6 セクション（南から） 92SE7 完掘（南から）

92SE8 完掘（南から） 92SE10・9 セクション（南西から）

92SE10・9 完掘（南から） 92SE11 出土状況（南から）

92SE11、P2 完掘（南から） 92SE12 完掘（南から）



Ⅳ区　92SE13～17、92SK13・14・19 図 版 67

92SE13 セクション（南から） 92SE13 完掘（南西から）

92SE14 セクション（西から） 92SE14 完掘（南から）

92SE15 セクション（南から） 92SE16 セクション（南から）

92SE17、SK14・19・13 セクション（北西から） 92SE17、SK14・19・13 完掘（北西から）



図 版 68 Ⅳ区　92SE18～21、92SK2～4

92SE18 セクション（南西から） 92SE18 出土状況（南から）

92SE18 完掘（南から） 92SE19 セクション（南から）

92SE20 セクション（南から） 92SE21 セクション（南から）

92SK2 セクション（南から） 92SK4・3 セクション（西から）



Ⅳ区　92SK3～5・7・12・16・17・21・22 図 版 69

92SK4・3 完掘（西から） 92SK5 セクション（南から）

92SK7 セクション（南から） 92SK12、P27 セクション（南東から）

92SK16 セクション（西から） 92SK17 セクション（南西から）

92SK21 セクション（南から） 92SK22 セクション（南から）



図 版 70 Ⅳ区　92SK24～31 Ⅴ区　立会い調査、立会いSE9

92SK24 セクション（南西から） 92SK25・26 完掘（西から）

92SK27 セクション（南西から） 92SK30、P151 セクション（南西から）

92SK31、P150、SK28・29 セクション（南から） 92SK31、P150、SK28・29 完掘（南から）

立会い調査Ⅴ区　完掘（北から） 立会い SE9 完掘



古代の土器・中世の土器（1） 図 版 71
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図 版 72 中世の土器（2）
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中世の土器（3） 図 版 73
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図 版 74 中世の土器（4）・近世の土器（1）
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近世の土器（2） 図 版 75
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図 版 76 近世の土器（3）・土製品・石製品（1）
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石製品（2）・金属製品・中世の木製品（1） 図 版 77
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図 版 78 中世の木製品（2）
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中世の木製品（3） 図 版 79
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図 版 80 中世の木製品（4）・近世の木製品（1）
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近世の木製品（2） 図 版 81
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図 版 82 その他の木製品
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立ち会いSE9井戸側部材 図 版 83
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